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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ







　ふと我に返ると、あたりは一面の白だった。

　音もなく雪の降りしきる野原に少年は立ちつくしていた。正面には白く染まりかけた木立が壁のように立ちはだかっている。その先はどこまでも続く深い森らしい。見覚えのない場所だった。

（……どこだろう）

　うまく頭が働かない。肩越しに振り向いても、まっさらな雪に覆おおわれた地面があるばかりだった。足跡が消えてしまうほど長い時間、ここに立っているらしい。

　突然、左手の中のものがかすかに動いた。初めて自分がなにか握っていることに気付く。見下ろした彼は思わず息を吞んだ。

（あっ）

　それは人の手だった。

　少年は一人ではなかった。淡い色の髪の華きや奢しやな体つきの少女が、彼と手を繫つないだまま横たわっている。年は八、九歳さいで、彼と同じぐらいの年とし頃ごろだった。身に付けているのは飾りのない赤い上うわ衣ぎとズボンだけで、靴すら履はいていない。小こ刻きざみに震えている彼女の体を、舞い落ちる雪片が薄い膜まくのように覆おおいつつあった。

　あわてて地面の中に膝ひざをつき、彼女の体から雪を払い落とす。触れた頰ほおの冷たさにぞっとした。彼女の目は開いていたが、どこにも焦点は合っていない。まるで人形の目だった。

（だいじょうぶ？）

　彼は声をかけようとしたが、体が震えてうまく言葉を口にすることが出来なかった。彼も他人を心配出来るような状態ではなかった。布地の色が白いだけで、彼の着ているものも彼女と何も変わらない。真っ赤に腫はれ上がった素す足あしにはまったく感覚がなかった。

　彼は自分の服を探った。どこにもポケットはついていない。彼らは何一つとして持っていなかった。

　耳元で風が鳴る。雪の勢いが増したようだった。

　手を握りしめたまま、彼は彼女の上半身を抱き起こした。不意に一いつ片ぺんの記き憶おくが頭をよぎる──この白い手を握りしめてなにもない暗くら闇やみを走っていた。

　そうだった、と彼は唇くちびるの奥でつぶやいた。

（この子といっしょにきた。くらいところから）

　彼女の体を抱いたまま立ち上がろうとする。しかし、雪に埋もれた膝に力が入らなかった。自分がここでなにをしていたのか、ようやく彼は思い当たる。

　彼女は力尽きてここで倒れたのだろう。そして、彼には彼女を運ぶことも出来ず、置いていくことも出来ず、ここで途と方ほうにくれていた──。

　一体なにがあったのか、彼は必死に自分の記憶を探る。思い出せば助かるとでもいうように。目を閉じたつもりはなかったが、白い視し界かいはゆっくりと周囲から閉じていった。風の音も急に遠ざかる。少女の背中を支えている腕の感覚もなくなりつつあった。

　二人は死にかけていた。




　暗闇の中で誰かの姿がぼんやりと浮かび上がっている。

　自分と同じぐらいの少女が背を向けてうずくまっている。

　彼は一歩ずつその背中に近づいていく。

　声をかけようか考えていると、彼女が不意に彼の方を振り向く──。




「……なにやってるんだ、こんなところで」

　どこか間ま延のびした男の声が少年を現実に引き戻した。努力して重いまぶたを開けると、頑がん丈じようそうな山歩き用のブーツが視界に入ってきた。こわばった首を動かして顔を上向ける。

　分厚いダウンジャケットと毛糸の帽ぼう子しをかぶった男が立っていた。背せ筋すじはぴんと伸びているが、帽ぼう子しの下に見える髪は半はん白ぱくで、頰ほおや首くび筋すじにも深い皺しわが刻まれている。老人と言っていい年ねん齢れいのようだった。

　男は四、五歩の距離を置いて、呆ぼう然ぜんと二人を見つめていたが、やがておずおずと手を差し伸べてくる。

　突然、雷かみなりに打たれたようにくっきりと思った。

（この子をまもらなきゃ）

　そのために自分はここにいるのだ。

　かばうように少女の体に覆おおいかぶさると、相手の視線を跳ね返すように顔を上げた。

「どっか……行け」

　かろうじて少年は声を絞しぼり出す。男は一いつ瞬しゆん目を瞠みはると、それから不ふ思し議ぎと子供っぽい笑みを浮かべた。

「一応、ここは俺の土地なんだがな」

　少年は驚いて老人の背後に目を凝こらした。しかし、家の明かりらしいものは見えなかった。

「家はこの山のずっとふもとにある。あんまり雪が降ってるんでちょっと様よう子すを見に来たんだが、出来ればお前たちも連れて帰りたいところだな。こんなところにいたら雪だるまになっちまうぞ」

　男は手を伸ばして、少年の頭にかかった雪を軽く払った。どうやら危害を加える気はなさそうだ。しかし、信用していいものか少年は迷った。

「俺は篠しの宮みや和かず男おだ」

　男は自分の胸を指さして言い、少年の言葉を待った。

（ぼくは……）

　少年は何も言わなかった。口にするべき言葉を何も思いつかなかった。

　二人は無言でお互いの顔を見つめた。

　沈ちん黙もくを破ったのは少女だった。彼女の真まっ青さおな唇くちびるから言葉にもならないうめき声が洩もれてきた。それを耳にした瞬間、少年は我に返った。この男が何者だとしても、彼女を助けて貰もらわなければならない。

　男は素早くダウンジャケットを脱いで少年の肩にかける。少年の体にじわりとぬくもりが戻ってきた。

「安心しろ。別になにもせん。助けるだけだ」

　男はそう言いながら少女の体を抱き上げる。彼女はぐったりと彼の肩に頭を預けた。

「大丈夫か？」

　と、男は少女に尋たずねる。彼女は震えながらかすかにうなずいた。少女の体を担かついだまま、男は雪の中に座っている少年を見下ろした。

「ここから少し行った道路に俺の車が停めてある。そこまで歩けるか？」

　少年がうなずくと、その頭に温かいものがずしりとのしかかってくる。男のかぶっていた毛糸の帽ぼう子しだった。彼は少女を抱えたまま歩き出す。少年はダウンジャケットを体に巻き付けながら立ち上がり、よろけながら男の後を追った。

「お前たち、どこから来た？」

　前を歩いている男が言う。さっき頭に浮かんだ映像が蘇よみがえる。

「くらい……ところ」

　男は訝いぶかしげに振り返った。不十分な答えだということは少年にも分かっていた。しかし、あの暗くら闇やみがどこにあったのか彼自身にも分からない。

「名前は？」

「ぼくは……」

　さっきと同じだった。名乗ろうとしても言葉が出てこない。少年はうつむいたまま雪を踏み続ける。さくさくという音が妙みように大きく響ひびいた。足の裏の感覚はないままだった。

「……まあ、別にいいか。そんなことは」

　そうつぶやいて、再び男は歩き続ける。少年もそれに続いた。

　しばらく進むうちに、雪の向こうにかすかに車らしきシルエットが見えてきた。たすかったんだ、と少年は心の中でつぶやいた。

　でも、ぼくは。

「ぼくは……」

　ほとんど無意識のうちに、彼の唇くちびるからかすれた声が洩もれた。

「ぼくは、だれだろう」

　名前、年ねん齢れい、住所──何も思い浮かばない。

　記き憶おくはまったくの空白だった。
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　五月。

　一人の少女が薄暗い階段を上がっていた。

　切れかけた非常灯とうの明かりに、一瞬だけ彼女の全身が浮かび上がる。

　つややかな長い黒くろ髪かみに同じ色の黒い瞳ひとみ。怪け我がのためか白はく磁じの肌はだには血の気がない。年ねん齢れいは十六、七歳さいだが、かすかに翳かげりのある顔立ちのせいで大人おとなびて見える。

　彼女は美しかった。

　シンプルな無地のブラウスとジーンズは右脚あしが大きく切り裂かれ、赤く血で染まっていた。

（……死にたいか？）

　何度となく耳にした低い声が頭に蘇よみがえった。彼女は武器の柄つかをしっかりと握りなおす。見えないと分かっていながら、彼女は背後を振り返った。今は背後にあの男の気配は感じられない。しかし、完全に逃げ切ったとは思えなかった。

　もう何時間も地下通路をネズミのように逃げ回っていた。最初は相手を追いつめたつもりだった。しかし、廃はい線せんになった地下鉄の線路に入りこんだ時、初めて彼女は自分が誘いこまれたことに気付いた。相手は彼女よりもはるかに夜よ目めが利いた。

　今、彼女の目は周囲の状態をほとんど確認することが出来ない。耳を澄すませても、聞こえるのは不規則な自分の足音と荒い息づかいだけだった。

　昔から知っている相手ではあったが、戦うのはこれが初めてだった。どうにか命を繫つないでこられたのは僥ぎよう倖こうと言う他ない。




　彼女が戦っている相手は、人間ではなかった。




　右膝ひざから下に力が入らない。階段を上がり切ったところで、彼女はずるずると腰を落とし、武器を抱えこんだままうずくまった。湿った埃ほこりの匂においが鼻をついた。動かない右脚に触れると、ふくらはぎのあたりが重く濡ぬれている。骨まで達する傷ではないようだが、出血が多すぎた。

（生身のところを狙われたんだ）

　感覚的にはもっと斬きりつけられた気がしたのだが、体の他の部分にはそれほど深い傷はなかった。

（死にたいか？）

　頷うなずけば即そく座ざに殺されていた気がする。体が震えて止まらない。彼女は膝ひざの上に載せた短剣に手を載せる。柄つかに施ほどこされた瀟しよう洒しやな飾りと、蛇へびのように波打った刃やいばに浮き彫りにされた奇き妙みような文字に触れた。

　百視剣アルゴスガノン──彼女が唯ゆい一いつ頼れる刃だった。

　不安定な今の精神状態ではこの武器の「力」を解放することは出来ない。彼女はゆっくりと深い呼吸を繰り返し始める。まずは精神を落ち着かせなければならない。

「……わたしの誕生日は六月十六日」

　彼女は低くかすれた声でつぶやいた。精神を集中する時の彼女の習慣だった。

「前の誕生日から三百二十八日。次の誕生日まで三十六日。そして、『最初の日』から二千九十八日……」

　二、三回その「呪じゆ文もん」を繰り返すうちに、徐々に落ち着いてきた。顔を上げると、通路の先から風が流れてくるのを感じた。出口が近いらしい。地上に出ればこちらの視し界かいは開けるし、退路の選択肢しも増える。彼女は武器を床に突き立てて、すがりつきながら立ち上がろうとする。とにかく、外へ──。

「……死にたいか？」

　歓かん喜きに震える声が耳じ朶だを震わせた。どのように足を踏み出したのか記き憶おくにない。怪け我がを庇かばう余よ裕ゆうも背後を振り返る余裕もなかった。ただ闇やみ雲くもに走り続ける。

　不意に前方に光が見えた。

　矢印のついた案内プレートがぼんやり浮かび上がる。通路の左手に出口があり、そこから地上へ出られるらしい──。




「新しん宿じゆく」「ＪＲ線東口」「歌か舞ぶ伎き町方面」




　プレートに書かれている文字がいくつか目に入った。しかし、その意味を深く考えることなく、彼女は通路を左に折れて目の前の階段を駆け上がっていった。慣れない光に目がくらんで、歩調がわずかに緩くなった。

　その瞬間、

「死にたいか？」

　背後から再び声が聞こえた。彼女は反射的に膝をたわめる。次の瞬間、彼女はほとんど左足の力だけで地上へ飛び出してごろごろと転がった。怪我のせいでイメージ通り体が動かない。しかし、すぐに上半身を起こして膝を突こうとする。

　とにかく、駅前ならどこかに建物があるはずだ。その中に飛びこんで、一度この敵から身を隠かくして──。

「……あ」

　彼女の口からかすかなあえぎが洩もれた。階段を上がる前、案内を目にした時に気付くべきだった。確かにかつてここにはＪＲの駅があった。日本有数の繁はん華か街がいだったという話も聞く。

　今は、何もなかった。

　彼女は起き伏ふくのない地面に座っていた。彼女の周囲には、駅の線路も、建物も、道路も、人も見えない。砂漠のような空白が一面に広がっているばかりだった。

「思ったよりもアタマ悪いね、あんたは」

「それ」はゆっくりと階段から姿を現した。異い様ように長い手足を持つその男は、その肌はだも髪も瞳ひとみも深い緑色だった。何な故ぜか背中には黒い大きな箱を背負っていた。

　両手には三み日か月づき型の大きな刃やいばのついた柄えの長い戦せん斧ぷを構えている。少女の持っている短たん剣けんとはまったく形状は違うが、刀とう身しんに奇き妙みような文字が浮き上がっているところはそっくりだった。彼女の武器と同じように黒い金属で作られている。

「よりによって、『災さい厄やく』の跡地に逃げこむってのは頭が悪すぎるな。見ろよ、この見晴らしのよさ」

　男は唇くちびるの端はしをゆがめて笑う。

　彼女は歯を食いしばった。この怪かい物ぶつ──オフリス・ペインキラーから容易に逃のがれられるとは思えない。目の前の獲え物ものを逃がすような甘い相手ではなかった。

「しかも待ち伏せする仲間もいないと来てる」

　男はあたりをぐるりと見回した。もちろんそんなものはいない。今、彼女たちがいる場所を中心とした半径一キロの範はん囲いは、立ち入り禁止区く域いきに指定されている。

「しっかし、あんたすっかり元の姿に戻っちまってるな。あの程度の攻撃で外殻クラスタも維い持じ出来ないのか？」

　男はなおも愛あい想そうよく話しかけてくる。

「単独行動で俺を追ってる奴やつがいるって噂うわさは聞いていたけど、まさかこんな女の子だとは思わなかったなあ。あんた、本当に雪花鎧アルヌワ・ブラン？」

　彼女はどう答えを返すべきか迷った──。

　その瞬間、背せ筋すじにぞくりと戦せん慄りつが駆け上がる。体を右に倒すのと同時に、黒い三日月の刃が彼女の顔があった場所を斜めに切り裂いていた。

「おっと、よけるのは上う手まいらしいな」

　彼女は大きく目を見開いた。オフリスは今までの場所から一歩も動いていない。いつのまにか右腕が人間のものではなくなっていた。よじり合った植物の蔓つるのような触しよく手しゆに変化し、その先せん端たんに戦斧が絡まっている。腕の形態を変化させ、自在に伸ばして武器を振り回したのだ。

（昔はあんなことは出来なかったはず）

　彼女は体を震わせる。おそらく、この数年間に身につけた能力だろう。

「俺を倒すにはあんた弱すぎるよ。戦う時には戦器オニクスを手放さない。これは鉄則だろ？」

　男は少女の方を見もせずに言った。彼女ははっと自分の右手を見下ろす。いつのまにか武器が消えていた。男の視線を辿たどると、彼女の剣は十メートルほど離れた地面に突き刺さっていた。さっき斧おのに弾はじき飛ばされたらしい。

　拾いに行かなければならない。しかし、オフリスの触しよく手しゆが彼女と武器を結ぶ直線上にゆらゆらと割って入ってきた。

「もうちょいアタマ使った方がいい。不ふ意い打うちを狙うとか、仲間と組んで戦うとか……ま、もう遅いけど。で、死にたいか？」

　叫びそうになる自分を彼女は必死にこらえた。

　こんなところでわたしは死なない。絶対に生き残るんだ。

　不意に空中でぐるりと黒い刃やいばが回転し、黒い刃が彼女の方を向いた。反応が遅れた──そう思った時には、鋭い刃が彼女の右の脇わき腹ばらを音もなく引き裂いていた。

「あああああ！」

　熱い激げき痛つうが炸さく裂れつした。彼女は地面の上でもがきながら、ぎゅっと患かん部ぶを摑つかむ。指の間からかすかに鮮せん血けつが滴したたった。

「そんな大おお袈げ裟さに痛がらなくてもいいじゃないか」

　男は緑色の目を細めて上じよう機き嫌げんに笑った。

「まだ始まったばっかりなんだからな。悲鳴が持たないぞ」

　きっとあの夜もこんな笑みを浮かべていたはずだと彼女は思った──ずっと昔、彼女と同い年の子供たちを次々となぶり殺しにした夜も。

　地下の暗くら闇やみの中でも、この男は自分をなぶっていたに違いない。殺そうと思えばいつでも殺せたのだ。「死にたい」と答えない限り、傷つけられ続けるだろう。彼女はオフリス・ペインキラーについての基本情報を思い出した。

　この男は老ろう若にやく男なん女によ、あらゆる人間をなぶることを極ごく上じようの快楽としている、と。

　彼女はわずかに顔を上げて相手を見み据すえた。そうしなければ、絶望に吞みこまれてしまいそうだった。

「……ん？」

　ふと、男の顔から笑みが遠のいた。目の中に訝いぶかしむような色がある。

「どこかであんたとは会ったことがあるか？」

　やっと気が付いたのか。彼女はそう答えようとする。しかし、激痛で息が詰まった。

　不意にオフリス・ペインキラーの左手も触手に変化する。その先せん端たんが奔ほん流りゆうのように地面に倒れている彼女に殺さつ到とうした。彼女のブラウスのボタンが弾け飛んで、大きく開かれた襟えりが二の腕まで引きずりおろされる。きめの細かな肌はだが冷たい外気に触れる。ストラップレスのブラにくるまれた白い胸が露あらわになったが、彼女はそれを隠かくそうともしなかった。

　オフリスは大きく目を見開いていた。二つの丸い緑りよく柱ちゆう石せきが見み据すえているのは、彼女の左の肩だった。そこには「Ｒ─９」という小さな黒い刻印ナンバーがあった。

「Ｒナンバーか……おい、あんた、クロノクレイドルの生き残りか。あのクソ施設の」

　男の頰ほおがぴくぴく引きつっている。歯ぎしりまで聞こえてきそうだった。この魔ま人じんに屈くつ辱じよくを与えたかと思うと、ほんの少し痛快な気分だった。

「……そうよ」

　と、彼女はかすかに笑みを浮かべた。必死に呼吸を整えて言葉を繫つなげる。

「……あの雪の夜、お前が背中を割られて死にかけた場所……子供たちをなぶり殺すのにかまけて油ゆ断だんするうちに」

　どすん、という音と共にオフリスの目の前の地面から土ぼこりが上がった。

　いつのまにか元通りになった右腕が、背負っていた細長い箱を足下に叩たたきつけていた。どの面にも細かな装そう飾しよくが施ほどこされていて、どことなく黒い棺かん桶おけを思わせた。衝しよう撃げきで蓋ふたが開いた箱に、オフリスは手を入れた。

「正直に言わせてもらうと、俺は殺やりそこねるってことが嫌いでね。一度逃した奴やつはなるべく激しく殺すことにしているんだ」

　彼が取り出したものを見た瞬間、彼女は息を吞んだ。

　それは金色の大剣クレイモアだった。飾りのついた長い柄つかと幅の広い鞘さや。奇き妙みようなことに、それ自体が発光物のようにうっすらと光を帯びている。少女やオフリスが持っている戦器オニクスと同じような意い匠しようだが、明らかに材質が異なっていた。

（あれは……まさか……）

「これが何なのか分かるみたいだな」

　震える声で男は言う。見開かれた緑の双そう眸ぼうがぎらぎらと光っていた。彼女への怒りと同時に、今いま手にしている剣への畏い怖ふも見て取れた。オフリスの手は鞘の端はしにしか触れておらず、剣の柄から自分の体をなるべく遠ざけているようだった。

「偉大な力を持った剣だ……俺たちがお前たちから奪い返した剣だ」

　オフリスは周囲の荒野に視線を走らせる。まっさらな地面を土つち色いろの風が撫なでているだけで、他に動くものはなにもない。

「この剣もこの街を消せるほどの力を秘めているかもしれんな」

「……どうしてそれをお前が持っているの？」

　突然、紐ひも状じように解ほどけていた左腕が彼女の四し肢しに絡みつき、彼女の上半身を強ごう引いんに引き起こした。傷ついた脇わき腹ばらと足から新たな痛みが全身に走る。

「そんなことはどうでもいいじゃないか。あんたには関係のないことだし、知ったところでどうせすぐ死ぬんだ……激しくな」

　いつのまにかすぐ目の前に、触しよく手しゆに巻きつかれた金色の剣が目の前に漂っていた。まるで彼女に捧ささげているように、彼女の方に柄つかが向いている。

「なにを……」

「あんたにこの剣けんを抜いて欲しいんだ」

　彼女は大きく目を見開いた。慌あわてて手を引こうとしたが、触しよく手しゆに固定されて指ゆび一本動かせなかった。

「いや、あんたがこいつを『使えない』ことは分かり切ってる。あんたはこいつに選ばれていないからな。しかし、俺はあんたがこの剣を抜くところを見たい……要するに、あんたが無惨に死ぬところを見たい。分かるだろう？」

　触手の力で彼女の両手はじりじりと金色の剣の柄へと近づいていった。冷たい恐怖が体の奥から這はい上がってくる。

　この半年の間、この男は大おお勢ぜいの人間を惨ざん殺さつしてきた。しかし、死体の形状からは「どうやって」殺しているのかまで分からなかった──。

　今の彼女にははっきり分かる。恐るべき力を秘めているはずのこの剣を抜かせて、人間を殺し回っていたのだ。

　ふと、彼女の顔を黒い影がさっとよぎった。彼女は空を仰ぐ。

（……鳥）

　大きな黒い猛もう禽きんが、翼つばさを広げてゆうゆうと旋せん回かいしていた。生まれてから今まで見たどんな鳥よりも大きい。なんとなく、死んだ後の自分を食べに来たのだと感じた。
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　いつのまにか攻撃が止んでいた。わずかに首を動かすと、緑の男は明らかな苛いら立だちを顔に貼はり付けて空を見上げていた。

「……レディ・バレットか」

　憎にく々にくしげにオフリスは言い、伸ばした触しよく手しゆを元に戻す。たちまち両腕は人の形に戻り、彼女はその場にどっと倒れた。

「今日はここまでにするか……次は必ず殺す」

　彼はくるりと踵きびすを返して、自分も上がってきた地下への階段に飛びこんでいった。

　なにが起こったのか、彼女には分からなかった。レディ・バレット、と呼んだあの鳥から逃げていったように見えた。しかし、今はそれ以上考えられない。自分が生き残ったかどうかさえ、考えるのが煩わずらわしかった。

　ほとんど無意識のまま、血の気の失うせた唇くちびるだけが言葉を紡つむいだ。

「わたしの誕生日……六月十六日……」

　なにもない大地に、傷ついた少女が倒れていた。

　そこには彼女の敵も、味方もいない。たった一人だった。
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　六月。

　何日か続いていた雨が止んで、久しぶりに月が出ていた。

　一人の少年が道路から外れて木立の中に入っていく。年は十六、七歳さいで、少し背は高め。目つきはやや鋭いが、口元にどことなく子供っぽさが漂っていて、平均すると年とし相そう応おうの少年に見える。

　彼は枝えだ葉はの隙すき間まから射しこむ月光を頼りに歩いていく。土も空気もまだしっとりと湿っている。虫の音に混じってかすかに甲かん高だかい鳥の鳴き声が聞こえた。

　やがて、木々が途と切ぎれて視し界かいが拓ひらけた。

　そこには野原があった。四し方ほうを木々で囲まれた余白のような土地だった。

　足がすっぽり隠かくれるほど背の高い雑草が一面に生おい茂っている。風が吹くとさっと緑色の絨じゆう毯たんを撫なでていく。風がどこから吹いてくるのか、目で見ることが出来た。

（……いないな、やっぱり）

　彼──篠しの宮みや拓たく也やはふっと息をついた。

　人ひと気けのない山の中にわざわざ来たのは理由がある。最近、真夜中になるとこのあたりに怪しい人ひと影かげが現れる、という噂うわさを学校で聞いたからだ。男か女か大人おとなか子供かも分からない、とにかく怪しい、ということ以外はなにも分からなかった。

　昼間聞いた時は、その噂が本当なのかどうかが一番怪しいと拓たく也やは思った──いたにしてもただの人間の不ふ審しん者に違いない。しかし、放っておけない事情もあった。まったく使われていないとはいえ、ここは篠しの宮みや家の土地だし、彼にとっては思い出のある場所だった。

　もし妙みような人間を見かけたら、一ひと言こと注意ぐらいはしてもいい、と思ってここまで来たのだが。

（ウワサはウワサ、か）

　彼は草地へと足を踏み出すと、たった一本だけ残っている枯れかけたクヌギの木のそばで立ち止まった。

　空を見上げると、うっすらとかかった雲の向こうに満月があった。時刻は真夜中をとっくに過ぎている。家族はみな眠っているはずだ。彼は誰にも言わずに家を抜け出していた。

　ここへ来るのは久しぶりだった。

（子供の頃はもっと広かったよな……）

　それが錯さつ覚かくだというのは分かっている。この野原が狭くなったわけではなく、彼が成長しただけだ──あの雪の夜に比べて。

　篠宮拓也、という名は本名ではない。彼を拾った篠宮和かず男おが付けたものだ。

　彼がここに現れてから八年が過ぎている。彼の記き憶おくはこの林から始まっていて、それ以前には何もない。あの時とき一緒に助けられ、一緒に暮らしている少女も何も憶おぼえていないという。

（あのへんにいたんだっけ）

　彼は野原の隅すみの方に目を凝こらす。さらに山奥へと続く木立に近いあたり──そこに彼は立っていた。倒れている少女のそばで。

「え……」

　どきりと心臓が鳴った。いつのまにかそこに誰か立っている。黒くろ髪かみを長く伸ばした女の子だった。月明かりに横顔が浮かんでいる。なめらかな白い肌はだに強い意志のこもった切れ長の目。今まで見たこともないような、くっきりとした顔立ちのきれいな女の子だった。

　拓也と同じぐらいの年で、赤いスカーフのセーラー服を着ている。このあたりでは見かけない制服だった。

　幽ゆう霊れいではない。彼女の髪は風になびいている。

　しかし、ただの女の子でもなさそうだった。彼女は一ひと振ふりの剣けんを握っている。鞘さやから放たれた刃やいばは黒く、くねるように波打っている。外国の剣のようだった。

（……なんだ、あれ）

　彼女は拓也に気付かなかった。こんな山さん中ちゆうに人など現れないと思っていたのか、あるいは彼が木のそばにいたせいで目に付きにくかったのかもしれない。

　少女は動き出した。わずかに膝ひざを屈かがめ、垂直に跳ちよう躍やくする。

「……え」

　思わず拓たく也やの口から声が洩もれた。黒くろ髪かみをなびかせた彼女は予想よりもずっと高く飛んでいた。地面に着地した後、大きく左右に動きながら手にした短たん剣けんを振っていく。風切り音が拓也の立っている場所まで聞こえる。無む駄だな動きは一切ない。よほど訓練を積んでいるらしかった。

　おかしな人間が入りこんでいたら注意する、という当初の目的を彼はすっかり忘れて、彼はただ見とれていた。舞うように体を翻ひるがえし、黒い剣を振り続ける彼女は美しかった。

　いつのまにか、彼は彼女の方へ歩き出していた。何歩も進まないうちにスニーカーをはいた足の裏がぱきりと枯れ枝を踏む。ちょうど風が止んだ瞬間で、その乾いた音はあたりに響ひびいた。

　少女が弾はじかれたように振り向く。そして剣を下ろし、地面に置いていたらしい鞘さやを拾ってゆっくりと近づいてきた。十歩ほどの距離を置いて立ち止まる。怪け我がをしているのか、右足のふくらはぎのあたりに包ほう帯たいが巻かれていた。

「……誰？」

　彼女はよく通る澄すんだ声で尋たずねた。黒光りする二つの瞳ひとみは拓也から離れない。少しでも怪しい動きを見せたら攻撃する──そう言っているようだった。

「それ、俺が聞きたいんだけど」

　と、拓也は言った。不ふ思し議ぎなほど心は落ち着いていた。

「こんなところで何やってんだ？」

　のんびりと彼は尋ねた。

　彼女はしばらくの間微び動どうだにしなかったが、やがて小声で言った。

「オフリスじゃなさそうね」

　彼女は口の中でぼそりとつぶやいた。その名前はどこかで聞いたことがあった。何だっただろう？　つい最近、聞いたばかりのような──。

「こんなところで何をしているの？」

　と、彼女は言った。こちらの質問に答える気はないらしい。

「……最近、このあたりで変な人ひと影かげを見たって話があってさ。それでちょっと様よう子すを見に来たんだよ」

　拓也が答えても、彼女は何も言わなかった。黒い瞳にははっきりと不信の色がある。それだけの理由でこんな山の中へわざわざ来たことが納なつ得とく行かないようだった。

「一応、ここはうちの土地なんだけど」

　彼女は拓也の背後を見る。家を探しているらしい。

「まあ、家はずっとふもとに……」

　不意に拓也は噴ふき出しそうになった。八年前の冬、和男と初めて出会った時の会話と妙みように似ている。彼は舌を嚙かんで笑いをこらえた。

「……何が可お笑かしいの？」

　彼女は鋭い目つきで拓たく也やをにらむ。あの時の自分も同じような目をしていたのかもしれない、と彼は思った。

「ごめん。なんでもない」

　拓也は首を振る。ふと、この武器を携えた謎なぞの女の子を、どうして警けい戒かいする気になれないか分かった気がした。頑かたくなな彼女の態度があの時の自分を思わせるからだ。

　彼女は武器を握りしめたままだった。まだ警けい戒かいを解くつもりはないらしい。

「俺、篠しの宮みや拓也」

　あの時の和かず男おにならって、彼は自分を指さして名乗った。彼女は虚きよを突かれたように目をしばたたかせた。

「……君は？」

　彼女は一瞬ためらった。

「…………名乗る必要はないわ」

「そっか」

　名前が聞けないのは残念だと思う──それでも彼は奇き妙みように安心していた。名乗る必要はない、と彼女は答えた。自分と違って、彼女には記き憶おくがあるのだ。

「ここで見たこと、誰かに話すつもり？」

　彼は首をひねった。そう尋たずねるということは、多分話さない方がいいのだろう。

「話さない」

　別に話す理由もない。もっとも、隠かくさなければならないようなことだとも思わなかったが。

「その方がいい。忘れて」

　彼女は鞘さやに刃やいばを収めると、そのまま拓也のそばをすり抜けて歩いていった。ぼんやり見送りかけていた彼は、はっと我に返った。

「……あのさ」

　彼女は立ち止まって振り向いた。

「また、見に来ていいかな」

　今度こそ彼女は心しん底そこ驚いたらしい。しばらくの間、雷かみなりに打たれたようにその場から動かなかった。

　やがて、ゆっくりと首を振った。

「もう、ここへは来ない」

　そう言い残して、彼女は木立の中へ消えた。

　後に残ったのは拓也一人だった。
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　夜が明けた。

　拓たく也やは部屋のカーテンを開ける。太陽の光が目に突き刺さる。急に朝日を浴びるとかすかに頭痛がして、彼は顔をしかめた。

　窓を開けて外に顔を出す。雀すずめの鳴き声にまじって、かすかに車の行き交う騒そう音おんが聞こえる。最初に目につくのは視し界かいを一直線に横切る高速道路の高こう架かだった。それを遠巻きにするように高層マンションがいくつも縦たてに延びている。高速道路とマンションの周囲には畑と空あき地が広がり、その背景には深緑に覆おおわれた山の峰が連なっていた。細部を作りこんでいないジオラマのようにどことなく不自然な眺ながめだった。

　この古こ滝たき市は山間にある盆ぼん地ちで、神か奈な川がわ県の中でも山間に位置している。もともとは高速道路沿ぞいにあるというだけの、ごく静かな町だったらしい。それがここ十数年でみるみるうちに人口が増え、東京に近いベッドタウンへと変へん貌ぼうしつつあった。

（結局、なんだったんだ？）

　昨日の晩、出会った女の子のことが頭から離れない。結局、こちらの質問には何一つ答えなかった。忘れろと言われても忘れられそうにない。

「拓たくちゃん」

　ドアの向こうから耳慣れた甲かん高だかい声が聞こえて、拓也は我に返る。

「なに？」

「着替え、もう終わってる？」

「今から着替えるとこ」

　そう答えると、ためらいがちの沈ちん黙もくが流れた。

「……今、パンツはいてる？」

　拓也は反射的に自分の体を見下ろした。パンツ以前に服など脱いでいない。パジャマは着ない習慣で、トレーニングパンツとＴシャツ姿だった。

「……はいてるけど」

「よしっ！」

　いきなり勢いよくドアが開き、学校の制服を着た少女が現れた。拓也より身長は頭あたま一つ分は低い。華きや奢しやな体つきのわりに手足はすらりと長く、淡い色の髪を背中でゆるく編んでいる。長い睫まつ毛げと大きな黒い瞳ひとみ。形のいい少し薄めの唇くちびるにはこぼれんばかりの笑みが浮かんでいた。文句の付けようのないかわいい女の子だった──外見は。

「ソックスないと思って持ってきたよ。はいっ」

　男物の地じ味みなソックスを笑顔のまま投げつける。拓也は鼻先でそれをキャッチした。

「あ、取った」

　ちっと舌した打うちをしながら彼女──篠しの宮みや礼れ菜なは言った。

「何すんだよ！」

　当たったところで別に痛くはないが、顔にぶつけられたいとも思わない。

「洗せん濯たく物ためないで早めに出せ！　一気に洗濯すんのダルいわ！……今のはそういうメッセージがこもっています……」

「口で言えよ」

「前にも言いました！　洗ってないの投げないだけマシだと思え！」

「…………分かった」

　性格には多少問題はあるが、彼女がこの家の家事を引き受けている。あまり言い返す気になれなかった。

　礼菜は拓たく也やと同じ高校で同じ二年生だった。

　長年一緒に暮らしている拓也にとっては「手間のかかる妹」のような存在だが、本人にそう言えば「手間がかかるのはそっちだ」と怒るに違いない。とにかく気が強く言いたいことを言う性格だった。

　子供の頃は「礼菜を守る」ことが自分の義務のように感じていた。今もそう思わないこともないのだが、今の礼菜を見る限りではそんな必要はない気がする。

「もうご飯はん出来てるから。おじいちゃんも待ってる」

　彼女はそう言って部屋を出て行こうとする。

「礼菜」

　少し改まって呼びかけると、彼女はドアのところで振り返って、「ん？」と言いたげに首を傾かしげた。

「前から訊きこうと思ってたんだけど、なんで俺がパンツはいてるかいちいち確認すんの？」

　沈ちん黙もくが流れる。礼菜は困ったように視線をそらした。

「……あ、あたしにも見たいものと見たくないものがあるんだけど？　もしドア開けた瞬間にフルチ」

「パンツぐらいいつもはいてるよ！」

「でも、前に着替え中にノックしないで入ったら拓たくちゃんものすご──く怒ったし」

「ノックすればいいだろ！」

「…………お、そっか。その手があったか」

「その手がってお前まえ普通は……」

「じゃ、次からそうする。早く来なよ！」

　彼女はバタンとドアを閉めてばたばたと階段を駆け下りていった。

　朝だというのにどっと疲れる。なんとなく台風が通りすぎていった後のような気がした。




　老人は紺こんの作さ務む衣えを着て、背せ筋すじをぴしっと伸ばして正座していた。

「じゃ、食べるか」

　と、彼は言った。それを合図に拓たく也やと礼れ菜なも手を合わせる。三人は庭に面した和室で座ざ卓たくを囲んでいる。今け朝さのメニューはだし巻き卵と大根の味み噌そ汁しると納なつ豆とう。家か長ちようの好みに合わせて純じゆん和風だった。

　拓也は正面の老人──篠しの宮みや和かず男おをちらちらと窺うかがう。もう七十の古こ希きに手が届きかけていて、以前よりもさすがに老ふけたと思う。拓也たちをここに引き取った頃、半はん白ぱくだった髪は完全に白くなり、皺しわは一いつ層そう深くなった。肉が落ちた体も一回り小さくなった気がする。

「……俺の顔になんかついとるか？」

　味噌汁のお椀わんを覗のぞきこんだまま、拓也を見もせずに和男が言った。口元にはいたずらっぽい笑みを浮かべている。

「それとも皺の数でも数えとるのかね」

　拓也はどきっとした。和男はとらえどころのないとぼけた性格なのだが、たまに人の気持ちを見み透すかすような鋭いところがある。

「……べ、別に」

　そうか、とだけ和男は言って、また食事を続ける。

　篠宮家の人間は彼ら三人だけだ。もともと子供がなく、妻を亡くして一人暮らしだった和男が、遠とう縁えんの拓也と礼菜を引き取った、拓也と礼菜は従い兄と妹こ同士──世せ間けんにはそんな風ふうに説明している。

　もちろんそれは事実とは違っている。拓也と礼菜はこの家の近くの山で凍とう死ししかけているところを和男に保護され、以来ここで育てられてきた。二人とも自分たちが何者で、どこから来たのかも憶おぼえていない。

　自分は誰なのか、ということが拓也にはいつも気になっているのだが、礼菜はあまりそのことについて考えている様よう子すはない。どういう事情であの山に現れたのかについては、「二人とも同時に両親を亡くし、そのショックで記き憶おくをなくした」ということで何となく落ち着いていた。そして、保護してくれる大人おとなもなく彷徨さまよっているところを和男に見つかった──。

　普通ならありえない説明だったが、八年前の冬ならばさほど不自然ではない。あの冬、家族を失って保護された孤児たちが数多くいたからだ。

「ご馳ち走そう様」

　と、和男が言った。いつのまにか和男も礼菜も朝食を食べ終わっている。ぼんやり考えこんでいるうちに拓也一人が取り残されていた。

「早く食べないと時間になっちゃうよ」

　礼菜が空からになった食器を重ねながら言う。拓也は慌あわてて食べ始めた。

　和かず男おはリモコンに手を伸ばして、部屋の隅すみにあるテレビを点つけた。朝食の後はお茶を飲みながらニュースを見るのが彼の日課である。中年のアナウンサーが映った画面に拓たく也やも横よこ目めを使った。

『先ほど、安全対策庁ちようから今月の関かん東とう地方の市区町村安あん全ぜん指数が発表されました。新たに加わった危険区く域いき・準じゆん危険区域は次の通りです』

「お、今日が発表だったか」

　和男はテレビの方に身を乗り出した。拓也は画面を見ながら食事を続ける。きっとこのニュースの視聴率りつってすごいんだろうな、とぼんやり思った。この瞬間、大おお勢ぜいの人たちが息を詰めてこのニュースを見ているはずだ。

　アナウンサーは単調にいくつかの地名を読み上げていく。拓也たちの住む古こ滝たき市の名前はなかった。ほう、と和男は安あん堵どのため息を洩もらした。

　続いて赤と青と黄色に色分けされた関東の地図が画面に現れた。赤い色が危険地域、黄色が準危険地域だ。画面の半分程度は赤く染まっている。東京二十三区は特に赤の比率が高い。

　念のため地図を見ても、拓也たちの住む古滝市のあたりは青いままだ。この町は関東地方では数少ない「安全地域」だった。

　発表の重要な部分はとりあえず分かったので、拓也は食事に専せん念ねんした。最後の一口を食べ終わった時、突然礼れ菜なが口を開いた。

「……そういえば拓たくちゃん、夜中どこかに出かけてた？」

　一瞬、拓也の動きが止まった。

「な、なんで？」

「あたしが起きた頃、ドアが開く音が聞こえたから」

「起きたってあれ夜中の三時ぐらいだろ？　そんな時間に起きたのか？」

「うん……そうだけど……」

　礼菜は口ごもる。そういえばここ最近妙みように早く目が覚めると言っていた気がする。

「……礼菜はともかく、お前は『そんな時間』にどこに行っとったんだ」

　と、和男が口を挟む。

「学校で噂うわさがあったって言っただろ。あの山んとこのうちの土地の周りに、変な奴やつがうろついてるって。だからちょっと見に行ったんだ」

「え、どうだったどうだった？」

　礼菜が身を乗り出してくる。拓也の知っている限りでは、彼女が一番この噂に敏びん感かんだった。意い外がいに不安なのかもしれない。

「蹴け散ちらした？　投げ飛ばした？　あたしのために！」

「いきなり誰と戦ってるんだよ。昨日は……」

　と、言いかけて、彼は昨さく晩ばん出会った少女を思い出した。奇き妙みような短たん剣けんを携たずさえた、セーラー服の女の子。彼女とは「誰にも話さない」という約束をしていた。

「べ、別に誰もいなかった」

「拓たく也や」

　和かず男おは渋い顔で言った。

「その噂うわさのことは近ちか々ぢか俺が調べておく、と言ったはずだがな」

「見てくるぐらい別にいいじゃないか」

「万まんが一いちのことがあるだろう」

「万が一って？」

　和男はテレビの方を顎あごでしゃくった。テレビの画面にはまださっきの「危険地域」の地図が映っている。

「もし、『テリオン』だったらどうするつもりだ」
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　分かりやすく言えば、「人類の敵」だった。

　その正式な名前は「テリオン」──彼ら自身がそう名乗っている。もともとは聖せい書しよに登場する「獣けもの」を意味する言葉だ。今では人間ではなく、人間が知る生物でもないものの総そう称しようになっている。

　テリオンの存在が囁ささやかれ始めたのは十数年前のことだ。日本各地で人に似た異い形ぎようの者が次々と目もく撃げきされるようになった。その形態は様々で、それこそ獣に似た姿の者もいれば、鳥や昆虫や魚、果ては植物にさえ似た者までいた。

　彼らは普段は人間と同じ姿をしているが、それぞれが一いち様ように高い身しん体たい能力と特とく殊しゆ能力を備えた本来の姿に「変身」することが出来た。

　おそらく人間社会の周辺に古こ来らいから存在した生物群であり、神話や伝説に現れる妖よう魔まや怪かい物ぶつの類たぐいもテリオンのことを指していたのかもしれない、という説が今のところ最も広く支持されている。しかし、なぜそれが現代になって人間たちの前に姿を現したのか、どうしてこの国にしか出現しないのか、未だに分かっていない。

　テリオンには一つだけ共通の特徴がある。

　それはどのテリオンも武器を持っていること。剣けん、斧おの、弓、果ては銃に至るまで、種類はそれぞれ異なっているが、どれも奇き妙みような紋もん章しようが刻みこまれた黒い物質で作られている。テリオンでなければ使用出来ないそれらの武器は、その材質も製法も年代も全てが不明だった。

　その存在が知られ始めた頃、テリオンはまだ組織的な活動を行っていなかった。テリオンの凶きよう暴ぼう性ももっぱら同族に向けられており、テリオン同士で戦うことはあっても、人間に被害が出ることは滅めつ多たになかった。

　そのため、テリオンはそれぞれ独立した存在であり、共通の意志や目的など持ち合わせていない──そう政府は見なしていた。

　しかし、時間が経たつにつれて状況は変わっていった。人間には気付かれないうちに、テリオンたちは少しずつ団結し、組織化されていったらしい。

　そうして誕生した組織が「クランテリオン」──「獣テリオンの氏族クラン」という意味だとされている。

　最初、その組織の存在は人間に知られていなかった。

　その名を誰もが知るようになったのは八年前の冬──彼らが東京の一部を消してしまってからだった。

　新しん宿じゆく駅周辺の半径一キロ内にあったすべての地上の物体が、なんの前まえ触ぶれもなく唐とう突とつに弾はじけ飛んだ。円の内側には空くう漠ばくとした地面だけが残り、外側では飛ひ散さんした無数の破は片へんと津つ波なみのような爆風がさらに多くの建造物をなぎ倒した。

　死者は十数万人に及び、負傷者はさらにその数倍に達した。首しゆ都と機能は事実上停てい止しし、インフラは寸すん断だんされ、人や物の流れも完全に滞とどこった。

　東京をあらゆる混乱と恐きよう慌こうが覆おおう最さ中なか、「クランテリオン」は日本政府に向けて声明を発表した。この災さい厄やくを引き起こしたのは自分たちであると。「クランテリオン」はこの地上で唯ゆい一いつ人類に対たい峙じする存在であり、人間を万物の霊れい長ちようから引きずりおろすために活動を開始する。この災厄はその第一歩である──。

　彼らはどうやって災厄を引き起こしたか明らかにしなかった。ただ、人々の間ではそれがたった一人の凶きよう悪あくなテリオンの仕し業わざだという噂うわさが流れていた。

　核かく爆ばく弾だん並みの破壊力を持つテリオンがいる──その噂は人々を恐怖の極限に陥おとしいれた。いつ、どこでもう一度同じことが繰り返されるか分からない。ひょっとすると、明日、自分たちの住む土地で起こるかもしれなかった。

　政府は災厄の直後に「クランテリオン」との全面対決の方針を打ち出し、安全対策庁ちようを新設した。対テリオンの特とく殊しゆ部隊も擁ようしているが、うまく機能しているとは言い難い。末まつ端たんのテリオンを時とき折おり倒すことが出来る程度で、効果的に敵を殲せん滅めつすることも、本ほん拠きよ地ちを突き止めることも出来ていない。

　各地に出しゆつ没ぼつするテリオンによって、毎年数百人程てい度どの犠ぎ牲せい者が出ていた。交通事故の死亡者数をはるかに下回っているものの、「未知の生物に襲しゆう撃げきされる」ことによる恐怖と苦痛は深刻だった。

　世論に後押しされる形で、安全対策庁は様々なルートを使って集めた情報を分ぶん析せき、テリオンの出没地域を推定し、毎月の初めにそれを発表するようになった。

「危険地域」は最近テリオンによる殺さつ傷しよう事件が発生し、そのままテリオンが潜せん伏ぷくしていると推定される市区町村を指し、「準じゆん危険地域」は「危険地域」に隣りん接せつしているか、テリオンの目もく撃げき情報があった市区町村を指している。

　幸いこの発表の精せい度どは比較的高く、これらの地域から離れて生活することが一般の人間にとって数少ない自じ衛えい手段となっていた。




（テリオン、か……）

　と、拓たく也やは思った。そういえば、あの彼女が持っている武器はテリオンが持っているという武器に似ていなかっただろうか。黒い金属のようなもので出来ていて、刀とう身しんには何かおかしな模も様ようがあったような気がする。

「どうかしたの？　なんか顔が普段と違うよ？」

　と、礼れ菜なが拓也のお茶をいれながら言った。

「…………なんでもない」

　自分に言い聞かせるように拓也はつぶやいた。多分、なにかの見み間ま違ちがいだろう。

「ほんとかなー。拓たくちゃん、ちょっと変わってるからね。外でなにしてるか心配だよ」

　礼菜に言われたくなかったが、当たっている部分もある気がした。あんな風ふうに武器を振っている人間を見れば、普通はもっと驚くだろうし、その場から逃げ出してもおかしくない。

「……変な人に会っても変だって気が付かなさそう」

　拓也はどきっとした。

　その時、テレビのニュースが耳に入ってきた。「危険地域」の発表に引き続いて、テリオン関連のニュースをキャスターが読み上げていた。

『先週、神か奈な川がわ県川かわ崎さき市しで発生した、ＳＥＴ──特別排はい除じよ部隊とオフリス・ペインキラーと見られるテリオンとの銃じゆう撃げき戦の際、歩行者が巻きこまれた事件について、安全対策庁ちようは定てい例れい記者会見で、遺い族ぞくへの補ほ償しようと今後の対策について発表しました』

「……あっ」

　拓也は思わず声を上げる。

（オフリスじゃなさそうね）

　あの昨日の少女の言葉が頭によみがえった。

　オフリス・ペインキラー──「ここ数年で最も凶きよう悪あくなテリオン」だった。

　半年ほど前から、全身が爆発したような無む惨ざんな死体が各地で見つかるようになった。殺害方法は分からないが、犠ぎ牲せい者は例外なく若い女性だった。目もく撃げき情報や遺い留りゆう品から「オフリス・ペインキラー」というテリオンの仕し業わざとされていた。

　オフリスの特とく殊しゆ能力は「人間に化けること」だ。他のテリオンは一種類しか人間の姿を持たない。しかし、このテリオンは例外的に特殊な変へん身しん能力を持っていた。どんな人間にでも化けられる。

　オフリスとは雌めす蜂ばちに「擬ぎ態たい」した花を咲かせることで雄おす蜂ばちを呼び、受じゆ粉ふんする花の名前だった。このテリオンは植物に似た肉体組織を持ち、人間を殺すために人間に「擬態」している。それにちなんでそう名付けられているらしい。

　安全対策庁ちようも警察も総力を挙げてこのテリオンを追っていたが、この能力のために捜査は難なん航こうし、分かっているだけでも既に二十人近い女性が犠ぎ牲せいになっている。

　先週、ようやく安全対策庁が持つ対テリオンの特とく殊しゆ部隊がオフリスに遭そう遇ぐうした──しかし、結局難なんなく逃げられた上に、流れ弾だまで通行人に死傷者が出てしまい、マスコミから批判を浴びていた。

　その名前をあの子が口にした。

（……何かテリオンに関係があるのかも）

　拓たく也やは湯ゆ吞のみに手を付けずに考えこんでいた──ふと目を上げると、礼れ菜なが拓也の顔をじろじろと眺ながめている。

「拓たくちゃん、ほんとはなんかあったんじゃないの？……昨日の夜」

　拓也は表情を変えないように苦労した。礼菜は妙みようなところで鋭いところがある。

「……なんでもないよ」

「ウソだね！　あたしには分かるんだから！　拓ちゃんのくせにあたしに隠かくし事なんて」

　その時、遠くから軽めのエンジン音が近づいてきた。

「……今日は早く来たな」

　和かず男おはたんすの上にある置き時計を見上げながら言った。

「あ、バッグ部屋に置いたままだった。ちょっと待ってて」

　礼菜は立ち上がって二階へ駆け上がっていく。拓也は胸を撫なで下ろした。

　エンジン音は篠しの宮みや家けの前まで近づいてきて止まった。拓也は立ち上がって庭に面した障しよう子じとガラス窓を開け放った。




　背の高い少年が、傷だらけのスクーターを押して篠宮家の庭に入ってくる。着ているのは拓也と同じ制服だった。跳ね上がった明るい色の髪と筋肉質の日焼けした体は、どう見ても山より海が似に合あう。

「よう、拓也」

　と、彼は白い歯を見せて笑った。名前は東とう堂どう友とも典のり。礼菜と拓也の幼なじみだった。

「あー、そこのサーファー。ここは海の家じゃないんだけど」

　拓也がそう言うと、友典はくるりと振り返った。

「だから俺はサーファーじゃねえって。色が黒いのはただの体質だっつーの」

「そうなんだ」

「まったく、人を見かけで判断すんなよ」

　ぶつぶつ言いながら、柿かきの木のそばにスクーターを停める。毎朝繰くり返される会話で、二人の挨あい拶さつ代わりのようなものだった。

「お前らもう出られるか？」

「俺は大丈夫だけど、礼れ菜ながまだ」

　不意に拓たく也やの後ろから和かず男おが顔を覗のぞかせた。友とも典のりが途と端たんにきちんと頭を下げた。

「おはようございます。すいませんけど、今日もバイク置かせてもらいます」

　和男は苦にが笑わらいを浮かべて顎あごを撫なでた。

「別に断らんでもいいさ。毎日のことだ」

　礼菜たち三人が通う東とう堂どう学園は篠しの宮みや家のすぐそばにある。東堂学園はバイク通学が禁止されているので、友典は毎朝スクーターでこの家まで来て、礼奈たちと歩いて登校するのが日課になっていた。

「いつも思うんだけど、学校まで乗っていってもお前は大丈夫じゃないのか？」

　拓也がそう言うと、友典は唇くちびるを尖とがらせた。

「学校でそんな特別扱あつかいされたくねえんだよ」

　友典の名みよう字じと学校の名前が同じなのは偶然ではない。私立東堂学園は友典の父・剛たけ広ひろが五年前に設立し、今も理事長を務めている。そのせいで特別扱いされるのが嫌なのか、もともとの育ちのせいなのか、友典は周囲への人当たりがいいし、誰に対しても如じよ才さいがない。何となく自分ルールで行動している拓也とはまるで違っていた。

「あ、そうだ。篠宮のおじさん」

　と、友典が言う。窓から離れようとしていた和男が振り返った。

「今け朝さ診しん療りよう所じよの前通りかかったら、世せ津つ子こおばさんに会ったんですけど」

　診療所、というのは古こ滝たき駅のそばにある東堂診療所だった。昔はこの町にある唯ゆい一いつの病院で、友典の祖そ父ふが運営していた。それを友典の叔お母ばの世津子が受け継いだのだった。拓也と礼菜も子供の頃から親しくしている。

「ちょっと話あるから、今日の午後この家にお邪じや魔ましたいって言ってました」

「世津子ちゃんが？」

　和男は首をひねる。「世津子ちゃん」と言ってももう三十代半はかばなのだが。

「……何の用事かね」

「俺はよく分からないですけどね。伝えてって言われただけだから」

「そうか。じゃあ、今日は出かけないでおくさ」

（なんだろう）

　かすかに拓也の胸がざわめいた。

　そこへ階段を駆け下りる足音が響ひびいてきた。一度台だい所どころに飛びこんで何かしていたかと思うと、紺こんのスポーツバッグのストラップを摑つかんだ礼菜が居間に飛びこんできた。

「おはよう友典くん！　待った？」

　と、礼菜が陽気に挨あい拶さつする。

「いやいや。今来たとこだけど……って礼れ菜な、バックでかくないか？」

　普段持っているバッグよりもだいぶ大きい。小こ柄がらな礼菜の体が振り回されそうだった。なぜか礼菜はにやりと笑った。

「これはお昼のお楽しみ。じゃあ行こう！」

　礼菜は玄関へ向かう。拓たく也やもその後を追った。
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　拓也たち三人は線路沿ぞいの道を歩いている。一応、学校への通学路なのだが、生徒たちの姿はまばらだった。

　東とう堂どう学園の生徒の多くがキャンパスの中にある学生寮りように住んでいる。後は町の北側に林りん立りつしているマンションからバスで通っている生徒も多い。拓也たちのように近所から徒と歩ほで通学する生徒はあまりいなかった。

「そういえば、今け朝さの発表見たか？　安全指し数すうの」

　と、友とも典のりが言った。

「見たよ。『安全地域ブルー』だったね、ここ。なんかホントに運いいよね。テリオンが避けてるみたいな」

　礼菜が答えると、友典はため息をついた。

「また親父おやじのホテルも忙しくなりそうだな……っていうかもう客が増え始めてるみたいだけど」

　彼の父親は古こ滝たき駅の目の前で「ホテル東堂」という大きなホテルも経営している。

　毎月、安全指数の発表の後は全国でちょっとした住民の移動が起こる。新しく指定された準じゆん危険地域や危険地域の住民の一部が、安全地域に引っ越そうとするのだ。この十年、ずっと安全地域であり続けている古滝市はその格かつ好こうの行き先だった。

　特に不安を抑え切れない人々は、新居が決まる前にとにかく町を出てしまう。そうなると、彼らの当面の仮住まいは、ホテル東堂のような宿泊施し設せつということになる。

「えー、お客さんがもう増えてるってどういうこと？　発表されたのさっきなのに」

　と、礼菜が言った。

「最近はなんか発表前に内容が洩もれるらしくてさ、何日か前からもうホテルに来るんだよ。今朝もとりあえず学校帰りに直接来ましたって感じの制服着きた女の子とか、着替えも持ってないスーツのサラリーマンがぞろぞろロビーにいたな……今日からもっと増えるんだぜ多分」

　そうやってこの町へ来た人々は、ホテルや旅館に泊まりながら不ふ動どう産さん会社と手続きを済ませた後、この町の北側に建っている新築マンションに入居するというパターンが多い。こうして、この町の人口はまた増えていくのだった。

「またうちの親父に金が入ってくわけだよ」

　友とも典のりの顔にふっと翳かげりが差した。

「……お前、またホテルに泊まってるのか？」

　と、拓たく也やが言った。友典は軽く肩をすくめる。

「ここんとこ親父おやじが家にずっといてさ。あんまり顔合わせたくないんだ」

　誰に対しても人当たりのいい友典だが、父親とだけはずっと折り合いが悪かった。早くに母親を亡くしたことも関係しているのかもしれない。小学生の頃は拓也の家や叔お母ばの世せ津つ子この家によく泊まっていたが、今はホテル東堂の空あき部屋で寝泊まりすることが多かった。

　その時、三人の横を真っ白いスポーツカーが走っていく。車しや高こうが異い様ように低く、尖とがったフロントグリルが特徴的な有名な海外メーカーの車だった。

　ドライバーまでははっきり確認出来なかったが、このあたりでそんな車に乗っているのは彼らの知る限りでは一人しかいなかった。

「……父とうさん」

　と、友典は言った。通りすぎていったのは、友典の父親の車だった。

「友典くんのお父さんって運転手つきの車使つかわないんだね」

　礼れ菜なは遠ざかっていく車を見送った。

「車が趣味だからじゃないかな。他人には絶対さわらせないんだよ」

「あれ、うちの学校に行くんだよな？」

　と、拓也は言った。

「うちの学校って車で入れたっけ？」

「裏門があるだろ。あそこは車の出入りが出来るんだよ。理事長専せん用ようのカード一枚で、他はなんのチェックもなしで通れるんだよ」

「うわ。ズルいねー」

　礼菜が言うと、友典は苦く笑しようした。

　友典の父親の東とう堂どう剛たけ広ひろは、古こ滝たき市に本社を持つ総そう合ごう不動産会社の経営者だった。

　テリオンの出現以い降こう、彼の会社は古滝市周しゆう辺へんの「安全地帯」で、マンションの開発・建築・分ぶん譲じようを一いつ手てに引き受けていた。彼の建てた分譲マンションはどれも市場価か格かくより高額だったが、不安に駆られた人々は先を争って買い求めた。その利益で彼は様々な事業──ホテル経営や学校経営、対テリオン専門の警けい備び会社の経営など──に乗り出していた。

　その事業のほとんどがテリオンに対する人々の恐怖心に付けこんだもので、どこまで実効性があるのか疑われている。警備会社に至ってはテリオンと戦える武器があるわけでもなく、顧こ客きやくと一緒に「逃げる」程度のことしか出来なかった。

　剛広は「テリオンで金を稼かせぐ男」という陰口を叩たたかれていた。

　多忙なせいか自宅にはあまり帰らないらしく、拓也もほとんど顔を合わせたことがない。態度も身なりも派は手ででやたらと小こ遣づかいをくれる人物という印いん象しようぐらいしかなかった。




　三人は分かれ道を折れて線路から離れる。右手に高いコンクリート塀べいが現れた。侵しん入にゆう者しやを防ぐように反り返った塀の一番上にはロール状の鉄てつ条じよう網もうが張られ、数十メートル置きに設置された防犯カメラが首を振りながら道路を見下ろしている。

　しばらく進むと、制服のガードマンが警備する大きな「正門」が現れた。「正門」の入り口は並列する金属製の扉から成り立っている。それぞれの扉の前に三人と同じ制服を着た生徒たちが並んで、一人ずつ中へ入っていく。

　拓たく也やたちもそれぞれ扉の前に並ぶ。自分の番を待ちながら、制服のポケットを探ってＩＤカードを取り出した。これがないと中には入れない。

　扉には小さな画面とテンキーのついた端たん末まつがある。まず、ＩＤカードをカードリーダーに押しつけると、指し紋もん照合装置の電源が入る。次に指紋センサーに自分の人差し指を差しこむ。最後にセンサーの横にある端末で、一人一人違うナンバーを入力する。

　三重のセキュリティ・システムをクリアすると、ようやく扉が中へ向かって開く。拓也が通り抜けると同時に扉は音を立てて再び閉まった。

　中に入った拓也は、立ち止まってほっと安あん堵どの息を洩もらした。グラウンドの向こうに五階建ての建物がある。大時計を確認すると、ホームルームにはまだ時間があった。

「毎朝だけど面めん倒どうくさいよね。なんかどっかの基地みたい」

　同じく入り口を通り抜けてきた礼れ菜なが言った。

　拓也は曖あい昧まいにうなずいた。確かに外から見ると異い様ような場所だ。ただ、中に入ると普通の学校とあまり変わりがない。

　テリオンを初めとする「他者」の侵入を阻そ止しするために、過か剰じようなまでのセキュリティ・システムを備えた最も「安全」な学校──それが拓也たちの通う私立東とう堂どう学園だった。

　子供だけでも安全な土地に避ひ難なんさせたいと願う親はいくらでもいる。「危険地帯」からの入学希望者は後を絶たなかった。

　拓也や礼菜のような地元からの進学者の大たい半はんは、「家に近い」という理由だけでこの学校を受験していた。急速に人口が増えたこの地域では、通える学校の選択肢しは限られていた。




　拓也たちは昇降口に入って二年生の靴箱へ向かう。一年生の時は三人とも同じクラスだったが、今年は礼菜だけが別のクラスになっていた。

　学校に入ると礼菜の姿は途と端たんに目立った。彼女は全ぜん然ぜん意識している様よう子すはないが、何人かの男子生徒が立ち止まって見送っている。

　要よう領りようがいいのか、礼菜の成績はいつも上位だった。しかも今年に入ってから生徒会の副会長まで務めている。端はたから見れば元気で優等生の美少女なので、人気があるのも分からなくはない。元気と呼ぶにはちょっと気が強すぎると思っていたが、さすがにそのことはあまり大っぴらに言わなかった。

「拓たくちゃん？」

　いきなり礼れ菜なの顔がすぐ目の前に現れた。体を傾けて下から拓たく也やの顔を見上げていた。

「な、なんだよ」

「今日、お昼ご飯一緒に食べようよ」

「なんで？」

「お弁当作ったから」

　礼菜は肩にかけた大きめのスポーツバッグを振った。どうやら中には弁当が入っていたらしい。

「弁当なんか作ってたっけ？」

「早く起きてヒマだったから、作ってみました」

「そう……」

　礼菜は家事好きだが、料理の出来には当たり外れが大きい。作ったことのない料理にいきなり挑ちよう戦せんする癖くせがあるからだ。かといって食べ物をそう簡単に捨てたがらないので、失敗作の処理は拓也に回ってくることが多い。

（大丈夫かな……）

　とりあえず味あじ見みをさせてくれ、と言うわけには行かない。とにかく避けておくのが賢けん明めいな気がした。

「あー、悪い。今日は友とも典のりと古こ滝たき亭ていのラーメン食いにいく約束……」

「は？　なんか言った？」

　礼菜の目が途と端たんに鋭くなる。友典が二人の間に割って入った。

「拓也、せっかく作ってくれたんだから食えばいいじゃないか」

「大丈夫。友典くんが食べる分もちゃんとあるよ」

「そうか。じゃあ、みんなで一緒に食べよう」

　友典は引きつったように笑った。もう逃げられない。拓也はしぶしぶうなずいた。

「分かった」

「うん。じゃあお昼ね。あたし、生徒会室に用事あるから」

「俺、行かなくていいのか？」

　と、友典が訊きいた。礼菜に強ごう引いんに誘われて、友典も生徒会で書しよ記きをやっている。

「ううん。あたし一人で大丈夫。それじゃ！」

　礼菜は手を振りながら走り去っていった。

「……余よ計けいなこと言うなよ」

　拓也がつぶやくと、友典は首を振った。友典も礼菜の料理の腕はよく知っている。昔から拓也と二人で失敗作を食べさせられてきたからだ。

「こういう時はおとなしく食べるもんだろ。諦あきらめようぜ」

　拓たく也やはため息をついた。

　三人は子供の頃からいつも一緒に行動しているが、関係は昔から変わらない。強ごう引いんに他人を巻きこもうとする礼れ菜な、自分のペースを守ろうとする拓也、そして友とも典のりが大人おとなの態度でいつもフォローしていた。

　二人は教室に向かって歩き出した。




　階段を上がりきった拓也たちは「２─Ｂ」の教室に入る。友典はさっそく黒板の前で何か熱心に話しこんでいる四、五人の輪に愛あい想そよく割りこんでいった。寮りよう生せいの間で恋れん愛あい話らしい。こういう関係になっている、というのを女の子の一人が図ず解かいして説明していた。通り過ぎながらちらっと覗のぞきこむと、三角関係らしかった。

　二年Ｂ組の生徒のうち、半分が学生寮に住んでいる。もともと「危険地域」からやって来た連れん中ちゆうだ。親元からも離れているし、精神的に不安定になりやすいのかもしれない。別れた・別れないでモメるのはしょっちゅうだった。

　拓也もクラスメート──主に男子と適当に挨あい拶さつを交わしながら、窓まど際ぎわの真ん中あたりの席に座った。後ろの席に座っている生徒から、日本史の小テストの範はん囲いを聞かれた。拓也の成績はいつも中の中ぐらいだが、居眠りだけはしないのでノートはそこそこ正確に取っている。机の中に入れっぱなしにしているノートを渡しながら、ふと自分の机の位置が昨日より前寄りになっていることに気付いた。

「……ん？」

　振り返ると列の一番後ろに真新しい机が一つ追加されている。

「何あれ？」

　と、後ろのクラスメートに尋たずねると、

「うちのクラスに転校生だってよ」

「転校生？」

　もっと詳しく尋ねようとしたところへ、拓也の前の席に友典がどんと座って話が中断された。

「色々ゴタゴタしてるんだな、寮の連れん中ちゆうも」

　拓也は黙っていた。自分には全ぜん然ぜん関係がない話だからだ。

「恋愛以外に話すことないのかな……俺にはよく分からん」

　吐き捨てるように友典はつぶやいた。拓也は驚いて相手を見る。急に老ろう成せいしたような、大人おとなびた顔つきになっていた。

「お前、わざわざ話聞きに行ってたじゃないか」

「ああいうところで愛想よくしとかないと、なんか上から見下ろしてるみたいだろ。だからだよ」

「そこまで気にしなくてもいいんじゃないのか？」

　と、拓たく也やは言った。そういうことを気にする発想自じ体たいがなかった。

「聞きたくないことまで聞きに行くことねーだろ」

　友とも典のりはちらっと周囲を見て、ますます声を低めて言った。

「俺は小しよう心しん者ものだから、そこまで割り切れないの」

「でも……」

　拓也が言いかけると、友典はそれを遮さえぎった。

「お前、自分じゃ意識してないと思うけど、相手がどういう人間か自分の目で判断してるだろ。でも、そうじゃないヤツも中にはいてさ。理事長の息子むすこなんかやってると、そういうの嫌でも色々分かるんだよ。人の見てないところで色々言うヤツもいるし、そういうの嬉うれしそうに報告してくるヤツもいる。だから、どうしても周りに気を遣つかいたくなる」

　拓也は何も言えなくなった。「小心者」と言っていたが、それも友典の気き遣づかいの一部なのだろう。友典と自分では立場が違う。日々のんびり過ごしている拓也には見えないものが見えているのかもしれない。

　友典は話を打ち切るように大きく伸びをする。その後はもう普段の友典に戻っていた。

「お前は誰か好きな女の子いねーの？　お前の恋愛にはちょっと興味あるな」

「今は別に……」

「なんか気になるとかそういうのもか？」

　ふと、拓也は昨日の晩出会った女の子のことを思い出した。気になる女の子というと他に思いつかない。もう一回会って話がしたいのは確かだった。

「それなら……一応……ちょっと話しただけなんだけど」

「この学校の生徒？」

「名前も学校も住んでる場所も知らない。会った場所にはもう来ないって」

「なんだそれ。じゃ、もう会えないってことか？」

「多分そう……」

　拓也は何となくグラウンドに視線を移し──。

　身動きが出来なくなった。

　グラウンドの真ん中に、半はん袖そでのセーラー服を着た少女が立っている。長い髪にもその顔にも見覚えがあった。校舎へ向かう人の流れの中で、ただ一人違う制服を着て、ただ一人歩みを止めて、拓也のいる窓を見上げていた。

　あの剣けんを持ったの女の子だった。
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　久く慈じ日ひ向な子こ




　黒板に書かれた名前を背中に、二年Ｂ組の担たん任にんとセーラー服の少女が並んで立っていた。担任は五十代の数学教師で、淡たん々たんと転校生について説明している。

「久慈さんは最近引っ越してきたそうだ。慣れないことも多いと思うので、色々教えてあげてほしい」

「……ん、あれ」

　前の席の友とも典のりがつぶやいた。

「どうしたんだ？」

　拓たく也やが尋たずねると、椅い子すを後ろに傾けて顔をねじ曲げた。

「あれ、二、三日前からうちのホテルに泊まってる客だわ」

「ほんとか？」

「間違いないな。きっとどっかから急いで逃げてきたんだろ」

　拓也は日向子を見つめる。彼女はどこか近寄りがたいオーラを発しながら、彫ちよう像ぞうのように佇たたずんでいる。

「それじゃ、君の方からも一言」

　と、担任が言った。「よろしくお願いします」とか、その程度の挨あい拶さつを言わせたかっただけだろうし、おそらく教室にいた誰もがそれを待っていた。しかし、彼女は不ふ審しんげに教師を見上げるだけだった。

「いや、何か言いたいことがあれば」

　日向子は目を伏せて考えこんだ。長い睫まつ毛げが目元に小さな影を作った。やっぱりきれいだな、と感心していると、彼女はつと顔を上げる。

　燃えるような目でこちらを見つめていた。

「お前に話がある」

　彼女ははっきりと拓也に向かって言った。




　ホームルームが終わった途と端たん、拓也は日向子に腕を摑つかまれて廊下へ連れ出された。

「前に立って歩いて。どこか人のいないところへ」

　と、肩越しに声をかけられた。

「話ってどういう……」

「いいから早く」

　この近くで人のいないところ、というと、屋上へ通じる階段ぐらいしか思いつかなかった。首くび筋すじにちりちりするような視線を浴びながら、拓たく也やは仕方なく歩き始めた。

　否いや応おうなしに拓也の心臓が高鳴る。大事な話なのは間違いなさそうだった。ひょっとすると昨日の話の続きかもしれない。

　教室を移動する生徒たちとすれ違い、拓也たちは階段まで着いた。踊り場まで上がって、下の階からは見えないところまで来たところで、拓也は振り返った。

「それで話って……」

　拓也は絶ぜつ句くした。いつのまにか日ひ向な子こはスカートをまくり上げている。すらりと伸びた白い脚あしが太ふと股ももまで見えていた。

「うわっ、ちょっと」

　慌あわてて目をそらすのと、じっと目を凝こらすのを同時にやろうとして拓也は苦しんだ──が、見えていたのは素す足あしだけではなかった。右脚の付け根に革のバンドを巻いていて、そこに昨さく晩ばん振っていた黒い短たん剣けんを吊つっていた。
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　日ひ向な子こは剣けんを抜き、刃は先さきを拓たく也やの喉のど元もとにぴしりと突きつけた。

「え……」

　彼は信じられない思いでそのうねった刃やいばを見下ろした。

「お前は誰？」

　と、鋭く日向子は尋たずねる。拓也はようやく相手が自分にどういう感情を抱いているかはっきり悟さとった──敵意だ。

「や、だから……えー、篠しの宮みや拓也」

「わたしを馬鹿にするな。どうしてここにいるの？」

「ど、どうしてって……この学校に通ってるんだよ」

「どうして私の行くところに現れるの？」

「それは、まあ…………偶然？」

　彼女はさらに短剣を前に突き出した。喉のど仏ぼとけにちくりと尖とがったものが食いこむ。拓也は唾つばを吞みこむのをどうにかこらえた。

「本当のことを話せ」

　押し殺した声で彼女は言った。

「あれからまだ半日も経たっていない。二度も私の前に現れるのは理由があるはずよ」

　日向子は武器を構えたまま拓也の答えを待った。彼は彼女の顔と武器と交互に見比べる。最初の驚きが通りすぎると、さすがにだんだん腹が立ってきた。

「……あの」

　それでも相手を刺し激げきしないように、拓也はなるべく穏おだやかに言った。

「どっちかっていうとそっちが俺の行くところに現れてると思うんだけど？　昨日きのう君がいたのはうちの土地。転校してきたのもうちのクラスだろ」

　沈ちん黙もくが流れた。かすかに日向子の頰ほおが赤くなった。自分の間違いに気付いて恥ずかしくなったのか、言い返されてますます腹を立てたのかどちらなのか分からなかった。

「……壁に手をついて」

　事務的に彼女は命令した。

「はあ？」

「早く」

　拓也はしぶしぶ体の向きを変えると、踊り場の壁に手をつく。日向子の方を振り向こうとした瞬間、うなじに冷たい刃が押し当てられた。

「い……」

「動くな」

　短剣を持っていない方の手が、いきなり拓也の白いシャツをまくり上げた。

「ちょ……何すんだよ！」

　拓たく也やはもじもじと背中を動かしたが、彼女はお構いなしにその下のＴシャツも首くび筋すじまでまくった。

　沈ちん黙もく。日ひ向な子こは裸はだかの背中をじっと観察しているらしい──他の人に見られたらどう思われるだろう、と拓也はぼんやり思った。

　やがて、彼女がすっと拓也から離れた。

「もういい」

　シャツを元に戻しながら、拓也は振り返る。彼女は剣けんの切きっ先さきをだらりと下げて、少し気まずそうに目をそむけている。

「勘かん違ちがいだった。謝るわ」

　拓也は辛しん抱ぼう強く話の続きを待ったが、彼女は無言のままだった。

「あの……どういうことなのか、説明してほしいんだけど」

　と、拓也は言った。ここまでされて「勘違い」だけでは納なつ得とくが行かない。彼女は迷っていたが、やがて言葉を選ぶように口を開いた。

「今、君がオフリスかどうか確かめた。オフリスの人間への『擬ぎ態たい』は完かん璧ぺきだけど、受けた傷やもともとある傷きず跡あとを消すことだけは出来ない。あのテリオンの背中には大きな傷がある……だから背中を」

「ごめん。ちょっと待って」

　拓也は慌あわてて日向子の言葉を遮さえぎった。予想もしていなかった話に戸と惑まどっていた。

「オフリスってオフリス・ペインキラー？」

　彼女はうなずいた。そしてちらりとあたりを確認し、一いつ層そう声を低くして言った。

「わたしはオフリスを追っている……倒すために」

「……倒す」

　拓也は思わず口の中でつぶやいた。

「あの……警察とか特とく殊しゆ部隊とか自衛隊の人……じゃないよな」

　彼女は首を横に振った。こんな女の子の警官や隊員や自衛官がいるはずない。

「そういう公おおやけの組織とは違う。わたしは……わたしたちは陰でテリオンと戦っている」

　拓也は呆あつ気けに取られた。秘ひ密みつ裡りにテリオンと戦う者の存在など聞いたこともない。

　拓也は一歩引いてまじまじと彼女の全身を見つめた。右足のふくらはぎに巻かれている白い包ほう帯たいが目に付いた。

「それは？」

「先月、オフリスと戦った時の傷」

　こともなげに彼女は言った。

「……戦ったって、どうやって？」

　彼女は例の短剣を拓也の顔の高さまで上げた。

「これはテリオンたちが使っているのと同じ種類の武器……戦器オニクスって呼ばれてる……詳しく説明出来ないけど、わたしたちはこれを使って戦ってる」

　拓たく也やはまじまじと短たん剣けんを見つめた。うねった刀とう身しんの長さはせいぜい三十センチ程度。こんな武器で、彼女のような女の子がテリオンと戦えるとはとても思えなかった。

「ちょっと、持たせてもらっていいか？」

　一瞬、日ひ向な子こはためらって、首を振った。

「やめた方がいい。わたしのこの戦器オニクス……百視剣アルゴスガノンなら、多少さわっても大丈夫だと思うけど、それでも普通の人間にはいい影えい響きようがない。種類によっては本当に……触れただけで命を落とすような危険なものもある」

　なにか嫌なことを思い出したのか、日向子の肩がかすかに震えた。彼女は短剣をスカートの中に収めてしまう。拓也は慌あわてて目を背けた。

「今話したこと、信じる？」

　と、日向子はどこか投げやりに言った。

　拓たくちゃんはちょっと変わってるから、という礼れ菜なの言葉が頭をよぎった。常識で考えれば、信じる方がどうかしているかもしれない。しかし、

「……うん、信じるよ」

　と、拓也は言った。

「……本当に？」

　日向子は目を瞠みはっている。どうやらただ事実を伝えただけで、拓也が信じるとは期待していないらしかったらしい。

「昨日のことは誰にも話してない。これからも話さないと思う。ただ、やっぱりもう少し詳しく話してもらった方が……」

「それは出来ない。わたしたちについて知りすぎると、それが理由でテリオンに狙われるかもしれない。もうこの学校にオフリスが潜もぐりこんでいる可能性があるから」

「えっ。そうなのか？」

　驚いて拓也が聞き返すと、彼女は戸と惑まどったようだった。

「噂うわさぐらいは聞くでしょう？　この学校で誰かがオフリスを見たとか、誰かが行方ゆくえ不明になってるとか」

「いや、聞いたことないけど」

　拓也は首を振った。

「ここ、危険地域から逃げてくるためにあるような学校だし。せいぜい、うちの裏山で変な人ひと影かげを見たって話ぐらいかな。でも、あれって結局君きみのことだっただろ。あんな話でみんな真剣になるぐらい、平和なところだけど」

　日向子は絶ぜつ句くした様よう子すだった。

「……本当？」

「うん。納なつ得とく行かなかったら、他の奴やつにも聞いてみれば？　この学校どころか、この町でテリオンなんか一度も出たことないんじゃないかな」

　彼女はしばらく呆ぼう然ぜんとしていた──拓たく也やにはどうして驚いているのか分からなかったが、やがて彼女はため息混まじりにつぶやいた。

「………………だまされた」




　四時限目が終わった。

　拓也と礼れ菜なと友とも典のりは三人で外へ出て、体育館の方へ向かった。

　東とう堂どう学園の生徒たちの憩いこいの場として、一番人にん気きがあるのは体育館のそばにあるカフェテリアだった。建物自体はプレハブに毛が生はえたような安っぽい造りだったが、学生食堂にはないケーキやパスタなどのメニューが充実している。そのせいか女子生徒に人気があった。

　テーブルの半分は屋根のないオープン席になっている。拓也たちはドリンクだけ店内のカウンターで買って、外にある一番端はしのテーブルにやってきた。

「よいしょっ」

　礼菜は明らかにパーティ用の巨大なランチボックスをテーブルの上に置いた。礼菜は胸を張って腰を下ろした拓也と友典を見下ろした。

「じゃあ、開けるよ」

　拓也たちが息を詰めて見守る中、礼菜は蓋ふたを開けた。

「あ」

　色々な具の挟まったベーグルサンドがびっしり詰まっている。拓也はほっとした。どうやら失敗作ではなさそうだった。

「美う味まそうだな……」

　と、友典も言った。

「……なんで二人ともほっとした顔してんの？」

「いや、なんでもない」

　拓也たちは同時に首を振った。

「あたしのオゴリだからありがたく食べなさい」

「うん……でも、なんか量多くないか？」

　友典がおずおずと口をはさんだ。明らかに三人分でも多すぎる。多分、作りすぎたのだろう。

「平気だよ。二人が頑がん張ばって食べれば……あ、死んでも残しちゃダメだからね！」

　拓也は無言で一番上の鳥の胸むね肉にくとレタスのサンドを手に取った。その下の段にもまだベーグルが見える。味に問題がなくても量に問題があった。

「そういえば、さっき拓たくちゃんたちの教室に行った時、なんかヘンじゃなかった？」

　礼れ菜なはクリームチーズのベーグルサンドを一口かじってから言った。

「なんか拓たくちゃんが妙みように注目されてたっていうか、観察されてたっていうか……あたしの気のせい？　あ、気のせいだよね。だって拓ちゃんがそんな……」

「勝手に納なつ得とくすんな」

　拓たく也やはむっとすると、友とも典のりが意味ありげに笑った。

「そうそう。今日うちのクラスは『拓也の日』みたいなもんだから」

「どんな日だよ」

　と、拓也は言った。




　クラスメイトたちは、拓也がきれいな転校生に突然名な指ざしで指名されて、引っ張られていったところまでしか知らない。日ひ向な子こはその後の休み時間になると教室から一人出て行ってしまうので、拓也一人が質問攻ぜめにあった。しかし、日向子が一体誰だれなのか、一体何を話していたのか、いくら訊きかれても答えなかった──というより、答えられなかった。

　結局、噂うわさばかりが一人歩きして、とりあえず日向子は「拓也をどこかから追ってきた昔の彼女」ということで落ち着いてしまっていた。

「……で、結局のところどうなんだよ」

　と、友典が言った。

「俺らには話せるだろ？　ガキの頃からの付き合いだし、この三人の間で秘密はナシだろ？」

　拓也は黙っていた。「テリオンと戦っていると主張する謎なぞの女の子と知り合った」などと話せるわけがない。

「そういえば、今け朝さの拓ちゃんなんかヘンだった……昨日の夜、なんかあったのって訊いたらウソついたし」

　礼菜は目を細めてこちらをじっと見つめている。この二人の追及から逃れることは出来ないと思った。一言も説明しないとかえって妙みような誤ご解かいをされてしまう。

「……昨日の晩、山に行ったら会ったんだよ。それでちょっと話しただけ。転校してくるてことも聞いてなかったし、向こうも言わなかったからお互いにびっくりして……」

「あれ。それだけにしちゃおかしいな。じゃあ、今朝なんで二人で手ェ繫つないで教室から出てったんだ？」

　友典が笑顔で言うと、礼菜はぎょっとしたように目を瞠みはった。

「て、手繫いでた……？」

　拓也は慌あわてて首を振った。手を繫いだ覚えなんか全然ない。

「ち、違っ……お前、ひょっとしてワザと言ってんだろ？」

「でも、なんか大事な話があったのは確かだよな？」

　大事な話──武器を突きつけられて、服をまくられている自分の情なさけない姿が頭に浮かんだ。

「た、大した話はしなかったけど……」

　目を泳がせながら言うと、礼れ菜ながばんとテーブルを叩たたいた。なぜか頰ほおが赤く染まっている。

「今のはウソついてる目だ！　あたしには分かるんだから！　ちゃんと言いなさいよ、いやらしい！」

「いやらしいってなんか勘かん違ちがいしてるだろ、お前」

「あ、二人ともちょっと」

　突然、友とも典のりが二人の間に割って入った。

「……あそこ見ろよ」

　と、カフェテリアのそばの小さな池を指さす。池、と言っても生物部が両りよう生せい類るいを飼うためのプールのようなものだが、きちんと赤レンガで囲われて、周りには植木も立っているせいか見た目も悪くない。

　その池の縁ふちにちょうど噂うわさになっていた日ひ向な子こが佇たたずんでいた。こちらに横顔を向けて、携帯で誰かと話している。

「あれが例の転校生」

　友典が礼菜に言った。礼菜はぽかんと口を開けていたが、

「……きれいな人、だね」

　と、ぽつりとつぶやいた。確かに立っているだけでも絵になった。
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　しばらくの間、三人は無言で日ひ向な子こを眺ながめていた。

　ふと、拓たく也やは「だまされた」という朝の彼女の言葉を思い出した。その後は結局話はなしを聞けずじまいだった。

　彼はベーグルを手に持ったまま立ち上がった。

「拓たくちゃん、どうしたの？」

　と、礼れ菜なが言った。

「ちょっと話してくる」

　そう言い残して拓也は歩き出した。




　　　　２




「どういうことですか？」

　携帯に向かって日向子は言った。

『何の話？』

　少しかすれたようなハスキーな女性の声がそれに答える。

「オフリスが潜せん伏ぷくしている可能性がある場所を推定してほしい、と鮫さめ石いしさんにはお願いしましたよね？」

『うん、そうそう。今回はあたしが日向子のバックアップだから。情報を総合した結果、その古こ滝たき市の東とう堂どう学園を』

「この学校にはテリオンはいません。不安な人たちが少し噂うわさを流してる程度で……この町にはテリオンが一度も現れたことがないんですよ」

『そうかなー。でも、噂に信しん憑ぴよう性せいはなくても可能性はあるじゃない。オフリスの能力のこと、日向子だって知ってるでしょ？　うまく高校生に擬ぎ態たいして潜もぐりこんでるかもよ』

「信憑性がないなら、この学園にいると特定出来るわけがないでしょう？」

　日向子はむっとして言った。しかし、相手はそれでも動じなかった。

『んー、でも噂うわさだけを参考にしてるわけじゃないし。それにね、もうその町の安全指し数すうも格下げになるんじゃないかしら。今け朝さの発表はまだ見てないけど』

「なっていません。『安全地域ブルー』のままです」

『あらら』

　鮫石、と呼ばれた女の声に、わずかに笑いが混じった。

『まあ、公こう安あんの連れん中ちゆうも下した調しらべはしたと思うんだけど。ただ、私たちとの関係ももう順調じゃないから、向こうがくれる情報も精せい度どが高くないのよね。形の上では私たちは『情報を盗んでる非合法の組織』なんだし……とにかく、ちょっとこっちで調べてみるから、日向子はしばらくそこで待機して』

「……どういうつもりですか？」

　携帯を握りしめて日ひ向な子こは言った。

「わたしに何をしてほしいのか、はっきり言って下さい」

　沈ちん黙もくが流れる。電話の向こうからかすかに大おお勢ぜいの子供たちの声が聞こえた。楽しそうに遊んでいるらしい。バックアップ担当のメンバーは身元のカモフラージュのため、「組織」が別の仕事に就つかせると聞いたことがある。今、彼女はその職場にいるのだろう。

『あのね、日向子』

「はい」

『あんた、一人でオフリス・ペインキラーに勝てる自信がある？　先月だってもうちょっとで死ぬところだったじゃない？』

　今度は日向子が黙る番だった。確かに自信はまったくない。

「勝てる方法を考えます」

　やっとそれだけ言った。

　再び沈黙が流れる。かすかにライターの火打ち石の音が聞こえた。

『日向子ってさあ』

　鮫さめ石いしの声は少し不ふ明めい瞭りようになっていた。タバコを吸い始めたらしい。

『ほとんど学校に行ってないよね？』

「えっ？」

　彼女は思わず聞き返した。

「何の話ですか？」

『学校よ、学校。あたしが何度も行けって勧めたのに』

「他にすることがありますから」

『それは聞き飽きた。あたしはね、同じ年代の女の子と同じように、あんたにも普通の学校生活をエンジョイしてほしいの。分かる？　エンジョイ』

　エンジョイ。思わず口の中で繰り返してみた。生まれてから一度も使ったことがない言葉だった。

『今がそういう生活を送る最後のチャンスだと思うわけ。あたしがあんたにしてほしいことっていうのは、それなのよ。あんたにはしばらくのんびりしてほしい……それが元もと師し匠しようのあたしの希望。きっと楽しいわよ』

　ようやく日向子にも理解出来た。これは最後の休きゆう暇かだ。もう残された時間も少ない。その前にゆっくり休みなさい──そう言いたいのだ。

「結局、今オフリスはどこにいるんですか？」

『正直言うと、今は足取りを見失ってるの。情報が入ってこなくってね』

　さらっと鮫石は言う。日向子の体から力が抜けていった。

『オフリスについてはまだこっちで調べる必要がありそうでね。なんであいつが金色の戦器オニクスを持ってるのか、どうして若い女の子たちを殺してるのかも分からないし……それにあんたが見たっていう鳥のことも……』

　その時、携帯の向こうで子供たちの声が大きくなった。ケンカでも始めたのか、泣き声も混じっているようだ。鮫さめ石いしの関心がそっちへ向いた気配があった、

『とにかく、また連絡する。それまでは学校に毎日通かよいなさい。がんばって』

「あ、あの」

　日ひ向な子こは慌あわてて引き留めた。

「学校で何をしていればいいんですか？」

『友達を作って遊ぶのもいいし、ボーイフレンドを作ってもいいし、クラブに入ってもいいし……ま、お好きなように』

「あの、ちょっと……」

　好きにしなさいと言われても、鮫石が口にしたのは全て未経験のことばかりだ。しかし、もう電話は切れていた。日向子は携帯を手にしたまま、しばし呆ぼう然ぜんと立ちつくした。

　ぐう、とかすかに胃のあたりが鳴る。彼女は我に返った。そういえば昼食のことをすっかり忘れていた。どこかで食べた方がよさそうだった。

「久く慈じさん？」

　急に声をかけられて、飛び上がりそうになった。振り向くと篠しの宮みや拓たく也やで、彼女はほっと胸を撫なで下ろした。

　彼はなぜかラップに包まれたベーグルサンドを握りしめていた。一瞬、そこに視線が吸い寄せられそうになって、慌てて目をそらした。

「何か用？」

「大した用じゃないけど、ちょっと朝の話が気になったからさ」

「なにが？」

「『だまされた』ってなんのことかと思って」

　今け朝さ、自分の口にした言葉だと思い出すまでしばらく時間がかかった。

「……それを訊きくためにわざわざ来たの？」

　拓也は軽くうなずく。変わった人だと日向子は思った。

「君には関係のないことでしょう？」

「それはそうだけど……ちょっと心配になったんだよ」

　心配、という言葉に日向子は内心うろたえた。自分に向けられた言葉だとすぐには信じられなかった。

「結局、大丈夫だったのか？」

「……う、うん」

　日ひ向な子こは戸と惑まどいながら答えた。

「わたしに休暇を取らせるつもりだっただけみたい」

「は？……ま、大丈夫ならいいや」

　拓たく也やはそれ以上尋たずねようとしなかった。詮せん索さくしているわけではなく、本当にただ「心配」してくれただけらしい。不完全ながら正体を話したというのに、ごく自然に自分を気き遣づかってくれる人間に日向子は出会ったことがなかった。

　ふと、日向子は空を見上げる。オフリス・ペインキラーと戦った日のことを思い出した。あの日と同じようによく晴れた空だった。

　ほんの少し、ここで休むのもいいかもしれないと思った。どうせ数日の間だけだ。オフリスのことは気になるが、どこにいるのか分からなければ動きようがない。

「この近くに食事が出来るところはある？」

　日向子は拓也に尋ねた。

「俺らはあそこで弁当食ってたけど」

　彼はベーグルを持ったままの手で、木立の向こうにあるプレハブの建物を指さした。言われてみれば生徒たちが外のテーブルに座って何か食べている。どうやら食事をするところらしい。

　彼の持っているサンドが気になった。ペッパーハムとトマトとレタス。とても美お味いしそうだった。ほとんど趣味らしい趣味のない日向子だが、食べるものにはこだわりがある。体調管理の一いつ貫かんとして、栄養に気を遣っているせいもある。

「それもあそこで売ってるの？」

　彼はびっくりしたように自分の手の中を見下ろした。

「これ？　これは俺の弁当」

「……」

　ちょっと残念な気もしたが、とにかくあの建物に行けば何か食べられるのだ。一応、礼を言おうと思った時、

「あ、そうだ」

　と、彼は言った。

「よかったら俺らの弁当食う？」

「え？」

　思わず日向子は聞き返した。




　日向子はあっさり付いてきた。

　礼れ菜なも友とも典のりも目を丸くしていたが、おそらく一番驚おどろいていたのは拓也自じ身しんだった。日向子はテーブルの空あいている席に座りながら、ランチボックスを覗のぞきこんだ。

「すごい……誰が作ったの？」

　礼れ菜なが無言で手を挙げる。なぜか猛もう烈れつな仏ぶつ頂ちよう面づらだった。

「初めまして。わたし、久く慈じ日ひ向な子こ」

　日向子は気にした様よう子すもなく、無表情にあいさつした。

「……篠しの宮みや礼菜」

　日向子は拓たく也やの方を向いた。

「……妹さん？」

「あ、こいつは一緒に住んでる従妹いとこ」

「……こいつ？」

　礼菜の眉まゆが片方だけ釣つり上がる。その途と端たん、友とも典のりが愛あい想そよく割りこんできた。

「俺は東とう堂どう友典。この二人の幼なじみ。まだ憶おぼえてないだろうけど、俺も同じクラスだから。これからもよろしく」

　日向子は黙ってうなずいた。

「俺たち、だいたいいつもこの三人で一緒にいるんだよ」

　拓也がそう言うと、礼菜はちらっと不ふ機き嫌げんそうに拓也を見た。じゃあどうしてここに四人いるわけ、と顔に書いてあった。

「あ、とにかく食べなよ。俺らだけじゃ食い切れなくて困ってたんだ」

　と、拓也が勧める。

　礼菜の眉と一緒に今度は頰ほおまで釣り上がった。

「ちょっと、それどういうこと？　あたしの作るものにケチを……」

　拓也と友典は素早く目を見合わせる。次の瞬間、友典は礼菜の腕をがっしり摑つかんで立ち上がった。

「礼菜、デザート食べるだろ。買いに行こう」

「え？　なにすんの！　放せ！」

「おごってやるから。ほら」

　おごってやる、という言葉に彼女の反抗が弱まった。すかさず友典は礼菜を引きずるようにして連れて行った。店のカウンターへ向かう二人を見送りながら、友典に心の中で手を合わせた。こういう時、何度この幼なじみに助けられてきたか分からない。

「……食べていいの？」

　と、日向子は言った。

「ああ、ごめん。あいつの言うことは別に気にしなくていいから。好きなの選んで」

　ランチボックスを差し出すと、日向子は迷わずに拓也が食べているのと同じハムとトマトのサンドを手に取った。

「いただきます」

　丁てい寧ねいに頭を下げてから一口食べる。拓也は妙みように息を詰めてそれを見守った。

「……おいしい」

　しばらくして、彼女はぽつりとつぶやいた。拓たく也やがほっとしているところへ、礼れ菜なと友とも典のりが戻ってきた。礼菜はブルーベリーチーズケーキの載った皿とフォークを手に持っている。デザートでも機き嫌げんが直らなかったのか、まだぶすっとしている。

「……あたしの作るものにケチをつけるつもり？　拓たくちゃん！」

　さっきの続きらしい。しつこいな、と拓也は思った。どうやってこの口を閉じさせようか悩んでいると、

「篠しの宮みや礼菜さん」

　と、日ひ向な子こが真ま顔がおで言った。

「は、はい？」

　いきなりフルネームで呼ばれて、礼菜は戸と惑まどいながら返事をした。

「すごくおいしい。どうもありがとう」

「ど……どういたしまして……」

　礼菜は毒どつ気けを抜かれたようにぺたんと椅い子すに腰かけた。そして、うつむいてブツブツと何かつぶやき始める。

「ちっ……クール系と見せかけて実は天てん然ねん……手て強ごわい……」

「なに言ってんだお前。大丈夫か？」

　拓也が話しかけると、礼菜がきっと顔を上げてにらんだ。

「うるさいなー。いちいち反応すんな！」




　ともかくも食事は進んでいった。日向子はほとんど口を開かなかったが、拓也と友典が話していてもさほど居い心ごこ地ちが悪そうでもない。とにかくよく食べていた。

「ところで、久く慈じさんのそのセーラーって前の学校の制服？」

　日向子が最後のベーグルに手を伸ばした時、しばらく黙っていた礼菜が急に尋たずねた。日向子はちらっと自分の制服を見下ろした。

「わたし、どこの学校に行ってもこれを着てる」

「え？」

　他の三人は同時に聞き返した。

「学校にはあまり行ってないし、色々な土地を転てん々てんとしてるから、いちいち買わなくてもいい」

「へー。じゃ、この学校からもすぐにいなくなるってこと？」

　拓也ははっとした。彼女はオフリスを追っていると言っていた。もし、他の土地にオフリスがいると分かれば、彼女はそこへ向かわなければならないはずだ。

「……そうなる、と思う」

　日ひ向な子この声にかすかな苦にがみが混じった。途と端たんに礼れ菜なの目つきが変わった。まずい、と拓たく也やは思った。理由は分からないが、なにか怒りのスイッチが入ったらしい。

「それってどうなのかなー」

　急に大きな声で礼菜が言った。

「じゃあ、拓たくちゃんにちょっかい出してるのも遊びみたいなもんなの？」

　日向子は戸と惑まどったように拓也を見た。そういえば、日向子は自分がいない間にクラスで流れている噂うわさを知らない。礼菜がなにを言っているか分からないらしかった。ほっとする反面、少しがっくりした。

「いちいち人間関係リセットしちゃうみたいな感じ？　でも、そうやってすぐよそに行っちゃう人はいいだろうけど、残された友達とかはたまんないよねー」

「礼菜！」

　拓也と友とも典のりが同時に注意したが、礼菜は黙らなかった。

「第一、なんで制服も買ってらんないぐらい転々としてるワケ？　親の仕事かなんか？　だったら親ももうちょっと娘の生活考えないと」

　突然、日向子はがたんと椅い子すから立ち上がった──が、すぐには立ち去ろうとしなかった。食べかけていたベーグルサンドを静かにテーブルの上に置いた。

「……わたしには」

　押し殺した声で彼女は言った。

「友達は一人もいない。だから、わたしがいなくなっても悲しむ人はいない」

　拓也の胸がぎゅっと締めつけられる。なぜか「わたしが」が「わたしなんか」に聞こえた。

「それに家族もいない。親の顔も知らない」

「あ……」

　礼菜の顔は青ざめていた。口を開きかけた時には、日向子はもう歩き出していた。思わず拓也は立ち上がる。しかし、日向子は拒むように背を向けたままで言った。

「……ありがとう。美お味いしかった」

　日向子は遠ざかっていった。拓也たちは無言でそれを見送った。
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　放課後。

　礼菜は拓也たちの教室をおずおずと覗のぞきこんだ。彼女のクラスのホームルームが少し長引いたせいで、拓也たちの教室にはもう生徒はほとんど残っていなかった。拓也も友典も日向子も姿が見えない──が、友典が席に座って窓の外を眺ながめていた。

　昼休み、日向子が立ち去った後、拓也も怒って教室に帰ってしまった。友典も拓也についていってしまったので、結局礼れ菜なはあれから三人のうち誰とも話していなかった。

　声をかけていいか迷っていると、向こうが礼菜に気付いた。

「ん、どうした礼菜」

　いつもの笑顔で言うと、立ち上がって近づいてきた。

「…………あの、拓たくちゃんは？」

「帰ったよ」

「そっか……」

　普段、何事もなければ礼菜と拓たく也やと友とも典のりは三人で学校を出ることになっている。先に帰ったということは、多分相そう当とう怒っているのだろうと思った。

　礼菜はもう一度がらんとした教室を覗のぞきこむ。少しずれた机の列や、半分だけ閉じたカーテンを見ていると、わびしい気持ちになった。

「あの、久く慈じさん……も、帰ったの？」

「ホームルーム終わって、教室真まっ先さきに出てったから帰ったんじゃないの」

「友典くんは拓ちゃんと帰らなかったんだ……」

　友典は唇くちびるの端はしをちょっと持ち上げて、意味ありげに礼菜を見た。

　あ、と声を上げそうになった──友典は自分が来るのを待っていたのだ。

「とりあえず、生徒会室行こうぜ。あそこの方が落ち着くし」




　二人は廊下を歩いていった。

　誰かの足音や、音楽室からの楽器の音ね色いろや、どこかの部活のかけ声が溶け合ったざわめきが聞こえる。

「色々考えたんだけど、昼休みのアレはさ」

　と、友典は話し始めた。礼菜の背せ筋すじが固まった。あれはどう考えても礼菜が悪かった。深い事情がなければ引っ越しを繰り返すはずがないし、本人が好きでやっているはずもない。ちゃんと考えれば分かることなのに、日ひ向な子この話を聞いていたら無む性しように腹が立ってしまった。

「俺に煽あおった責任があるような気がするんだよな」

「……えっ？」

　意い外がいな言葉に礼菜は友典の顔を見上げる。彼は真剣だった。

「俺、拓也とあの久慈さんがすげえ仲がいいみたいに色々言ってたの、お前結けつ構こう信じてただろ？」

「だって手も繫つないでたって……」

「あー、あれは俺の脚きやく色しよく。ホントは腕摑つかまれて無む理り矢や理り引きずられてっただけ」

　彼女は絶ぜつ句くした。礼菜の頭の中では、二人はなにをしているのか人に言えないほど親しん密みつということになっていた。

「だってお前、あの拓たく也やだぜ？　あいつがそんなに手が早いわけないだろ。中学二年までバレンタインデーが『礼れ菜なにチョコレート食わされる日』って真ま顔がおで言ってた奴やつだぞ？」

「貰もらえる」ではなく「食わされる」なのが不満だったが、礼菜は何も言わなかった。

「昨日の晩、会ったって言っただろ。多分、拓也は久く慈じさんの個人的なことでも知ったんだと思うんだよ。朝のホームルームの後に出てったのは、そのことで口止めでもされたんじゃないかな。で、あいつは責任感強つよいから誰にも喋しやべってない。そんなとこだと思う」

　二人は階段を降りて隣となりの棟むねへ入った。生徒会室は廊下の一番端はしだった。廊下の途中には理事長室がある。ドアが開けっ放しになっていて中を見ることが出来たが、中には誰もいなかった。

「今までさ、あいつが俺らに秘密にすることってなかっただろ？　だから俺もちょっと意い地じ悪わるになっちまったんだよ」

「でも、それとあたしの言ったことは関係ないよ」

　礼菜は拓也にではなく、日ひ向な子こに向かってあんなことを言ってしまったのだから。

「なんだ。自分じゃ気が付いてなかったのか。お前は拓也のために怒ってただろ」

「えっ？」

　礼菜は思わず立ち止まった。

「なんで？」

「だってあの久慈って女の子がすぐに引っ越すって聞いたら怒り出しただろ。それって拓也が傷つくのが見てられないってことじゃないか」

「そうなのかな……」

　礼菜は首をかしげた。全然考えてもみなかった。それにもしそうだとしても、それだけでは説明が付かない気がする。

　ふと、ぽんと友とも典のりが礼菜の頭を軽く叩たたいた。

「ま、とにかくそういうことにしとけ。一応、拓也にはそういう風ふうに言って聞かせたから」

「……うん」

　いつのまにか拓也まで宥なだめてくれたらしい。

　礼菜と拓也はたまにこうして口を利かなくなることがあった。二人の性格はまるで違うが、意志の強さだけは共通している。一度言い出したらお互いになかなか引かないのだ。そういう時に友典が必ず間に入ってくれる。礼菜たちに対してだけではなく、生徒会やクラスでも揉もめ事があるといつのまにか丸く収めてしまうのだ。

　二人は再び廊下を歩き出した。

「友典くんって結けつ構こうすごいよね。周りにいる人みんなのこと、いつも考えてるっていうか、なんていうか…………世渡り上手じようず？」

「誉ほめてねえよ、それ」

　友典は苦にが笑わらいを浮かべた。

「誉ほめ言葉じゃなかったっけ？」

「違うって……まあ、間違っちゃいないかもしれないけどさ」

　生徒会室の手前まで来た時、突然ドアが開いた。礼れ菜なと同じぐらいの背せ丈たけの女子生徒が飛び出してくる。リボンが紺こん色いろなので一年生だ。髪の色も礼菜に似ているが、長さは彼女より少し短い。肩に少しかかるぐらいだった。目元の泣きぼくろの目立つ、色の白い女の子だった。ブックバンドでまとめた教科書とノートを胸の前に抱えている。

「どうしたの？」

「新聞部の者なんですけど、印刷室のロッカーが閉まっちゃってて。生徒会室で鍵かぎを管理してるって聞いて開けてもらいにきました」

　礼菜はうなずいた。

「出してくるからちょっとここで待ってて……って、中に誰かいなかった？」

　生徒会室の鍵が開いているということは、誰か役員がいるはずなのだが。

「鍵の場所が分からないって言われました」

「しょうがねえな。誰だろう」

　友とも典のりは文句を言いながらドアを開けた。

　そこは教室の半分ほどの広さの日当たりのいい部屋だった。右側の壁にはスチール製の書類棚とホワイトボードが並び、左側にはパソコンの置かれたデスクとコピー機がある。中央には大きな会議用の机が置いてあった。

　えんじ色の派は手でなスーツを着た大男が足を組んで、パソコンデスクの前の椅い子すに腰かけていた。茶色のサングラスと赤いネクタイ。シャツの色は目の覚めるようなオレンジ色だった。日焼けしているせいか若く見えるが、髪にまじっている白いものを見ると四十代の後半にはなっているかもしれない。友典は明らかにこの男によく似ていた。

「やあやあ、こんにちは」

　白い歯を見せながら男はすくっと立ち上がった。両手にはいくつもの金の指輪が光っている。成なり金きん、と噂うわさされるにふさわしい風ふう貌ぼうだった。

　東とう堂どう剛たけ広ひろ──この学園の理事長だった。礼菜も間ま近ぢかで見るのは久しぶりだった。理事長とはいえ、滅めつ多たに学園にも来ないはずだ。

「……父とうさん」

　かすれた声で友典は言った。

「何しに来たんだよ？」

「何しにって息子むすこが家に帰ってこないからな。学校で話す以外にないじゃないか」

　はっはっはっは、と豪ごう快かいに彼は笑った。それから、ぎょろりとした目を礼菜に向ける。

「んー、こっちのお嬢じようさんは誰だったかな」

「憶おぼえてないのかよ。篠しの宮みやさんのとこの……」

　剛たけ広ひろはぽんと手を叩たたいた。手の甲こうまできれいに日焼けしている。

「あー、そうそう。久しぶりだ。きれいになったもんだな」

「……こんにちは」

　礼れ菜なも一応頭を下げる。

「ちょっと今夜はお前に帰ってきて貰もらいたいんだ。大事な客があってな……先方にはお前もいる、ということになっている」

「でも……」

「必ず来なさい。分かったな？」

　有う無むを言わせぬ口く調ちように友とも典のりは黙ってしまう。普段なら決して他人に見せない、怒りと怯おびえの入り交じった表情を浮かべていた──子供の頃から友典は面と向かって父親に逆さからえない。だからあまり顔を合わせないよう逃げ回っているのだ。

　礼菜はロッカーから鍵かぎを出すと、黙って廊下へ出て行く。こういう時の友典を見ないようにするのも、拓たく也やを含めた三人の暗あん黙もくの了りよう解かいだった。

「……じゃ、行こうか」

　新聞部の女の子に言い、礼菜は先に立って歩き出した。

（……やっぱり友典くんのせいじゃないよな）

　彼女は廊下での友典との会話を思い返した。

　ここ最近、礼菜には気掛かりなことがあった。友典も拓也には話していない。日ひ向な子こにあんなことを言ってしまったのも、そのせいで不安定になっていたせいもあると思う。

　拓也と日向子が話しかけるのを見た時、彼女はふっと怖くなった。

　彼が自分を見ていない、自分を守ってくれない──。

「あ……」

　廊下の途中で礼菜は足を止めた。

　窓から校舎裏うらのバスケットコートが見える。今は誰も使っていないそのコートの真ん中に、日向子が立っていた。

　黒くろ髪かみを風になびかせながら、彼女は子供のようにただじっと空を見上げている。

（久く慈じ、さん……）

　彼女にはなにか他の人間と違うところがある。

　拓也にとって、日向子は特別な存在になるかもしれないと思った。

　奇き妙みようなことに、礼菜にとっても彼女は特別な存在になるような気がした──拓也とは別の意味で。

「あの、どうかしたんですか？」

　後ろから新聞部の一年生が声をかけてくる。

「あ、ごめんごめん。なんでもない」

　礼れ菜なは再び歩き出した。

　窓の向こうの空の端はしから、じりじりと雨あま雲ぐもが近づいてくるのが見えた。一ひと雨あめ降るのかもしれないと思った。
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　東とう堂どう世せ津つ子こが篠しの宮みや家けにやって来たのは、雨が降り出してすぐだった。

　和かず男おが来客用の湯ゆ吞のみの載ったお盆ぼんを持って居間に入ると、彼女は庭に面した窓のそばで正座して、雨を見ながら髪をタオルで拭ふいていた。

「お茶でいいかな」

　和男も世津子の隣となりに座り、お盆を二人の間に置いた。

「すいません、いただきます」

　世津子は化け粧しようっ気けのない顔にメガネをかけている。着ているものも飾りのないブラウスとスカートで、白はく衣いを着ればそのまま診しん察さつを始めそうだった。

「今は診しん療りよう時間じゃなかったかな」

「いやだわおじさま。今日は休きゆう診しん日びですよ」

　彼女は微笑ほほえんだ。

「ああ、そういえばそうだったか」

　世津子が切り盛りしている東堂診療所は、もともと彼女の父親が何十年も前に開いたものだった。後を継ぐと期待されていた長男の剛たけ広ひろは自分で事業を興おこし、世津子が医師の道を志こころざしたのだった。学生の頃に世津子は一度結婚していたが、今は離婚して独り身だった。

「剛広くんは元気かね」

　と、和男は言った。和男は世津子たちの父と子供の頃からの幼なじみだった。もちろん、世津子のことは赤ん坊の頃から知っている。世津子たちの父が死んでからは、和男が彼女の相談役になっていた。

「元気ですよ。今日、兄の家に夕食に行くつもりなんです。なんだか大事なお客様があるとかで、ちょっと気が重いんですけど、友典も行くそうですから……そんな大人おとなばかりの席に、あの子一人を出させるのも可哀かわい想そうですし」

「そうか」

　子供の頃から東堂兄妹の性格は正反対だった。剛広は強ごう引いんなまでに積極的で、世津子は万ばん事じ控えめで細こまやかだった。友典は外見こそ父親にそっくりだったが、性格はどちらかというとこの叔お母ばに似ている。

「世津子ちゃんも間に入って色々と苦労するだろう。あんたも気が優しいからな」

「いいえ。わたしはそんな……」

　世せ津つ子こは顔を赤らめてもじもじと身じろぎする。それから、ふと我に返ったように顔を上げた。

「あ、ごめんなさい。わたしの話ばかりして……実は今日伺うかがったのは、礼れ菜なちゃんのことなんです」

　湯ゆ吞のみを口に運んでいた和かず男おは、一瞬動きを止めた。

「礼菜がどうかしたかね」

　拓たく也やと礼菜も世津子と親しくしている。八年前、和男が凍とう死し寸すん前ぜんの二人を見つけた時、治療してくれたのがこの世津子だった。

「何日か前、うちの診しん療りよう所じよに来ました。おじさまや拓也くんに内ない緒しよでちょっと診みてほしいって」

　和男はぎょっとした。

「どこか具合でも悪いのかね？」

「あ、具合が悪いっていうのとは少し違っていて……その、眠れないって言うんです」

「眠れない？」

「はい……二、三時間眠るとすぐに目が覚めてしまって、そのまま朝まで眠れないらしくて。一晩中起きていることもあるそうなんです」

　そういえば思い当たる節ふしがある。このところ、妙みように礼菜が早起きをすることが増えていた気がする。和男が目を覚ますともう家事を始めているのだ。

「不ふ眠みん症しようとかいうやつかな」

「そういう病気とも少し違うみたいで……体調は全然悪くないそうなんです。昼間に眠くなったりすることもなくて。ただ、睡すい眠みん時間だけが短くなっているんです。一応、軽い睡眠薬やくを処方したんですけど、全然効きき目がないみたいで」

「医学的にはその……大丈夫なのかな」

　世津子はかすかに言いよどんだ。

「最低限、人間の体は五時間程度の睡眠を取らないと、正常に活動出来ないようになっているんです。それを考えると少し短すぎるかもしれませんね……それに、ちょっと気になることを言っていて」

　彼女は少し声を低くした。

「夢を見るっていうんです」

「……夢？」

「本人ははっきり話してくれないんですけど、ここに来る前の昔の記き憶おくかもしれないって言うんです。それがなにか……怖い夢みたいで」

「ふうむ」

　和男は顎あごを撫なでた。記憶がないと言っても、拓也と礼菜ではその度合いが違うのではないかと以前から思っていた。本人ははっきり話さないが、礼菜の方は断だん片ぺん的に過去のことを憶おぼえている気がする。

　一度本人からも話を聞いた方がいいのかもしれない──ただ、大だい事じに至らないのであれば、出来るだけ本人の意志に任せておきたかった。

「次に礼れ菜なが世せ津つ子こちゃんのところへ行った時、俺に話すようそれとなく勧めてくれんか。俺も少し気を付けておくよ。今のところはそのぐらいでいいだろう」

　世津子はうなずく。彼女も同じようなことを考えていたらしかった。
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　友とも典のりにとっては苦く痛つう以外の何物でもない夕食だった。

「高たか橋はしさんには我が家の食卓の雰ふん囲い気きを味わっていただきたいと思いまして、こうしてお呼びしたわけですよ」

　剛たけ広ひろの声が天井の高いダイニングホールに虚うつろに響ひびいた。今夜、何度同じことを繰り返したか分からない。そのたびに友典はうんざりした。食事どころかこの東とう堂どう家けの邸てい宅たくで、自分たち親子が最後に顔を合わせたのはもう何ヶ月も前だった。

　振る舞われているのも家庭料理とはほど遠い代しろ物ものだった。剛広お気に入りのフレンチレストランからシェフを呼び、キッチンで作らせているフルコース料理だ。今、クロスのかかったテーブルに載っているのは、友典には名前も分からない合あい鴨がものメインディッシュだった。昼間食べた礼菜のベーグルサンドが懐なつかしかった。

　テーブルを囲んでいるのは剛広と世津子と友典、そして「高橋」と名乗る客だった。

　高橋はダークブルーのスーツを着た三十代後半の小こ男おとこで、安全対策庁ちように勤めているという話だった。どこか目つきが鋭く、話を聞いているだけで友典は落ち着かない気分になった。

　どうして父がそんな役人をわざわざ自宅の夕食にまで招待したのか最初は分からなかったが、途中の父と高橋との会話でだいたい様よう子すが吞みこめた。

「この町は高橋さんのお力で保もっているようなもんですから。来月の安全指し数すうの方もどうかよろしくお願いします」

　一瞬、高橋は困ったような表情を浮かべた。

「……ちょっと今月は危なかったですがね。まあ、国民の無用な混乱を避けるのも我々の仕事ですから」

　その時に前々からの疑問が解けた気がした──この古こ滝たき市はこの十年ずっと安全地域だった。確かに関かん東とうでもテリオンによる犠ぎ牲せい者の出ない町は他にもあるが、一度もテリオンらしきものが目もく撃げきされたことがない町は滅めつ多たにない。一度ぐらいは準じゆん危険地域に指定されてもおかしくないはずだった。

　おそらく、父や父のような人間たちが安全対策庁の役人に賄わい賂ろを贈っているのだろう。安全指数を完全にコントロールすることは出来ないだろうが、準危険地域を安全地域に言いくるめる程度のことは出来るはずだ。安全地域であり続けることは、この周辺で「安全なマンション」を売り、「安全な学校」を経営している父にとっては必要不ふ可か欠けつなものなのだ。

（……汚きたねえ）

　父への嫌けん悪お感かんが湧わき上がると同時に、ふと奇き妙みような寂さびしさのようなものも覚えた。そんなことをして本当に大丈夫なのだろうか。そんなことを続けていたら、いつかは報むくいを受けないだろうか──。

「友とも典のり、具合でも悪いの？」

　テーブルの向かいから世せ津つ子こが声をかけてきた。今夜は薄く化け粧しようをして、髪かみ型がたも変えてドレスアップしている。

「……大丈夫」

「でも、もし気分が……」

「世せ津つ子こ、高たか橋はしさんのお相手をしなさい」

　突然、剛たけ広ひろが言った。世津子が慌あわてて高橋のグラスにワインを注そそぐと、どこか卑いやしい笑顔で付け加えた。

「高橋さんもお前と同じ独身なんだよ」

　一瞬、友典は目まいがした。今晩、どうして叔お母ばの世津子まで呼ばれたのか、やっと理解出来た。ここは見合いの席でもあるのだ。うまく世津子と高橋が結婚すれば、間違いなく父の事業にとってプラスになる。

（本当にどうかしてるよ……）

「あの、テリオンを見たことはありますか？」

　と、世津子が言った。夕食に相応ふさわしくない話題に剛広がかすかに舌した打うちしたが、高橋は気にした様よう子すもなかった。

「一応はありますよ。うちの特別排除部隊ＳＥＴとテリオンが戦うところは何度か目にしていますからね。ただ、さほど多くはないですよ。目もく撃げき者の話やその他の情報を分ぶん析せきするのがわたしの仕事ですから」

「でも、目撃した人はテリオンと会って話すこともあるんですよね。やっぱり、テリオンも普通に人間と一緒に生活していたりするんでしょうか」

　高橋はかすかに首をかしげて考えこんだ。

「そういうケースもないわけではないらしいですね。連れん中ちゆうも本来の姿に変わらない限りは、人の姿と変わりませんから。ただ、人間と一緒に住みたがるテリオンはあまりいないんじゃないですかね。考え方が人間と違いますし。クランテリオンに属するテリオンは、どこかのコミュニティで固まって生活している、という話ですよ」

　高橋はもの問いたげに世津子の顔を見守る。何な故ぜそんな質問をするのか、と尋たずねたいらしい。彼女は硬い表情で口を開いた。

「この町にはテリオンから逃れて、親元を離れて生活する高校生が大おお勢ぜいいます。わたし、そういう子たちの話を聞くことがよくあるんですけど、テリオンが本当に人間たちの中に入りこんでいないか、不安に感じている子が多いので……この町は確かに安全ですけど、子供たちが安心して生活しているとは限らないんです」

　ふと、友とも典のりは今の言葉が剛たけ広ひろへの遠回しの批判のような気がした。東とう堂どう学園にも精神的に不安定な生徒が多い。人を増やすだけ増やしてもそれだけでは足りないと言っているのかもしれない。

　高たか橋はしは何度もうなずいていた。

「なるほど、そうだったんですか。わたしの答えはさっき言った通りです……」

　ふと、高橋は唐とう突とつに笑顔を作った。なにかを思い出したらしい。食事が始まってから、友典はこの男が笑ったのを初めて見た。

「そういえば、安全対策庁ちようの中でおかしな噂うわさが流れたことがありましてね。まあ、都市伝でん説せつみたいなものですが」

　男は世せ津つ子この方に身を乗り出して話し始めた。

「テリオンと戦う連れん中ちゆうがどこかにいる、という話なんです。普段、彼らは人間として生活しているんですが、テリオンと同じような武器を持っている。そして、その武器で連中と戦うらしい……まあ、ちょっとした正義の味方ですね」

「あの……本当にいるんですか？」

　と、世津子が言うと、高橋はふんと鼻で笑った。

「いるはずがありませんよ。同じ武器を持ったところで、人間がテリオンと戦えるわけじゃないですからね。テリオンには色々と分からないことが多いですから、分からないことを説明したいという欲求の現れだと思いますよ」

　高橋はワイングラスを口に運んで、唇くちびるを湿らせた。

「ただ、正直に言うとクランテリオンはもっと人を殺せるはずだと思うんです。でも、八年前に新しん宿じゆくを消して以来は毎年せいぜい数百人ずつしか殺していない。これは明らかに少ないですよ」

「……数百人が、少ないんですか？」

　友典はむっとした。数百人──東堂学園の全生徒ぐらいにはなるかもしれない。

　男は軽くうなずいた。

「例えば自殺者や交通事故の死亡者数と比べると、明らかに桁けたが少ない。今のところ認にん知ちされているテリオンの数や個々の戦せん闘とう能力を考えれば、別に『災さい厄やく』など起こすまでもなく万まん単位の犠ぎ牲せい者が出ていてもおかしくないんです。まして、彼らは人間に宣せん戦せん布ふ告こくをしていますしね……だから、『犠牲者が少ないのは、人間とは別の抵てい抗こう勢力があるからだ』という風ふうに説明付けてるんでしょう」

　高橋は興きように乗ったようになめらかに話し続ける。それまでの無口な印いん象しようが噓うそのようだった。父の方を見ると満足げにうなずいている。盛り上がっている、と思っているようだった。

「テリオンは同族同どう士しで戦うことがありますから、目もく撃げき者にもそう見えることがあるんでしょうね。なかなか面白い噂うわさでしょう？」

　面白い、という感覚も友とも典のりには不ふ愉ゆ快かいだった。仮に噂だとしても、テリオンの脅きよう威いにさらされている人々の願望だからだ。そういう存在に期待したくなる気持ちも分からないではなかった。

（……いるはずないけどな）

　救いなんかそう簡単に転がっているはずがないのだ。
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　真っ暗な部屋に彼女はいた。

　広さのイメージははっきりしない。

　多分、その部屋に入れられたばかりだからだ。

　彼女は独りぼっちで壁かべ際ぎわにうずくまっている。

　不意に一人の少年が扉を開けてくれる──自分が助けて欲しいのを知っていたように。

　彼は自分に向けて手を差し出してくれる。小さいけれど力強い手。

　彼女は手を引かれて外へ出る。

　廊下を進むと男が立っている。

　出で立ちも顔も思い出せないその男は、彼女の手を引いていた少年を一いち撃げきで突き飛ばす。

　男か恐ろしい──いや、恐ろしいのは彼が手にしているものの方だ。

　男はそれを彼女に差し出す。手に取れというように。

　恐ろしいものなのに、彼女は目をそらすことが出来ない。

　彼女はついにそれを握りしめる。

　それは、

　冷たい光こう輝きを放つ金色の大剣クレイモア──。




　いつの間にか礼れ菜なはベッドに飛び起きていた。彼女は自分の震える両肩を抱いて、心臓の鼓こ動どうが静まるのを待った。

　ベッドサイドの時計を見ると、夜中の三時だった。ほんの少し眠りに落ちた間に夢を見てしまったらしい。

　礼菜はベッドから起きあがって廊下へ出る。もう今夜は眠れないだろう。目は完全に冴さえてしまっていた。これから一人で長い夜を過ごさなければならない。

　拓たく也やの部屋の前を通りすぎる時、ほんの少しだけドアを開けてみた。部屋の中は真っ暗だった。まず拓たく也やが起きていないか確認するのがくせになっている。

　礼れ菜なは元通りにドアを閉めて、一階へ下りていった。

　今夜の夕食はお通つ夜やのようだった。拓也はほとんど口を利かなかったし、礼菜の方も気まずくてなにも言えなかった。二人が喋しやべらないので、和かず男おもほとんど黙っていた。今思うと和男の様よう子すもどことなくおかしかったかもしれない。なにか言いたげな様よう子すだった。

　キッチンに入った礼菜は通販で買ったフレーバーティーとお気に入りのティーセットをテーブルに置いた。ティーポットに紅茶の葉とお湯を入れ、しばし待つ。奥の和室から和男のいびきがかすかに聞こえるだけで、他には何の物音もしなかった。

　礼菜はポットの紅茶をカップに注そそぐ。濃のう厚こうな甘い匂においがキッチンに満ちた。

　礼菜は椅い子すに腰かけて一口飲んだ。この深夜に飲む一人きりのお茶が、礼菜の最近の習慣だった。

（あの夢、なんだろう）

　最近、毎晩同じ夢を見る。どこかに暗いところに閉じこめられている夢。最初はいつも拓也が礼菜を助けに来てくれる──まるで囚とらわれの姫を助けるみたいに。

（あたしの願望……とか）

　礼菜の顔が思わずかっと熱くなった。一人で首をぶんぶん振って否定する。そんなバカな。もし、ただの願望だったら拓也と逃げ出して終わるはずだ。きっとこの町に来る前の記き憶おくの断片なのだろう。

　夢の中で二人は廊下に出たところで誰かに阻はばまれていた。あの男が不ぶ気き味みなあの剣けんを差し出したところで、夢は途と切ぎれてしまう。あの後、なにか恐ろしいことが起こる気がしてならなかった──。

　その時、二階から拓也の部屋のドアが開く音が聞こえた。




　拓也が目を覚ましたのは、ちょうど真下のキッチンで聞こえる物音のせいだった。最初は礼菜か和男だろうと思っていたが、いつまで経たってもそれぞれの部屋に戻る気配がないので心配になってきた。

（……泥どろ棒ぼうだったりして）

　一応、見てきた方がいいかもしれない。彼は部屋を出て一階へ行った。

　廊下にはキッチンからの明かりが洩もれている。パジャマ姿の礼菜がこちらに背を向けてテーブルの前に座っていた。

（なんだ、礼菜か）

　ほっとすると同時にむかむかと腹が立ってきた。今日はどうしても話す気になれなかった。礼菜はお前のために怒っただけで、きっと今いま頃ごろ反省していると友とも典のりは言っていたのだが、それならまず日ひ向な子こに謝るべきだと思っていた。

　拓たく也やが降りてきたのは分かっているはずなのに、礼れ菜なは見向きもしなかった。拓也は廊下でしばしためらった──子供みたいにお互いを無視し合っていても仕方がない。彼はキッチンに入った。とたんに甘ったるい香りが鼻を突く。

「……なにしてんだよ、こんな夜中に」

　礼菜は紅茶を飲んでいたらしい。テーブルにはティーセットが並んでいた。背中からは普段の元気が感じられない。パジャマの襟えりから見える白いうなじが妙みように無防備で、拓也はなんとなく目をそらした。

「拓たくちゃんもいる？　三時のお茶」

　うつむいたままで礼菜は言った。

「三時って夜中じゃん……いや、いい……」

　しん、と静かになった。どう話を切り出したものか迷っていると、いきなり礼菜は振り返って拓也を見上げた。

「拓ちゃんはさあ、もしあたしがどっかに閉じこめられてたら助けに来てくれる？」

「は？　なんだそれ？」

　拓也は思わず聞き返したが、礼菜はじっと上うわ目め遣づかいで見つめてくるだけだった。潤うるみがちの淡い色の瞳ひとみはどこか儚はかなげで、拓也は思わず唾つばを吞みこんだ。こうして見ると文句なくかわいい女の子だった。

（この子を守らなきゃ）

　昔、そう思ったことを思い出した。今もその気持ちは変わらない。ただ──ちょっと礼菜が強気になりすぎただけで。

　拓也は照れ隠かくしにがりがりと頭をかいた。

「えーっと……なんだかよく分かんねえけど、助けに行くと思うよ。礼菜は俺の家族だし、放っておいたりしない……んじゃないかな」

　一瞬、礼菜は心しん底そこほっとしたような笑顔を浮かべた。彼女の不安を物語るようで、かえってそれが気になった。

「……で、それがなに？」

　しかし、礼菜はまた拓也に背を向けてしまう。結局、ただの思いつきで訊きいただけかもしれないと思い始めた時、

「久く慈じさんとあれから話した？」

　と、礼菜が言った。

　彼女の名前を聞いた途と端たん、拓也の顔が引き締まった。

「……話してないけど」

　少しぶっきらぼうに言った。日ひ向な子こは午後のホームルームが終わるとすぐに教室を出て行ってしまった。拓也としては話をしたかったのだが。

「お前、久く慈じさんに謝れよ。ああいうのよくないって」

　礼れ菜なはうつむいて自分の手元を見たまま、なにも言わなかった。

「もし反省してるんだったら、やっぱり……」

　不意に礼菜は立ち上がって、くるりと拓たく也やの方を向いた。今にも殴なぐりかかってきそうな、そうでなければ泣き出しそうな目つきだった。

「な、なんだよ」

　拓也はなんとなく身構えた。

　突然、彼女はほとんど飛びつくように拓也の首と背中に腕を回してきた。一瞬、拓也は完全に硬こう直ちよくした。くらくらするような甘い香りと押しつけられる柔らかいふくらみを感じ、

「あの……礼菜……？」

　我に返って礼菜の両肩を摑つかんで引きはがそうとする。しかし、その細い肩は小こ刻きざみに震えていた。拓也はどうしたらいいのか分からなくなった──一応、腕を回した方がいいんだろうか、と思い始めた時、ばっと礼菜が体を離す。

　今までとはうって変わって明るい表情だった。拓也がよく知っているいつもの礼菜だ。

「ごめんごめん。ここんとこ色々あってちょっと不安定だったかも」

「え……」

「あんまり気にしないでいいよ。もうあたしは大丈夫。これで満足しました！」
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　自分の言葉に自分でうなずいている。拓たく也やには訳が分からなかった。

「あ、別に大したことじゃないよ。じゃあ、あたし自分の部屋に戻るから」

　礼れ菜なはティーセットを出しっぱなしにしたまま、そそくさとキッチンを出て行ってしまう。後には呆ぼう然ぜんとする拓也だけが残された。
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　次の日。

　教室に入った拓也が真っ先に見たのは、一番後ろの日ひ向な子この席だった。

　彼女はまだ来ていなかった。

「……来てないな」

　と、隣となりにいる友とも典のりが言った。

　拓也は自分の席についた。今け朝さは友典と二人だけで学校に来ていた。礼菜は拓也と一緒に家を出たがらず、先に行ってくれと言ったので置いて来たのだった。

　礼菜とは顔を合わせにくかったので、拓也としても都つ合ごうがよかった。抱きつかれた時の感かん触しよくが残っている気がして、昨日はなかなか眠れなかった。なにかの気まぐれだろうとは思うが、それにしても刺し激げきが強すぎる。

　一応、こっちも健康な男子なのだし。

「…………なに考えてんだ、あいつ」

　声に出してしまってからはっとした。誰かに聞かれたかと周りを見回した瞬間、

「あいつって？」

　友典が前の席からぐるんと首を回してくる。拓也は慌あわてて首を振った。

「え、なんでもねーよ」

「礼菜の話か？」

「……だからなんでもねーって」

　こういう時、察しのよすぎる友達も考えものだと思った。




　日向子が現れたのは予よ鈴れいが鳴る直前だった。教室の後ろのドアから入ってきて、窓まど際ぎわの一番後ろの席に座った。拓也たちの方を見向きもしない。というより、あからさまに目を合わせるのを避けていた。

「行かないのか？」

　と、友典が言った。

「うん。ちょっと話してくる」

　拓也が腰を浮かしかける。

　その時、教室の前のドアががらりと大きな音を立てて開いた。拓たく也やを含めてクラス中の目がドアに吸い寄せられる。

　立っていたのは礼れ菜なだった。生徒たちの視線を浴びながら、彼女は窓まど際ぎわの拓也たちの方へ近づいてくる──が、目の前で急に向きを変えて教室の後ろの方へ歩いていった。

　彼女が立ち止まったのは日ひ向な子この席の前だった。

　日向子が顔を上げた。

「昨日はあんなこと言ってごめん。あたしが悪かった」

　礼菜はなぜか怒ったように言った。日向子は戸と惑まどったように礼菜を見上げていたが、やがて口を開いた。

「……わたしに謝ってるの？」

　一瞬、礼菜は拍子抜ぬけしたようだった。

「うん。謝ってる」

　やはり怒ったような声だった。ほんとに謝ってんのか、と拓也は思った。

「別に気にしなくていい……わたしも気にしてない」

　日向子は硬い声で言った。

　え、と拓也は口の中でつぶやいた──昨日はとてもそんな風ふうに見えなかった。

「あ、そう……まあ、とにかくそういうことで！」

　それから、いきなり拓也の方を向いた。

「これでいいんでしょ拓たくちゃん！　ちゃんと謝ったからね！」

　礼菜は逃げるように教室から走り去っていく。たちまちクラス中の不ふ審しんげな視線が拓也の方に集まってきた。これでますます誤ご解かいされるに違いない。

　入れ替わるように担たん任にんがやってきて、ホームルームが始まった。




　ホームルームの間、拓也は周りの席のクラスメートの質問を受け流すので苦労していた。

　礼菜が拓也と一緒に住んでいる「従妹いとこ」だということは大抵の生徒が知っていた。その礼菜が日向子に謝ったわけだから、トラブルがあったのは誰でも分かる。「拓也の彼女に意い地じ悪わるした小こ姑じゆうとめ・礼菜」という方向に噂うわさ話が拡大していた。

（礼菜のヤツ……）

　謝るにしてももう少し目立たない場所でやってほしかった。そもそも日向子とのことが噂になること自体嬉うれしくない。日向子はまだ気付いていないらしいが、知ったら引く気がする。

「……拓也、ちょっと久く慈じさんとどっか行ってこいよ。どうせ話すつもりだっただろ」

　質問が途と切ぎれたところで、前の席の友とも典のりが小声で言った。

「一時限目め自習みたいだし。その間にみんなには俺があんまり騒がないようにフォローしといてやるから」

「分かった。悪いな」

　その時、担たん任にんが教きよう壇だんから降りた。ホームルームが終わったらしい。拓たく也やは素早く立ち上がると、日ひ向な子この席の方へ走っていった。周囲がざわざわと騒ぎ出すのが聞こえる。恥ずかしいのをこらえて彼女に話しかけた。

「話があるんだけど、ちょっと付き合ってくれる？」




　拓也たちは屋上へ行った。もう授業が始まったせいか、屋上には誰もいなかった。

　金かな網あみに囲まれたスペースの中心に、まるで鉄てつ塔とうのような携帯電話のアンテナが鎮ちん座ざしている。憩いこいの場所には不向きだが、この山間の古こ滝たき市で電波の状態を気にせずに携帯を使えるメリットは大きい。不満に思う生徒はほとんどいなかった。

　彼女は真っ先に空を見上げた。セーラー服の襟えりから伸びた白い首くび筋すじが目の前に晒さらされる。拓也は慌あわてて自分も頭上を見た。昨日は夕方に雨が降ったが、今日はよく晴れていた。煙のような白い雲が風に乗って流れていった。どう話を切り出そうか迷っていると、

「このあたりは雲が速い」

　不意に彼女はつぶやいた。

「よそは違うのか？」

　今まで意識したこともなかった。

「ええ……ここは山だからだと思う」

　拓也は思わず彼女の横顔を見た。きっと日向子は色々な場所で空を見てきたのだ。

「昨日のことなんだけど」

　と、拓也は言った。

「礼れ菜ながあんなこと言って悪かったよ。ただあいつ、ここんとこちょっと不安定みたいでさ。だから……」

「別に怒ってたわけじゃない」

　日向子は拓也の言葉を遮さえぎった。

「彼女が言ったのは本当のことだから……わたしはそんなに長くここにいられない。多分、長くても一週間とか、十日とか」

「そう……か……」

　こうして一緒にいて話していると、そういう実感は湧わかなかった。でも、半月も経たてばもう彼女はここにいないのだ。

「わたしたちの任務はテリオンを追うか、テリオンが狙っているものを守るか、そのどちらか。わたしはテリオンを追う方。だから、いつもどこかを転々としてる」

「……今はオフリス・ペインキラーを追ってるんだよな」

　日向子はうなずいた。

「オフリスの居い場所が分からないから、しばらくここにいるように言われた。しばらく休んで……その、学校で友達を作るようにって」

　ふと、拓たく也やは昨日の昼休みに池のそばで話した時のことを思い出した。あの時にも休暇がどうとか言っていた気がする。

「でも、それは難しいって分かった。友達を作っても、すぐに別れなければいけないから」

　日ひ向な子こは視線を足下に落として言う。それでも表情は変わらなかった。

「今までどこの土地へ行っても、友達を作ったことはなかった。だから、今度も無理に作ることはないと思う」

「……でも、俺とはこうやって話してるだろ。いや、友達っていうほどアレじゃないと思うけど……その……」

　拓也がごにょごにょと口の中でつぶやくと、日向子は彼の顔を見ずに言った。

「だから、もう君もわたしと話してくれなくてもいい」

　彼は耳を疑った。しかし、彼女の顔は真剣だった──本気で言ってるんだ、と拓也は思った。

「わたしが何者なのか、それだけ黙っていてくれれば、それで」

「それでいいのかよ」

　拓也は震える声で日向子の言葉を遮さえぎった。

「え……？」

「そんなんでいいのかよ」

　怒りに似た感情が胸から溢あふれそうでもどかしかった。どうしてこんなに寂しいことを淡たん々たんと話せるのか、彼には分からなかった。

「俺、なんかそういう考え方って違うと思う。いなくなった先のことまで、いちいち考えて友達って作るもんか？　仲良くしたい奴やつと仲良くすればいいじゃないか。それに別れたって二度と会えないって決まったわけじゃないだろ」

「……二度と会えなかったら？」

　日向子は今までになく強い声で言った。ほんの一瞬、違い和わ感かんがちくりと拓也の胸を刺した。まだ彼に話していない何か大事なことについて、彼女が語っているような気がした。

「なにが起こるか分からない……すごく遠くに行って、戻ってこないかもしれない。そうなったら、後に残った友達もかえって嫌な思いをすると思う」

「なんだそれ。なにが起こるか分からないんだったら、もっと友達作った方がいいんじゃないのか」

「……え？」

　彼女は驚いたように顔を上げる。

「二度と会えなくても、なんていうか……思い出とかは残るだろ。そういうのはないよりあった方がいいと思う」

　自分の気持ちを言葉にするのは難しかった。ものすごく陳ちん腐ぷで恥ずかしいことを言っている気がする。友とも典のりだったらもっとうまく言うんだろうな、と拓たく也やは頭の片かた隅すみで思った。

「あの、なにか憶おぼえてるってすげえ大事だと思うんだよ。後に残った友達の方だって、がっかりするわけじゃないと思う」

　拓也には昔の記き憶おくがない。大切なことを沢たく山さん忘れているはずだ。自分の意志でそれを取り戻すことは出来ない。だから、この八年間に作った思い出や、これから作るはずの思い出を大事にしたかった。

「友達がいなくなったら、俺なら寂さびしいかもしれない。でも、それはいい思い出があるからだろ。それは友達にならないより、ずっといいと思う……よ？」

　いつのまにか日ひ向な子こはまたうつむいてしまっていた。顔のほとんどが前まえ髪がみに隠かくれて、かすかに見える唇くちびるがかすかに震えていた。

　ヤバい、変なこと喋しやべったかも──拓也は不安になった。

「……あの、久く慈じさん？」

「日向子」

「え？」

「日向子でいい」

　拓也を見もせずに彼女は言った。

「名みよう字じで呼ばれるのはあまり好きじゃない……わたしを知っている人間はみんなそう呼んでる」

「……ひ、日向子」

　うわ、照れる──思わず舌を嚙かみそうになった。考えてみると、礼れ菜な以外の女の子の名前を呼び捨てにしたことがなかった。

　日向子の視線がまっすぐに拓也の目を射た。とたんに拓也は緊きん張ちようしてきた。

「篠しの宮みやくん」

　と、日向子はかすれた声で言った。ひどく顔が青ざめている。なんだか遺ゆい言ごんでも聞かされるような気がした。

「わたしがここにいる間、友達になってくれる？」

「え？」

　一瞬、頭の中が真っ白になって、すぐに元に戻った。

（違う……告白じゃない）

　あくまで「友達」だ。しかし、こうもストレートに「友達になって」などと言われたことなどない。日向子の表情はあまりにも真剣で切実だった。

「……うん」

　戸と惑まどいながら拓也がうなずくと、日向子はほんの少し笑みを浮かべた──初めて見る彼女の笑顔で、一瞬彼かれはそれに見とれた。

「そうしたら、俺も拓たく也やでいいよ。名みよう字じだと礼れ菜なとかぶるし」

「たくや」

　彼女はすぐに繰り返した。これもまた照れる。礼菜以外の女の子から名前で呼ばれたこともなかった──要するに今までちっともモテたことがない。何だか悲しくなってきた。

　話がとぎれると、日ひ向な子こはまた空を見上げる。何か目的があって見ているわけではないらしい。

「空を見るのが好きなんだ」

　と、拓也は言った。まだ「日向子」と呼ぶのは恥ずかしかった。彼女は意い表ひようを突かれたらしい。

「どうして？」

「なんか昨日の昼も見てたし。すごく真剣な顔してるから」

　彼女は自分の心を探るように、しばし首をかしげた。考えたことがなかったらしい。

「……そうかもしれない」

　と、彼女は言った。

「星もよく見に行く。星座はよく知らないけど」

「このへんはきれいだと思うよ。俺らが会った山の上の空あき地あるだろ。あそこはオススメ。家とかマンションの明かりが近くにあるときれいに見えないけど、あそこの山だけはまだ全然開発されてないから」

「一昨日おとといはあまり見えなかったけど」

「あの日は雲がちょっとあったから。今夜はよく見えると思う」

「じゃあ、今こん晩ばん見に行ってくる」

　日向子の明るい声を聞きながら、拓也も空を見上げた。

　彼はほとんど何も考えていなかった。そのせいでごく自然に次の言葉を口にできた。

「…………俺も行こうかな」

　口に出してからしまったと思った。これでは遠回しのデートの誘いだ。断られる前になにかフォローしないと、と思った時、

「どこで待ち合わせる？」

　さっきまでと変わりない声で彼女は言った。

「え？」

「待ち合わせの時間は？」

「……あの、俺と一緒に行くの？」

「行く」

　一瞬、「行かない」と言われたかと疑いたくなるほどの即そく答とうだった。

　拓也は日向子の黒い瞳ひとみをまじまじと覗のぞきこむ。どうやら本気らしい。

　しかし、表情を見る限りではデートのデの字も頭になさそうだった。本当にただ星を見に行くだけのつもりらしい。

「……ほんとに？」

　それでもつい確認してしまう自分が情なさけなかった。

　どうしてそんなことを訊きくのか、というように彼女は力強くうなずいた。
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　夕ゆう闇やみの忍び寄る踏み切りのそばに、セーラー服を着た日ひ向な子こが立っている。オレンジ色に染まったアスファルトに、電車の架か線せんと橋きよう脚きやくが黒々とした影かげを落としていた。太陽はほとんど山の峰に隠かくれている。拓たく也やとの待ち合わせの時間までもうすぐだった。

　携帯が鳴る。着メロは使わないので、愛あい想そのない着信音が鳴り響ひびいた。拓也からかと思ったが、かけてきたのは鮫さめ石いしだった。彼女は通話ボタンを押す。

『今、大丈夫？』

　日向子は線路沿ぞいの道に視線を走らせる。まだ拓也の姿は見えなかった。

「……はい」

『あんたがオフリス・ペインキラーと会った時に出てきたっていう鳥……レディ・バレットのことなんだけど』

　鮫石からの電話に余よ計けいな前置きはない。単たん刀とう直ちよく入にゆうに用件から入るのが常だった。

『何なのかちょっと分かってきた……クランテリオンには裏切り者の探たん索さくを行う、隼はやぶさの姿をしたテリオンがいるっていう話があってね。多分そいつがそのバレット。そして、バレットが探索した裏切り者を、あいつが粛しゆく清せいするらしいの』

「あいつ……？」

『ルスラン・ヴォルク』

　その名前が出るのを薄うす々うす察さつしていたが、それでも冷ややかな汗が肌はだから吹き出した。

「……災さい厄やくの絶ぜつ星せい」

　災厄の絶星ルスラン・ヴォルク──クランテリオンの中で最も悪あく名めい高い魔ま人じん。八年前、東京の一部を消失させたと言われるテリオンこそ、このルスランだった。

『オフリスをバレットが追ってる……要するにオフリスはクランテリオンに追われている、ということだね。多分、あんたが見たっていう金色の戦器オニクスの話に繫つながるんじゃないかと思う。金色の戦器オニクスは、どれもクランテリオンの中でも最も重要な宝物のはずでしょ？　それをオフリスが勝手に盗み出したのかもしれない』

「どうしてですか」

　と、日向子は尋たずねる。戦器オニクスは武器の形をした鍵かぎのようなものだ。持ち主以外の者がそう簡単に扱えるわけではなかった。オフリスには金色の戦器オニクスを使えない。そのような武器を盗む必要などないはずなのだ──本来は。

『それが一番の謎なぞ……今みたいな使い方をするためだけにわざわざ盗んで組織から追われるってのも分ぶが悪すぎるだろうし……もう少し調べてみるつもり」

「分かりました」

『ところで、あんた今なにしてるの？　なんか外にいるみたいだけど』

「これから星を見に行くところです」

『うわ。相変わらず変わった趣味ね。何してもいいんだけど、せっかくなんだから一人じゃなくて友達とかと……』

「一人じゃありません」

　むっとして日ひ向な子こは遮さえぎった。

『え、誰と行くの？』

「今、同じクラスの……」

　同じクラスの人、と言おうとして、彼女は言葉を改めた。

「……友達、です」

　その途と端たん、電話の向こうで大げさに息を吞んだのが分かった。

『それって男の子？　ねえ、男の子男の子男の子？』

「そうですけど？」

　戸と惑まどいながら日向子は答えた。男の子と一緒だからどうしたというのだろう。

『うっわー、じゃあデートだ』

「デ……」

　一瞬、日向子の頭の中が真っ白になった。デート、という単語が頭の中でわんわんと反はん響きようした。

「ち、違います……」

　と、弱々しく否定する。

『でも男の子と二人っきりなんでしょ？　それはデートって言うの！　デートデート！』

　デートと言われる度に心臓が跳ね上がった。耳たぶまでかあっと熱くなる。

「ちが……」

『ちょっとあたし言いふらしていい？　いいわね？　ふらすわよ？　ふらしまくるわよ？　日向子がデート……』

「うるさい！」

　日向子は地面に携帯を叩たたきつけたくなった。会話を打ち切るつもりでキーに指をかけると、鮫さめ石いしの慌あわてた声が聞こえてきた。

『あ、ちょっとちょっとごめんごめん。いやー、なんか最近刺し激げきがなかったもんだから、興こう奮ふんしすぎちゃった。もう一つ大事な話があったんだった』

「……なんですか？」

　日ひ向な子こはスカーフのあたりを手で押さえた。まだ心臓がどきどきする。

『昨日ちらっとそこの古こ滝たき市の安全指し数すうの話したでしょ？　ちょっと気になったから調べてみたんだけど、なーんかおかしいのよね』

　鮫さめ石いしは軽く鼻を鳴らしながら言った。

『古滝市の東隣どなりの四よツ宮みや市でオフリスの戦器オニクスらしいものを持った男の目もく撃げき証言が報告されてるの。まあ、信しん憑ぴよう性せいは微び妙みようなんだけど、その証言を受けて四ツ宮市は準危険地域イエローに格下げになった……それなのに、古滝市は安全地域ブルーのまんま。目もく撃げき場所は市し境ざかいにわりと近いところなのにね』

「どういうことですか？」

『まだはっきり分からないんだけど、ひょっとすると誰かが操作してるかもしれない。つまり、あたしらが思ってるほど古滝市は安全じゃないかもしれないってこと』

　安全指数の発表で不正な操作が行われるという話は聞いたことがある。テリオンの危険から身を守るよりも、自分たちの利害を優先させようとする人間は決して少なくなかった。

「『検索エグザミネ』を試しますか？」

　と、日向子は言った。

「ここへ来て何日か経たってますから、効果があるかも」

　電話の向こうで沈ちん黙もくが流れた。
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『……ううん。まだいい。今は頭の片かた隅すみにでも憶おぼえておいてくれれば。なるべく色々なところを見て回っといて。今のところ、用件は以上』

「分かりました」

『で、その男の子とどこまで進んだの？　もうチューした？』

「してません！」

『そんな力一いつ杯ぱい否定しなくても。ま、デートがんばって。それじゃ』

　鮫さめ石いしは電話を切った。

（……デート）

　もちろん今までにしたことなどない。今まで自分がするとは想像してもみなかった。どういうことをするものなのかはっきり分からなかった。

　日ひ向な子こは自分の着ているものを見下ろした。ただの制服がみすぼらしく見えた。着替えるのが面めん倒どうだったのでそのまま来たのだが、普通はこういう服でデートというものに行かないのではないだろうか。もっとちゃんとしたおしゃれをして出かけるはずだ。

　これがデートのはずがないと思うのだが、デートでなければ何なのか日向子には分からない。そもそもこんな風ふうに同年代の誰かと出かけること自体がめったになかったのだ。

（……どうしよう）

　日向子はこの場から逃げ出しくなった。鮫石のところに電話をして、どうしたらいいか訊きいた方がいいかもしれない。もしこんな状態で拓たく也やが来たら──。

「……待った？」

　声をかけられて飛び上がりそうになった。

　いつのまにかすぐ後ろに拓也が立っていた。




「じゃ、行こっか」

　拓也と日向子は並んで歩き出した。

　彼女をそっと窺うかがうと、なんとなく険しい表情を浮かべている。拓也とは目を合わせずにまっすぐ前を向いていた。

　踏切を渡ると道の傾斜がきつくなる。右足に怪け我がをしている日向子に合わせて歩調を緩めようとしたが、その必要はなかった。もう怪我は治りかけているらしい。

　太陽はすっかり沈んで、残り火のようなオレンジ色の光がわずかに漂っているだけだった。

「星を見るってことは、よく夜中に出かけるの？」

「……うん」

　と、彼女は言った。

　ひどく低い声で彼女は言った。

「俺もたまに夜中ふらふらしてるよ」

「……そう」

　重苦しい沈ちん黙もくが流れる。

「あの、具合でも悪い？」

「……別に」

　しばらくの間、二人は黙って小高い山の頂上へ続く道を上がっていった。徐々に狭くなる上り坂に街路灯とうはなく、左右の木々が彼らの方へぐっとせり出してくるようだった。アスファルトに落ちるのが月明かりだけになったところで、拓たく也やはポケットから家にあったペンライトを付けた。ぼんやりとした丸い光が暗がりを押し返した。

　人ひと気けのない道を女の子と二人っきりで歩いている。

　意識すればするほど、拓也の緊きん張ちようが増した。

（何か話さないと）

　しかし、何を話せばいいのかよく分からない。礼れ菜な以外の女の子と出かけるのは初めてだった。一緒にいてつまらない奴やつだと思われたらどうしよう、と考えていると、

「拓也」

　仄ほの暗ぐらい夜の中で、日ひ向な子このささやき声が響ひびいた。少し声が震えている気がする。

「なに？」

　拓也の声もつい小さくなった。

「……こういう時、どういうことを話すものなの？」

「え？」

「わたしは誰かとこんな風ふうに出かけることがほとんどない……お、男の子とは特に。だから、どうしたらいいかよく分からない」

　拓也はぎょっとした。彼女が言っているのは、たった今彼が考えていたこととほとんど同じだった。

「……あの、俺も女の子と出かけるの初めてなんだよ。だから、俺もよく分からない」

「そうなの？」

　彼女は本当に驚いたらしい。拓也は苦にが笑わらいを浮かべた。

「うん。なんかさっきから変なこと言うんじゃないかってずっと緊張してた」

「……わたしも」

　胸のあたりがかっと熱くなった。彼女がずっと身近になった気がした。自分が不安になるのと同じように、彼女も不安になるのだ。その後も二人は黙って歩き続けたが、もう沈黙が流れても気持ちは落ち着いていた。

　やがて坂の勾こう配ばいが緩くなり、足下はほとんど平らな道になった。

「ここから道路を外れるから」

　そう言って拓也は木立の中へ入り、かろうじて踏み固められた小道を辿たどり始める。葉ずれの音が急に大きく聞こえた。肩越しに振り向くと、日ひ向な子こはちゃんと付いてきていた。

　二人は木立に囲まれた野原に出る──一昨日おととい、出会った場所だった。

「着いた」

　拓たく也やはライトを消して頭上を見る。

　深い群ぐん青じように光の砂を振り撒まいたような、満まん天てんの星空だった。天の川がうねりながら空を横切っていた。目が追いつかないほどの無数の輝きが、二人にのしかかってくる。美しく息の詰まる光景だった。

「……すごく近くに見える」

　と、日向子はつぶやいた。そして、ゆっくりと雑草の上に倒れこんだ。倒れた雑草が彼女の体を中心としていびつな円を作った。拓也も彼女の隣となりに腰を下ろす。地面に近づくと、湿った土の匂においが濃くなった。

「気に入った？」

　拓也は日向子の顔を横よこ目めで窺うかがった。

「うん……この前とは全ぜん然ぜん違う」

　彼女は子供のような笑顔を浮かべている。一緒に来て良かったと拓也は思った。

「ここは君の思い出の場所？」

　と、日向子は言った。拓也はうなずく──あの雪の日、彼と礼れ菜なはここで和かず男おに保護された。

「いい思い出ばっかりじゃないけど」

「……どういうこと？」

「八年ぐらい前、すごい雪が降った時にここで遭そう難なんしかけたんだ」

　拓也が軽い気持ちで言うと、奇き妙みような間があった。

「八年前の、雪の日……」

　日向子の顔から笑みが消えていた。

「うん。この土地の持ち主に俺と礼菜は見つけられて、育てられたんだ。日向子と一緒で、俺たちにも親がいないんだよ……いや、いるのかな。でも、どこにいるのか分からない」

　日向子はぎこちなく体を起こした。黒くろ目めがちの瞳ひとみが暗がりの中でかすかに光っている。

「その前は、どこにいたの？」

　かすれた声が彼女の唇くちびるから流れた。

「それが分からないんだ。俺も礼菜もここに来る前の記き憶おくが全然ないから。だから、『篠しの宮みや拓也』っていうのもほんとの名前じゃない。俺たちを保護してくれた人が付けてくれた名前」

「……誕生日も？」

「うん。分からない。うちのじいちゃん……その、俺たちを保護してくれた人が、秋ってことにしたんだけど」

「なにも持ってなかったの？　それまでどこにいたのか、分かるようなものとか」

「持ってないよ。靴もはいてなかったし。着てた服ぐらいじゃないかな」

　拓たく也やは戸と惑まどい気味に答えた。妙みように日ひ向な子こが熱心すぎるような気がする。

「……どんな服？」

「なんか病院の服みたいだったよ。なんの飾りもなくて、俺の方は……」

　拓也は記き憶おくを探りながら言った。拓也は白い服で、礼れ菜なの方は色違いの赤。そういえば、あの時着ていた服はどうしただろう。世せ津つ子この診しん療りよう所じよで着替えさせられて、それっきり見ていない。

「真っ白な服？」

「あ、そうそう……ってなんで知ってるんだ？」

　拓也を見つめる日向子の目が、信じられないほど大きく見開かれ、唇くちびるがかすかにわなないている。まるで幽ゆう霊れいでも目にしたかのようだった。

「どうしたの？」

　拓也が尋たずねても、日向子は凍り付いたままだった。彼女を驚かせるようなことを口にしたらしい。やがて、彼女はゆっくりと唇を開いた。

「クロノクレイドル、という言葉に聞き覚えはある？」

「……知らないけど」

　彼女がなにを言いたいのか、拓也には分からなかった。

「じゃあ、オニクス」

「それも知らない……あの、なに訊きいてんの？」

「……アルカ」

「だから、知らな……」

　突然、胸の中でなにかがちりっと鳴った。

　拓也はシャツの心臓のあたりを摑つかんだ──今のはなんだろう？

　日向子は静かに顔を近づけてくる。そして秘密の呪じゆ文もんのように、低くはっきりとした声で言った。

「……アルカミレス」

「あ……」

　どくん、と体の奥で何かが脈みやく動どうした。

（知ってる……俺は……）

　アルカミレス──奇き妙みように懐なつかしく、そしてどこか不ぶ気き味みな響ひびきの言葉だった。

　息づかいが聞こえるほど近くに、日向子の瞳ひとみがある。

「やっぱり、そうだったんだ」

　彼女はか細い声でつぶやいた。唇にかすかに哀かなしげな笑み。

　拓也はごくりと喉のどを鳴らす。

　なにが、と尋たずねようと思いながら、そうするのが恐ろしかった。

　その先を聞けば、自分はもう以前には戻れなくなってしまう気がする。

「よく聞いて。君は……」

　その時、甲かん高だかい悲鳴が夜を引き裂いた。




　　　　９




「な、なんだろ？」

　拓たく也やたちは振り返って野草の茂みの上からあたりを窺うかがう。確かに人間の、しかも女性の悲鳴だった気がする。

　その瞬間、より大きな悲鳴が響ひびき渡った。今度はさっきよりも近い。拓也たちが来た方向とは反対側の林からだった。

「……あっちにはなにがあるの？」

　と、日ひ向な子こが低く尋たずねる。

「なにって……山を下りれば別の町があるだけだよ。あっちは四よツ宮みや市」

　四ツ宮、と言った途と端たんに日向子が息を吞んだ。その時、木立の奥からなにかが近づいてきた。

　最初はぼんやりとした影だけだったが、やがてはっきりと人の形になった。背の高い男らしい。彼はやがて木立を抜けて、拓也たちのいる空あき地へと足を踏み出した。

　月明かりに男の姿がはっきりと浮かび上がる。

　長なが袖そでの黒いシャツとズボンから、異い様ように長い手足が伸びている。背中には細長い箱のようなものを背負い、三み日か月づき型の刃やいばのついた柄えの長い斧おのを右手に持っている。左手でなにか重いものを引きずっているように見えた。

　その髪も肌はだも緑色だった。

「あ……」

　思わず悲鳴を上げかけた拓也の口を、隣となりにいた日向子がふさいだ。

「黙って！」

　男は不ふ審しんげに辺りを見回した。拓也たちの潜ひそんでいる場所にも視線を走らせたが、気が付かない様よう子すだった。

「な、なんなんだよ、あれ」

　彼女の手を引きはがし、拓也はかすれ声で言った。口の中が干ひ上あがったようにからからに渇かわいていた。

「……よく聞いて」

　と、日向子は低く囁ささやいた。

「あいつが、オフリス・ペインキラー」

　拓たく也やは大きく目を見開いた──日ひ向な子こが追っているテリオンだ。

「どうしてそんなのここに…………」

　彼は息を吞む。ここで怪しい人ひと影かげを見たというあの噂うわさ──あれは日向子のことではなく、オフリスのことだったのではないか。

　その時、さらに大きな悲鳴が二人の耳を刺した。目を凝こらしてみると、男の緑色の手は黒い髪の毛を摑つかんでいた。雑草に遮さえぎられてはっきり見えなかったが、オフリスが引きずってきた「荷物」は拓也たちと同じぐらいの少女のようだった。

「そう喚わめくなって……ちょっと落ち着け。な？」

　初めて聞くそのテリオンの声は、どこか軽けい薄はくな印いん象しようを抱かせる。人間のものと何も変わらない。その異い形ぎようさえなければ、人間だと信じて疑わなかっただろう。

　しかし、少女の悲鳴はいつまでも止まらなかった。相手の顔を覗のぞきこむように背を屈かがめていた男は突然すくっと体を起こすと、下半身をねじるように大きく動かした。どすっと鈍い音が響ひびき渡り、拓也は思わず全身を震わせた。少女の体を容よう赦しやなく蹴けりつけたらしい。悲鳴は低いうめき声に変わった。

「タイミングを見み計はからって、なるべく早く逃げて」

　そう言って彼女は背を屈めたまま拓也から離れようとする。彼は慌あわてて彼女の手を摑んだ。

「どうするんだよ？」

「戦う」

　と、彼女はきっぱりと言った。

「わたしはあいつを倒すためにこの町へ来た」

　彼女の掌てのひらはかすかに震えている。血の気の失うせた唇くちびるをきつく嚙かんでいた。彼女がそう言っていたのは拓也も知っている。しかし──あんな怪かい物ぶつと彼女が戦えるとはとても思えなかった。

「でも、あんなのと……」

「放っておけばあの人は殺されてしまう」

　拓也は何も言えなくなった。オフリス・ペインキラーは何十人もの人間を殺してきた。あの少女が次の犠ぎ牲せい者に選ばれているのだ。

　拓也たちの耳にオフリスの声が聞こえた。

「あんたにこれからちょっと珍しいものを見せたいんだ…………まあ、ちょっと死んじまうかもしれないけどな」

　あっさりと「死ぬ」という言葉を口にしたことに拓也はぞっとした。まるで明日の天気のことを話しているようだった。

　日向子は一瞬だけためらいがちに彼の手を握った。その顔は夜よ目めにもはっきりと青ざめている。

「今日は本当にありがとう……楽しかった」

　拓也の視線を避けるように、彼女は半なかば背を向けて片かた膝ひざをついた。そして、見覚えのある黒い短たん剣けんを抜きはなつ。

　その背中を見ているうちに、彼は気付いた。

　日ひ向な子こはこの戦器オニクスだけで戦うつもりなのではない。

　もっと別の──なにかが彼女にはある。

　彼女はしっかりとその武器を右手で握りしめ、左手をその刃やいばに添える。

　そして、低く力強い声ではっきりと言った。




「反転リトウルネ」




（あ……）

　彼女の口にしていた謎なぞの言葉が、突然拓たく也やの中でくっきりと意味を持った。

　日向子は背中を丸め、激げき痛つうに耐えるように震え始めた。拓也は驚いて彼女に触れようとする──しかし、指先が届こうとする瞬間、異い変へんが起こった。

　彼女の体のあちこちに、白くなめらかな殻からが浮かび上がった。彼女の体の内部から出てきたものらしく、皮ひ膚ふや服と完全に融ゆう合ごうしている。その「殻」はあっというまに大きくなり、互いに繫つながりながら彼女の全身に広がっていく。白い外殻クラスタは体の三分の二ほどを覆おおったところで止まった。

　彼女は首から下に白いプロテクターのようなものを身にまとっている。金属でもプラスチックでもない、強いて言えば貝の殻のように見えた。甲こう殻かく類るいを思わせる突とつ起きが至る所に生はえている。

　彼女の「鎧よろい」は左右対たい称しようではない。ほぼ完全に覆われている左半身に比べると、右半身はその下の服が見えている部分が多い。特に右腕と右脚あしは関かん節せつを除けば、細く白いラインが何本か入っているだけだった。

　黒い剣を持ち、白い鎧を身にまとった少女だった。

「……わたしはテリオンに対たい峙じする者。『方舟アルカ』の一員」

　日向子は独り言のようにつぶやく。まるで、自分に言い聞かせているようだった。

「わたしは方舟の闘士アルカミレス……雪花鎧アルヌワ・ブラン」

　次の瞬間、彼女は地面を蹴ける。そして、音もなく拓也の視し界かいから消えた。




　日向子はほとんど這はうような姿勢で地面すれすれを走っていた。彼女が身にまとっている外殻クラスタは肉体を守るのと同時に、常じよう人じんをはるかに超える動きを保証するものでもある。

　彼女はオフリスを中心とした大きな円を描いている。拓也から離れる目的もあったが、オフリスの死し角かくに回りこむつもりだった。

　以前戦った時に比べれば今日の状況はいくらか有利だった。夜とはいえ相手の姿をこちらも見ることが出来る。それに、オフリスの注意は完全に目の前の獲え物ものに向いていた。おそらく、この場に自分が現れるとは想像していないはずだ。

　オフリスの真ま横よこに回りこんだところで彼女は足を止める。わずかに頭を出して様よう子すを窺うかがうと、テリオンは背負っていた黒い箱を下ろしたところだった。あの金色の剣けんが入っていた箱だった。

「さて、そろそろ始めるとするか」

　オフリスは少女の髪を摑つかんで立ち上がらせた。初めて彼女の容よう姿しをはっきりと見ることが出来た。青いデニムのワンピースを着た色の白い少女で、顔立ちの幼さからすると日ひ向な子こよりも少し年下かもしれない。青ざめた唇くちびるは血を流し、わなないている。ここへ来る前にも暴力を振るわれたに違いない。日向子の胸が怒りに震えた。

　オフリスは地面に立てた箱を下ろし、かかっていた錠じようを外す。両手を使わなければならなくなったらしく、右手に持っていた戦せん斧ぷを地面に突き刺した。

（今だ）

　日向子は茂みを飛び出すと一直線に走っていった。異い変へんにようやく気付いたオフリスが首をこちらにねじ曲げようとする。

　彼女は右手の百視剣アルゴスガノンの柄つかを固く握りしめる。

「……加速ヴイテ」

　その言葉に反応し、彼女の能力が解放された。

　ぴしりと音を立てて頭が軋きしんだ──。

　突然、水中に潜もぐりこんだように体の動きがぐっと遅くなる。

　彼女だけではない。異変に気付いたらしいオフリスの動きもひどく重い。風に撫なでられた草葉や倒れかけた黒い箱の動きも、葉ずれや虫の声までも全てが緩かん慢まんになっている。

　それが自分の脳のう内ないだけの現げん象しようだと彼女には分かっている。時間は遅くなっていない。彼女の知覚する時間が加速されただけだった。

　脳の情報処しよ理り能力を極限まで高める──それが彼女の能力だった。

　むろん、日向子の肉体の動きそのものは加速されていない。彼女はゆっくりと剣の届く間合いに足を踏み入れた。そして、下からオフリスを逆ぎやく袈げ裟さに斬きり上げた。オフリスは振り向きもせずに上体を丸めてかわそうとする。しかし、すでに彼女の刃やいばは彼の背中に届いていた。黒いシャツと緑色の皮ひ膚ふを同時に切り裂いていく。

（浅い）

　骨まで届いた感かん触しよくはなかった。一拍おいて鮮せん血けつがスローモーションで飛び散る──しかし背中をわずかに赤く染めただけだった。

（テリオンの血も、赤い）

　心の隅すみで彼女はつぶやく。

　百視剣アルゴスガノンを頭上まで振り切った日向子は手首を返して刃の向きを変えた。そして、今しがたつけた傷に沿ってもう一度上から斬りつける。しかし、オフリスの上体は予想以上に速く、深く沈んでいた。今度は刃は先さきがわずかに背中をかすっただけだった。

　視し界かいの端はしからオフリスの足そく刀とうがゆっくりと跳ね上がってきた。日ひ向な子こはようやくこのテリオンが攻撃を避けたのではなく、蹴けりを繰り出そうとしていたことに気付いた。彼女は体を開いて避けようとする。この攻撃をやり過ごすと同時に、急所を狙って刃やいばを突き立てるつもりだった。

　しかしその瞬間、オフリスの足が変形し始めた。まるで編まれた紐ひもがばらりと解ほどけるように、くるぶしから先が何本もの植物の蔓つるに分裂した。触しよく手しゆの群れは大きく広がり、それぞれが日向子の体のまったく違う箇所を狙って突き出された。

（くっ！）

　彼女は半はん身みの体勢になっている。しかも外殻クラスタの薄い右側が前に出ていた。反射的に両腕で顔をかばった。小さく尖とがったものが腕や胸や脚あしに一気に突き出される。全身にばらまかれた苦痛のせいで彼女の能力が途と切ぎれ、通常の時間に舞い戻った。

　彼女は跳ね飛ばされて地面を転がっていき、杉の木の幹みきに背後から激げき突とつした。外殻クラスタに守られているおかげでさしたる衝しよう撃げきもなかった。しかし、立ち上がったところにオフリスの戦せん斧ぷが一直線に胸を狙って飛んできた。かろうじて急所を避けることは出来たが、槍やりのように尖った三み日か月づきの刃がずぶりと右の肩口に突き刺さった。

「うっ！」

　激げき痛つうが肩から全身に広がる。思わず木の幹に背中を預けた日向子に、オフリスの触手が絡みつく。そして、木に縛しばり付けるように体の自由を完全に奪った。まだ肩には戦斧が突き刺さったままだった。

「おーおー。やっぱりあんたか」

　変形させた右手を伸ばしたオフリスは、にやにやと品のない笑みを浮かべた。

「不ふ意い討うちじゃないと倒せない、って言ったらホントに不意討ちかよ……全く素直なもんだ」

　オフリスの触手のうちの一本が、力を失った日向子の右手から百視剣アルゴスガノンをぴんと弾はじき飛ばした。短たん剣けんは鋭角な放ほう物ぶつ線せんを描いて、ほとんど草地の端はしの方まで飛んでいった。

　たちまち彼女の外殻クラスタが消えて、元の体に戻ってしまった。

「戦器オニクスを持ってる者同士の戦いでは、相手の持っている戦器オニクスをそいつから遠ざける……それが鉄則だっただろ。俺もあんたも、戦器オニクスの力で変身してる。こいつは鍵かぎみたいなもんだからな」

　オフリスは勝ち誇った声で語り始めた。日向子は歯を食いしばって肩から広がりつつある疼とう痛つうに耐えた。

「変身した後はその戦器オニクスの力が及ぶ範はん囲い……境域グロブスの中にいなきゃならない。そんな風ふうに戦器オニクスを遠くにやられると、元の姿に戻っちまうからな。あんたは脇が甘いんだよ」

　オフリスの触手は、日向子に巻きついた部分だけを残してぷつんと切れる。そして、するすると縮んで元の右腕の形に戻った。

「なかなか便利だろ、俺の手足も……ちょっと必要になりそうだったんでな。新しく身につけた能力なんだ」

　日ひ向な子こはわずかに動く首を動かして肩を見下ろす。肩の傷からどくどくと血があふれてきていた。かすんだ目で立っているワンピースの少女を見る。同時にこの空あき地のどこかに潜ひそんでいるはずの拓たく也やのことを思った。

「早く逃げて！」

　声を振り絞しぼって彼女は叫ぶ。二人同時に呼びかけたつもりだった──。

　少女はびくっと体を震わせる。その言葉に背中を押されたように、よろけながら踵きびすを返して駆け出した。

「おいおい」

　オフリスは肩をすくめて、彼女の背中に呼びかけた。

「今さら逃げるふりなんかしなくてもいいだろうが……逃げられるワケないんだからさ」

　オフリスの両腕からするすると触しよく手しゆが伸びて、少女の四し肢しに絡みついた。悲鳴を上げかけた彼女の口にも、蔓つるのうちの一本が猿ぐつわのように食いこんだ。

「それじゃ、ぼちぼち始めるとすっか。ギャラリーも来てくれたことだし」

　少女はまるで操あやつり人形のように向きを変えて、ぎくしゃくとした動きでオフリスの方へ戻ってきた。オフリスは動きを確かめるように、少女に様々なポーズを取らせる。無理な動きをさせられているのか、彼女の顔が苦痛に歪ゆがんだ。

　オフリスは舌した打うちをして、ぶつぶつとつぶやき始めた。

「……また下へ手たに動かすと壊れちまうかな。こればっかりは何回やっても上う手まくならないもんだ」

　日向子の全身が粟あわ立だつ。これから何が起ころうとしているのか、彼女にははっきり分かる。その先にあるのは間違いなくこの少女の死だった。

　少女はオフリスが背負っていた黒い箱の前に座らされた。オフリスは彼女に蓋ふたを開けさせるつもりらしい。

　日向子は必死に体をよじる。今すぐこの縛いましめを解かなければならない。しかし、彼女の剣けんはここにはなく、傷を負わされたこの体では為なす術すべがない──。

「動かないで」

　背後から声が聞こえた。日向子はもう少しで声を上げそうになった。

「俺だよ」

　彼女が縛しばられている幹みきの裏側に、いつのまにか拓也が忍び寄った。彼の手にはさっきオフリスが投げ捨てたはずの、彼女の短剣が握られていた。
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「……まず、この蔓を切る。その後で剣を返すから」

　拓也は膝を突いて、幹みきの裏側に回り込んでいる蔓を一本ずつ切り落とし始めた。触れてみると本当に植物のようで、肉体から生はえたものだとは到とう底てい思えなかった。

「逃げてって言ったでしょう？」

　前を向いたまま、彼女は押し殺した声で言った。

「放っといたら、あいつはあの子も日ひ向な子こも殺すだろ」

　拓たく也やはさっきの日向子の言葉をそのまま返した。日向子は押し黙ってしまう。

　逃げて、と言われた時には、既に地面に這はいつくばってオフリスの投げた短たん剣けんを捜さがしていた。恐ろしいのは確かだったが逃げることは考えもしなかった。

「俺もできることはする……何が出来るか分からないけど」

「…………本気で言ってるの？」

　と、日向子は言った。

「本気だよ」

　そう答えながら拓也は剣を振るった。

「信じて、いい？」

　拓也は無言でうなずいた──確かに本気だった。しかし、その言葉の意味までは深く考えていなかった。

「……あ」

　半分ほど蔓つるを切り終えたところで、日向子がふと声を上げた。拓たく也やが木のかげからそっと覗のぞき見ると、いきなりまばゆい光が顔を照らした。彼は目を細めて光の方を見る。

[image: ]

　オフリスに操あやつられている少女が、鞘さやに収まった一ひと振ふりの剣けんを黒い箱から取り出したところだった。一瞬、拓たく也やの目はその剣に吸い寄せられる。

　なぜか柄つかも鞘も金色の光を放っていた。

（……なんだ、あれ）

「早くこれを切って」

　日ひ向な子このせっぱ詰まった声に、拓也は我に返って短剣を持ち直した。

「その剣を持つ……で、次はそいつを抜くんだ……」

　どこか陶とう然ぜんとしたオフリスの声が聞こえた。見なくとも少女がどういう状態にあるのか分かった。とうとう、拓也は最後の一本を切り捨てた。

「……ありがとう」

　と、日向子は言った。しかし、彼女の体はまだ自由にならなかった。肩に突き刺さった戦せん斧ぷで木の幹に縫ぬいつけられている。彼女は左手で刃やいばの峰の方を握って、戦斧を引き抜こうとする──ぴくりとも動かなかった。

「手伝って」

　と、日向子が言った。

　一瞬、拓也は光の方へ視線を走らせた。少女の手にした大剣クレイモアは既に半分ほど刀とう身しんを見せている。まるで剣そのものが恐怖の対象であるかのように、彼女は顔を背けてしっかりと目を閉じていた。幸いオフリスはこちらには完全に背を向けている。どうやら少女の体を操ることに夢む中ちゆうになっている様よう子すだった。

「分かった」

　拓也は木の陰から出て、戦斧の柄えを摑つかんだ。

　細い三み日か月づきの刃は木の幹みきに深く突き刺さっていた。それでも必死に力をこめるとわずかに動く。日向子の血の気を失った唇くちびるから、声にならない悲鳴が上がった。

「大丈夫か？」

「いいから……早く」

　拓也は柄を摑んだままで、オフリスの方を振り返った。

　オフリスの背中はさっきの日向子の攻撃で服が破け、緑色の皮ひ膚ふが覗のぞいている。その時に出来たらしい浅い傷からはまだ血が流れていた。背骨のラインに沿って、深い溝みぞのような古い傷がくっきりと走っている。

　肉体がそこでまっぷたつにされたかのような不ぶ気き味みな傷だった。

　拓也は戦斧を肩にかつぐようにして、柄を摑んだ腕に渾こん身しんの力をこめる。食いこんでいた刃は先さきが今度ははっきりと動いた。しかし、傷をこすられた日向子は今度こそはっきりと苦く悶もんの声を洩もらした。オフリスがぐるりと首を回して、拓也たちのほうを見た。

「誰だ、そこのあんたは？」

　テリオンは拓たく也やを見み据すえていた。

「また邪じや魔まが入るのかよ、まったく」

　オフリスは拓也の右手に目を留める。その時になって初めて、拓也はまだ自分が日ひ向な子この短たん剣けんを持ったままだということに気付いた。

「……俺の投げた戦器オニクスを拾いに行ったってわけか。ふうん」

　拓也はちらりと日向子を見る──戦せん斧ぷを最後まで抜くことが出来ず、彼女は縫ぬいつけられたままだった。

　少女の手足に巻きついていたオフリスの触しよく手しゆがするりとほどけ、縮んでオフリスの両手に戻った。少女の方は半なかば刀とう身しんを晒さらした剣を握りしめたまま、くたくたとその場に腰を下ろしてしまった。

「あんた、ただの人間じゃないか。そこのアルカミレスの女と知り合いだったってわけか……なるほどなるほど」

　テリオンは歯をむき出して凄せい惨さんな笑みを浮かべた。

「とりあえず、あんたから先に殺そうかな」

　途と端たんに拓也の体が震え始める。

（……殺される）

　一瞬、彼は自分が逃げる姿をありありと想像した。この短剣を投げ出して、木立の中に飛びこんで、斜面を転がり落ちる。怪け我がはするかもしれないが死ぬことはないだろう。今は夜だ。林の中なら、このテリオンから逃げ切れるかも──。

「…………拓也」

　日向子の声に叩たたかれたように、彼の背中が勝手に震えた。

「逃げたければ、逃げて」

　彼はこの場にいる全員を見回した。うずくまっている少女も、傷を負った日向子も、もはや自分の力で生き延びることは出来ない。

（……を守らなきゃ）

　突然、自分自身の声がくっきりと聞こえた。

　八年前の冬の夜、ここで動けなくなった礼れ菜なの姿が脳のう裏りをよぎった。二人の少女の姿があの時の礼菜と重なった。

　他人の命が彼に委ゆだねられていた。

　あの時もそう思った──自分は守る人間なのだ、と。

「…………逃げない」

　拓也は静かに首を横に振った。不ふ思し議ぎともう震えは止まっていた。

「逃げるつもりがないなら」

　日ひ向な子こは低い声で語りかけてきた。

「さっきのわたしと、同じ言葉を唱えてみて」

　その意味を深く考える余よ裕ゆうは、今の拓たく也やにはなかった。彼は日向子がしていたように、右手に構えた戦器オニクスに左手を添えた。

　彼は大きく息を吸いこむ──そしてさっき耳にした通りに、口の中で小さくつぶやいた。




「反転リトウルネ」




　その言葉は空むなしくあたりに反はん響きようした。オフリスは拓也を呆ぼう然ぜんと見つめている。

　彼は自分の右手を見下ろした。何も変化はない──そう思った瞬間、

「えっ？」

　右腕が芯しんの方から軋きしみ、ねじれていくような奇き妙みような違い和わ感かんにとらわれた。戦器オニクスを握りしめた手の甲こうにぽつりと赤い血けつ痕こんのような斑はん点てんが浮かび上がる。

「いっ？」

　その斑点のあたりが針で刺されたようにちくりと痛んだ。その痛みを合図にするように　無数の斑点が一気に浮かび上がった。千の針で刺されたような激げき痛つうが走る。一つ一つの点が成長し、融ゆう合ごうし、赤い表ひよう皮ひとなってなって右手を包んでいった。

　それは外殻クラスタだった。同時に右手全体がさらなる灼しやく熱ねつの塊かたまりと化す。

「なに！」

　と、オフリスが叫んだ。

　赤い装そう甲こうは手首を覆おおい、さらに一気に右腕全体を覆い隠かくした。

　しかし、肩口で変化はぴたりと完全に止まってしまった。痛みはさらに激しくなったが、同時に拓也の右腕に凶きよう暴ぼうなまでの力が漲みなぎってきた。

「拓也！」

　気を失うほどの痛みの向こうから、日向子の叫び声が聞こえた。

「この斧おのを抜いて！」

　拓也は日向子の方を振り向くと、戦せん斧ぷをしっかりと握りしめた。さっきはいくら力を込めても抜けなかった刃やいばが、噓うそのようにするりと抜けた。

「それをどこかへ放り投げて！」

　彼は大きく前へ踏み出して、戦斧の柄えを持った片腕を大きく振りかぶる。背後から紐ひものようなものが首にも腕にも絡みつこうとするのを感じた──オフリスが触しよく手しゆを飛ばしたのだ。しかし、既に戦斧は拓也の手から放たれていた。

　木立の上へ向かって黒い戦器オニクスは一直線に飛んでいき、この場にいた全員の視し界かいから消えた。

「くそっ！」

　オフリスは初めて悔くやしそうに叫んだ。唐とう突とつに拓たく也やの首に巻きついていた触しよく手しゆが消える。

　日ひ向な子こが支えを失ったように木の根ね本もとにうずくまった。拓也は彼女に駆け寄って助け起こす。幅の広い刃やいばを引き抜いたせいで、出血が一気にひどくなっている。

　目を開けてはいるものの、半なかば意識を失いかけているようだった。

「…………まったく」

　オフリスの声に拓也はそのままの姿勢で振り向いた。

「相手の持っている戦器オニクスをそいつから遠ざける……か。俺の言ったことをこうも素直に実行してくれるとはな」

　破れた服を着た、穏おん和わな顔立ちの中年男が苦く笑しようを浮かべていた。風ふう貌ぼうだけ取れば三十代半ばのサラリーマンといったところ──それがオフリスだと気付くまでしばらく時間がかかった。緑の肌はだも触手もなく、人間とどこも変わらなかった。

「戦器オニクスを持たないテリオンを見るのは初めてか？」

　拓也は黙っていた。それ以前にテリオンなど今まで目にした記き憶おくがない。男はつるりと顔を撫なでた。

「これは誰か他の人間に擬ぎ態たいしているわけじゃないぞ。俺の『素す顔がお』だ。戦器オニクスから離れすぎると、この姿に戻っちまうんだ」

　オフリスはそう言って、拓也が戦せん斧ぷを投げた方向をちらりと見やった。

「こうなっちまうと俺もただの人間だ……あんたに倒されるのを待つばかりってわけだ」

「あいつを……倒して……」

　拓也の腕の中で日向子が囁ささやいた。拓也は手の中にある短たん剣けんを見下ろす──これであのテリオンを倒せるのだろうか。

　突然、戦器オニクスから想像を絶する激げき痛つうが襲おそいかかってきた。彼は右腕を押さえながら苦く悶もんする。今までの経験したことのない激痛にうめき声を上げる。関かん節せつからぽたりと鮮せん血けつがしたたり落ちた。

「……拒きよ絶ぜつ反応を起こしたな」

　上じよう機き嫌げんな声でオフリスは言った。

「こりゃ、放っとくと死ぬぞ」

「もう一度同じ言葉を唱えて！」

　日向子の切せつ迫ぱくした声こわ音ねに、拓也はこわばった舌を必死に動かした。そして、痛みでかえって固く握りしめている右手の戦器オニクスに呼びかけた。

「……反転リトウルネ……」

　その途と端たん、まるで映像を巻き戻すように、彼の全身は元に戻っていった。しかし、苦痛は完全には消えない。体の芯しんがずきずきと脈打つように痛んだ。

「なんだ、アルカミレスの出来損そこないか……あんた、ひょっとするとクロノクレイドルから逃げたガキの一人か？」

　と、オフリスは言った。拓たく也やは地面に座りこんだまま、動くことが出来なかった。

「……クロノ、クレイドル……？」

　さっき日ひ向な子こが口にしていた言葉だ。

「なんだ、知らないのか？　まあ、その様よう子すじゃ自分が人間だって信じてたみたいだからな。そこの女に訊きけよ。同じ出身のよしみで、教えてくれるさ」

　拓也は大きく目を見開いた──自分が人間ではない。日向子と同じ出身。

「しかし、あんたに才能がなくてほっとしたよ……そうでなかったら、こっちがやられてた」

　オフリスは剣けんを膝ひざに抱いたまま座りこんでいる、青いワンピースの少女へと近づいていった。

「……出来ればこの状態じゃやりたくないが、このまんまテストもしないでさようならってわけにも行かないんでね」

　拓也にはオフリスの言葉の意味を考える余よ裕ゆうはなかった。呆ぼう然ぜんとそれを見守っているだけだった。

　不意に日向子が拓也の腕を摑つかむ。

「早くあいつを止めて」

　彼女は苦しげにつぶやいた。

「……え？」

「さて、その剣を抜いて貰もらおうか」

　オフリスは少女に向かって言った。拓也はその声で我に返った──何が起こるのかは分からないが、とてつもなく嫌な予感がする。彼は慌あわてて立ち上がろうとする。

「やめろ！」

「早く抜け！」

　二つの怒ど声せいに少女は体を震わせる。拓也が走り出そうとする直前、彼女が動いた。

　少女は鞘さやと柄つかを左右に動かして、すらりと大たい剣けんを抜きはなった。

　金色の刀とう身しんが夜の空気に晒さらされる。

　そして、

　少女の体が反転した。

　まるで葡ぶ萄どうの実を押し出すように、極ごく彩さい色の内ない臓ぞうが皮ひ膚ふと服を次々と突き破ってぬるりと外へ現れた。内にあったものが外へ──弾はじけ飛んだ体液がオフリスの全身を濡ぬらす。

「うわああああああ！」

　拓也は悲鳴を上げた。

　全てが終わった後、絡み合った一ひと山やまの肉にく塊かいがかすかな湯ゆ気げを立てているばかりだった。

　オフリスは口元をかすかに歪ゆがめながら、微び動どうだにせずにその光景を眺ながめていた。短く切りそろえた髪の先せん端たんから、赤みの混じった体液がぼたぼた落ちる。

「……ま、今日はこんなところか」

　奇き妙みように明るい声で男は言い、血に染まった首をぶるっと振った。何の躊ちゆう躇ちよも苦く悩のうもない、すっきりとした表情だった。拓たく也やの胃の奥から吐き気がせり上がってきた。

「なに……やってるんだよ」

　拓也は震える声で言った。目の前で起こったことがまだ信じられなかった。

　オフリスは死体のそばから剣けんの鞘さやを拾うと、柄つかには触れずに慎しん重ちように刀とう身しんを収めていった。それから鞘に収まった剣を黒い箱にしまう。厳げん重じゆうに鍵かぎをかけてそれを背負った。

「そんなこと、あんたにはどうだっていいだろう……あんたみたいな出来損そこないのアルカミレスにはな」

　吐き捨てるようにオフリスは言った。その声にこもった憎ぞう悪おの深さに、拓也の背中が震えた。

　オフリスは木立の奥へと立ち去りかけ、ふと拓也を振り返った。

「言っておくが、俺は殺やり残しってのが嫌いでね。次はあんたも殺す……クロノクレイドルの生き残りは必ずだ」

　そして、オフリス・ペインキラーは元来た方角──四よツ宮みや市の方へ消えていった。
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　もう存在しないその施設は、クロノクレイドルと呼ばれていた。そこは特別な子供たちしかいない場所だった。




「誕生日ってなに？」

　ほとんど真っ暗な部屋の中で、少女は言った。

「変な子だなあ……誕生日も知らないの？」

　少年は驚いたようだった。

「自分が生まれた日のことだよ」

　地下の空あき部屋で二人は並んで話をしている。彼女は夜中の散歩でこの少年と出会っていた。

　名前は尋たずねなかった──ここでは名前に意味はないからだ。子供たちはナンバーでしか呼ばれないし、ほとんど互いに顔を合わせることもないからだ。

「生まれた日になにをするの？」

「お祝いするんだよ。プレゼントもらって、ケーキ食べて」

「…………あの、ケーキって？」

「ケーキも知らないの？」

　少年は大声を上げる。彼女は恥ずかしくなった。つい最近まで外の世界で暮らしていたという少年と違って、生まれた時からここにいる彼女はなにも知らなかった。

　それにしても、誕生日というのは聞けば聞くほど楽しそうだった。

「誕生日、どこに行けばもらえるの？」

　彼女は真剣にそう言った。おかしな質問だとは思わなかった。

　少年はしばらく考えこんでいたが、やがておずおずと言った。

「どこでももらえないと思うけど……あの、もしよかったら、ぼくの誕生日、あげるよ」

　これもおかしな申し出だと分かったのは、ずっと後になってからだ。しかし、この時の二人はそれに気付かない。

　彼女は嬉うれしくなった。

「いいの？」

「うん。でも、一つしかないから大事にしてね」

「分かった」

　と、日ひ向な子こはうなずいた。

「ぼくの誕生日は……」

　少年はちょっともったいぶって言った。

「六月十六日」

　ろくがつじゅうろくにち。彼女は口の中で繰り返した。

（この日のことはわすれないようにしよう）

　と、彼女は心に決めた。

（きっといつまでもいつまでもだいじにおぼえているんだ）

「……そろそろ部屋に帰らなきゃ」

　少年は立ち上がった──もう夜も遅かった。

「また明日の夜話そう」

　彼女はうなずいた。

「うん、また明日の夜」

　昼間こんな風ふうに誰かと会うことは出来ない。会うとしたら夜中だけだった。

　もう一度彼に会うことは出来なかった。次の日、夜が更ふける前にクロノクレイドルはテリオンたちに襲おそわれたからだ。




　部屋の外から子供たちの悲鳴と足音が聞こえ、それにかぶさるように男のものらしい哄こう笑しようも響ひびき渡った。誰かが子供たちを殺している、と悟さとった瞬間、自分の部屋の隅すみにあった小さなロッカーにまっすぐ飛びこんだ。

　それっきり、膝ひざを抱えたまま動かなかった。

「たすけて、たすけて、たすけて、たすけて、たすけて……」

　彼女の唇くちびるは呪じゆ文もんのように同じ言葉を繰り返し続けていた。

　戦うことも逃げることも考えなかった。ただ誰かの救いの手を求め続けていた。




　どれほどの時間が経たったのか憶おぼえていない。

　彼女の部屋のドアも一度は開かれ、誰かが足を踏み入れた気配があったのだが、運良くロッカーの中にいた彼女は気付かれなかった。

　ふと、我に返った彼女は耳をそばだてる──外の世界は完全に沈ちん黙もくしていた。いくら待っても足音一つ聞こえなかった。

（外へ出なきゃ）

　何かを確かめなければいけない気がする。とても大事なことだ。しかしそれが何なのかいくら考えても思い出せなかった。何時間もの間、緊きん張ちようを強いられたせいでものを考えることが出来なかった。

　何度もためらってから、彼女はおそるおそるロッカーの扉を開けて外へ出た。

　そこは殺さつ風ぷう景けいな白い部屋だった。ベッドと机と彼女の潜ひそんでいた小さなロッカー。他には何もなかった。

　天井に近い嵌はめこみ窓から、光が差しこんでいる。すでに夜は明けている。外では雪が降り始めていた。

　彼女はぶるっと体を震わせた。館内の暖房も照明もすでに止まっている。彼女が着ているのは飾りのない白い上うわ衣ぎとズボンだけだ。ここの子供たちが皆着ている服だった。

　彼女は裸足はだしのまま部屋から廊下へ出る。ちょうどそこにテリオンが一人倒れていた。緑色の肌はだを持つ大おお男おとこで、手には柄えの長い戦せん斧ぷをしっかりと握りしめている。頭から背中にかけて一直線に恐ろしく深い傷が開いている。その体はほとんど真っ二つにされかかっていた。

　びくり、とその緑の背中が痙けい攣れんし、わずかに顔を上げて彼女を見る──まだ生きている。彼女は走って逃げ出した。

　普段、閉ざされているドアは全て開いていた。彼女は一つ一つドアを開けて確かめていく。どの設備も破壊され、蹂じゆう躙りんしつくされていた。大人おとなも子供も無む惨ざんな姿で倒れている。

　恐怖の中で気が付くと彼女は口を開いていた。

「たすけて、たすけて、たすけて、たすけて……」

　彼女はふと思い出す──あの子。

　昨日の晩、話した男の子。夜中にこっそり部屋を出て施設の中を歩き回っていた時、地下の空あき部屋で会った男の子。ここへはつい最近来たばかりだと話していた。彼女と同じように、夜中に出歩くのが好きだと言ったあの男の子。

　暗い部屋だったから、顔はよく分からなかった。でも、声は憶おぼえている。部屋の中に隠かくれていた時、あの子の悲鳴は最後まで聞こえなかった。

　彼女は地下への階段を降り、長い廊下を走った。途中、明らかにテリオンと分かる長身の男が血まみれで倒れている。彼女はその死体を避けて一番奥おくの部屋へ行く。ドアは細めに開いていた。

　暗い部屋の中には、誰もいなかった。

　彼女は膝ひざを抱えてうずくまった。もう歩き回る気力も残っていなかった。

「わたしの誕生日……六月十六日」

　ふと、彼女はつぶやいた。




　日ひ向な子こは目を開ける。夢を見ていたと気付くまで時間がかかった。

　彼女はベッドに横たわっている。慌あわてて右肩に触れると、厚く包ほう帯たいを巻かれている。着ているのもセーラー服ではなく、青い患かん者じや衣ぎだった。周囲には白いカーテンが引かれ、点てん滴てき台だいがベッドのそばに立っている。

　一応は医い療りよう施設にいるらしい。コンクリートの天井は茶色く変色し、ところどころにひびが入っている。かなり古い建物のようだった。カーテンの向こうには窓の輪りん郭かくがぼんやりと見えた。太陽が射しこんでいるところを見ると、夜は明けているらしい。

「わたしの誕生日……六月十六日」

　夢の中と同じように、彼女はつぶやいた。

（拓たく也や、だったんだ）

　昨日の晩、彼から記き憶おくの話を聞いた時、誕生日をくれたのが彼だと初めて分かった。

　もう一度、会うことはないだろうと思っていた──でも、この八年間、ずっと憶おぼえていられたのは、心のどこかでそれを期待していたからかもしれない。

　日向子はいつもと同じように「誕生日」の続きを口にする。

「最初の日から二千百三十三日……前の誕生日から三百六十五日……あ」

　今日が「誕生日」だった。もちろん、彼女の生まれた日とは関係がない。「最初の日」は彼から誕生日を貰もらった日だった。

　あの施設の子供たちは自分のものなどほとんど持つことは出来なかった。自分の持っているものをくれようとしたのは彼だけだった。だからずっと彼女はその日を忘れないようにしてきた。家族も友人もいない彼女にとって、自分も人であることを忘れないでいるための大事な記憶だった。

「……今日、誕生日だったんだ」

　突然、女の子の声が聞こえて日ひ向な子こは飛び上がりそうになった。いつのまにか、白いカーテンの合わせ目からむすっとした礼れ菜なの顔が覗のぞいていた。

「う、うん」

「おめでとうございます」

　その表情のままで彼女は言う。

「……ここは？」

「世せ津つ子こ先生の診しん療りよう所じよ」

　世津子先生って誰だろう、と日向子は思ったが、詳しく訊きける雰ふん囲い気きではなかった。

「……拓也は？」

「たく……」

　一瞬、礼菜は目を丸くしたが、ますます不ふ機き嫌げんそうな顔になった。

「ずっとここにいたけど、ちょっと警察に呼ばれて行った。戻ってくるまで、あたしに付き添えって頼んでったから、ここに来た」

　なんとなく日向子にも礼菜の仏ぶつ頂ちよう面づらの理由が分かった。いきなり夜中にここまで呼びつけられたのだろう。

「ありがとう」

　日向子が言うと、礼菜は首を横に振った。

「どうせ寝てなかったし、いい」

「……え？」

　その時、ドアの開く音が聞こえた。ばたばたと足音が聞こえて、礼菜の頭の上から拓たく也やが顔を出した。走ってきたのか、少し息が荒い。

「日向子、目を覚ましたのか？」

　日向子、という呼び方に礼菜は眉まゆをひそめた。

「……拓たくちゃん来たし、あたし帰るね」

　そう言い残して、礼菜の顔がすっと引っ込んだ。

「あ、うん。ありがとな。……って一人で大丈夫か？」

　カーテンの外から拓也の声がする。

「大丈夫」

　短い答えの後、彼女の出て行く足音が聞こえた。




　日向子を運びこんだのは東とう堂どう世津子の診療所だった。

　彼女はベッドに上半身を起こし、拓也はそばの椅い子すに座っていた。ドアの向こうの診しん察さつ室しつでは世津子が仮か眠みんを取っていて、何かあればすぐに起こすことになっている。

「……結局、オフリスがどうなったのかは分からないの？」

　話を聞き終えた日ひ向な子こは言う。拓たく也やはうなずいた。

　オフリスが去った後、彼は日向子を背負って急いであの場所から離れた。あのテリオンは間違いなく自分の戦器オニクスを回収しに行ったはずで、その後にもう一度戻ってくるかもしれない。もしもう一度見つかったら殺されてしまう。

　自宅まで日向子を運んだ拓也は和かず男おに事情を話し、和男が世せ津つ子この診しん療りよう所じよに連絡を入れてくれた。警察にも通報したが、日向子のことは伏せて「テリオンが人を殺すところを見た」とだけ話している。

　出来る限りのことを終えた後で、拓也は診療所を訪れた。和男は家に戻って休んでいるはずだ。もしなにかあれば連絡をくれることになっている。

「あの子は？」

　と、日向子は短く尋たずねる。あの亡くなった少女のことだ。拓也はぎりっと歯を食いしばった。

「警察が運んでいったらしい。でも、ああいう状態だし、何も持ってないから誰なのかはまだ分かってないって……」

　拓也は声を震わせた。まだあの無む惨ざんな姿が頭から離れない。顔も知らない少女だったということが、彼の怒りに拍はく車しやをかけていた。彼女が誰なのか分からないままでは、オフリスの発見が遅れてしまう。その間にまた誰かが殺されるかもしれない。

「俺も今日はこれから捜さがしてみようと思ってるんだ。この周りのことだったら、だいたいのことは分かるし」

　拓也は血まみれのオフリスを思い出して身み震ぶるいする。あんなものがこの近くに潜ひそんでいると思うだけで、いても立ってもいられない気分だった。

「……ただその前に、日向子に話を聞きたいと思って」

　と、彼は言った。

「俺が……というか、俺と礼れ菜ながどこにいたのか、知ってるんだろ？」

　沈ちん黙もくが流れた。日向子は目を伏せて考え込んだ。頭の中で話を整理しているらしい。長い話になりそうだった。

「……もともと、テリオンというのはこの世界からはいなくなる運命だった」

　と、低い声で話し始めた。




「彼らは個体としては人間より強いし長ちよう命めいだけど、繁はん殖しよく能力がとても低い。人間の社会が発達するにつれて彼らは埋まい没ぼつし、同どう族ぞく結婚を繰り返すか、あるいは人間との混こん交こうを行って、種族としての彼らは衰おとろえていった。あと数百年もすれば、どの種類のテリオンもいなくなっていたと思う……でも、そんな黄昏たそがれの種族の前に、戦器オニクスが現れて状況が変わった」

「戦器オニクスって日向子やオフリスが持ってる武器……だよな」

　彼女はうなずいた。

　ふと、拓たく也やは戦器オニクスから離れたとたんに異い形ぎようの体を失ったオフリスを思い出した。戦器オニクスがなければ、ごく普通の人間として生活していたのかもしれない。

「現れた……って、どこから？」

「それはわたしたちには分かっていない……テリオンにも分かっていないかもしれない。ある日この国のどこかから、百本ほどの戦器オニクスが見つかった、ということだけ……ただ、その機能だけは最初からはっきりしていた。あれは彼らのテリオンとしての肉体の真の部分を外側に出して、人間の部分を内側に押し込めてしまう。肉体を入れ替えるから、私たちはそれを反転……リトゥルネって呼んでいる。戦器オニクスは鍵かぎのようなもので、相あい性しようが合わなければ反転リトウルネは出来ない。わたしたちもテリオンも持っている戦器オニクスがそれぞれ違うのはそのせいなの」

「あの金色の剣けんも戦器オニクス？」

「あれは特別な戦器オニクス。わたしたちが使っているのは刃やいばの黒い『黒の戦器オニクス』。あの『金色の戦器オニクス』はその上位に属していて、全部で四つしかない。でも、それを扱える者はいなかった。あの戦器オニクスが求めるほどの力を秘めていなければ、肉体が反転しすぎてしまう。だから、オフリスも自分では絶対に抜こうとしなかったでしょう？　まして、普通の人間が抜いたら確実に死ぬわ……肉体が裏返って」

　拓也は息を吞んだ。

「それじゃ、昨日のあの子が死んだのも……」

「そう。彼女が……ううん、今までオフリスに襲おそわれた女の子たちはみんな、あの剣を握らされて亡くなったの……過か剰じような『反転』の結果として。普通の人間には戦器オニクスは危険なものだから」

　日ひ向な子こはわずかに目を伏せて、唇くちびるを嚙かんだ。今までオフリスの手にかかった何十人もの女の子も、彼女のように死んでいったのだ。

　そういえば、日向子は初めて戦器オニクスの話をした時、拓也には触らせようとしなかった。

「……話を戻すけど、戦器オニクスで力を得た彼らは、本能に従って互いに戦い始めた。人間たちも戦器オニクスの研究を進めていたけれど、そのうちの一ひと握にぎりの人間たちは考えたの。人間も自衛のために同じ力を持つことが出来ないかって。そして、彼らは本当に研究し始めた……民間の研究機関の暴走だったとか、公こう安あん警察が設立に関わっているとか、色々な話があるし、わたしもどれが本当なのか分からない。とにかく、戦器オニクスでテリオンと戦うことを目的とした秘ひ密みつ組織が生まれた……名前は『アルカ』。方はこ舟ぶねって意味」

「あの、なんで秘密にする必要があったんだ？」

　と、拓也は言った。

「だって、テリオンと戦う人間は必要だろ？」

　日向子はため息をついた。

「さっき、戦器オニクスはその肉体の人間とテリオンの部分を反転させるって言ったでしょう？　わたしや君の中にある外殻クラスタはテリオンと同じような性質を持つ細さい胞ぼうなの。わたしたちは人じん為い的に作られたテリオンのようなもの……そんなものを誰が許すと思う？」

　拓たく也やは納なつ得とくした。誰も許すはずがない。「災さい厄やく」の前のまだ平和な時代ならなおさらだろう。

「そうやって生み出されたのが『方舟の闘士アルカミレス』。最初の頃、彼らはテリオンとうまく戦っていた。追いつめていたのは人間の方だった……でも、そこで大変なことが起こってしまった」

　日ひ向な子こは一度言葉を切った。

「ばらばらに戦っていたはずのテリオンたちも、人間と同じようにと『組織』を作ったの……それが、『クランテリオン』。それで一気に情勢が変わってしまった。彼らはわたしたちだけではなく、人間そのものを相手にすることが出来た。組織を作った彼らが最初にやったことは、金色の戦器オニクスを使えるテリオンを見つけることだった」

「……そういうテリオンは見つかったのか？」

　日向子はうなずいた。

「名前はルスラン・ヴォルク。知られている限りでは、金色の戦器オニクスを使いこなす唯ゆい一いつのテリオン。わたしたちの間では、災厄の絶ぜつ星せいって呼ばれてる……そして、彼はその戦器オニクスを使って、街を一つ消してしまった」

　拓也は身震いした。災厄を引き起こしたのはたった一人のテリオン、という噂うわさは聞いていた。しかし──。

「……災厄って……戦器オニクスのせいだったんだ」

　一体どれほどの力を持つ武器なのか、拓也には想像も出来なかった。

「そう。他の金色の戦器オニクスにも同等の力があるって言われてるわ。だから、災厄を起こした後でテリオンたちはすぐに、金色の戦器オニクスを残らず集めていった。あの事件の何日か後、ここの隣となりの県にあった『方舟アルカ』の施設が襲おそわれたの。そこには金色の戦器オニクスのうちの一本が保管されていたから」

　日向子はふと遠い目をした。

「その施設がクロノクレイドル……わたしが育てられた場所」

　それから、拓也の顔を見つめた。

「多分、拓也と礼れ菜なさんもそこにいたんだと思う」
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「じゃ、俺たちのことも知ってるのか？」

　拓也は思わず身を乗り出した。日向子は首を横に振った。

「ううん。知っている、というほどじゃないの。礼菜さんには会ってないし、拓也とも襲しゆう撃げきの前の日に一度話しただけ。その前は見かけたことはなかったから、二人とも襲しゆう撃げきされる何日か前にどこかから送られてきたんだと思う」

「どこか、っていうのは分からないんだよな？」

　拓たく也やはがっかりして言った。日ひ向な子こはかすかにうなずく。

「あの施設に残っていたデータはほとんど破壊されてしまった。だから、二人がその前にどこにいたのか、どういうコンセプトで開発されて、どういう手術が行われたかも全く分わからない。もう調べようがない」

「開発…………」

　拓也は思わず彼女の言葉をなぞった。あのテリオンが言った通り、自分はただの人間ではないらしい。すると、日向子が珍めずらしく慌あわてたように言った。

「でも、わたしたちも外殻クラスタを身にまとえるという以外は、普通の人間となにも変わらない。そのまま人間として生活していけるわ」

　拓也は黙って先を促うながした。とにかく、今は先を聞くのが先決だった。

「クロノクレイドルは次世代のアルカミレスを作り出すための施設だった。彼らの最終目的は『完かん璧ぺきな戦士を作り出すこと』だったと思う。それを目指して、子供たち一人一人にそれぞれ違う手術と教育を施ほどこしていた」

「完璧な……戦士？」

「わたしの外殻クラスタが全身を覆おおっていないのは気が付いたでしょう？　程度の差はあるけど、他のアレカミレスも同じ。肉体を百パーセント武装出来る戦士は存在したことがないの。もともと人間の体と外殻クラスタは相あい容いれないから。でも、ひょっとして子供だったら、うまく適応して完全なアルカミレスになれるかもしれない。そういう風ふうに考えたんだと思う」

　淡たん々たんと日向子は説明し続ける。子供たちを使って人じん体たい実験を行っていた、という風にしか聞こえない。確かに存在を公おおやけに出来るようなまともな組織ではない。

「でも、その試みはうまく行かなかったらしいわ……わたしの知っている限りでは、誰だれ一人完璧なアルカミレスにはなれなかった……わたしも含めて。そして、最後には──」

「──テリオンに襲おそわれた」

　拓也が言うと、日向子はうなずいた。

「あの事件で助け出された生存者はわたし一人だった……そして、名前の分からない行方ゆくえ不明者が二人」

　日向子はそう言いながら拓也を見た。

「俺と……礼れ菜な、か」

　ようやく拓也も気付いた。だとすると、礼菜もまた拓也と同じようにアルカミレスとしての「調整」を受けていることになる。

「きっと、拓也たちはうまくテリオンから逃げてクロノクレイドルを出たんだと思う。それでこの町まで歩いてきたんでしょうね」

「なんで俺たちがそこの組織だって分かったんだ？」

「見つかった時、拓たく也やは飾りのない白い服を着て、裸足はだしだったって言ったでしょう？　あの時、あそこにいたほとんどの子供たちはその服装だったわ。それに施設はここから二十キロぐらい西にあった……無理をすればどうにか子供でも歩き通せる距離だと思う」

　拓也はうなずいた。そうして無理をした結果、礼れ菜なはあの山で倒れてしまったのだろう。

「わたしと拓也たちだけがあの夜を生き延びて……」

　ふと、日ひ向な子こは言葉を途と切ぎれさせた。

「……正確にはもう一人いる──オフリス・ペインキラー。襲しゆう撃げき側で生き残った唯ゆい一いつのテリオン」

「襲撃側……？」

「あの時、わたしはずっと部屋の中に隠かくれていた。外に出てみるとみんな死んでいた……人間も、テリオンも。人間を襲おそったのはテリオンだけど、そのテリオンを倒した者が他にいるの。オフリスはその誰かに斬きられたみたい」

　拓也はオフリスの背中にあった異い様ような傷きず跡あとを思い出した。

「…………誰が斬ったんだ？」

「さあ……倒れていたオフリスをわたしも見たけど、あいつを斬った相手はもういなかった。オフリスは自じ力りきで起きて、そもそもの目的だった金色の戦器オニクスを持って引き上げていった。『方舟アルカ』の上層部は襲撃側のテリオンの中でなんらかの仲なか違たがいがあって、殺し合ったんだと結論づけたの」

「でも、その施設にもアルカミレスがいたんだろ？　そのうちの誰かが連れん中ちゆうと戦ったっていうのは……」

　日向子は首を振った。

「あの施設に一人前のアルカミレスはいなかったわ。わたしたちのような子供ばかりで、後は研究者だけだったから。満足に戦器オニクスを扱えるような者は、いなかったと思う」

「じゃあ、今、オフリスはその剣けんを持ち出して、なにをしようとしてるんだ？　八年前に自分がクロノクレイドルから持ち帰ったものを、今度は自分が持ち出したのか？」

「わたしたちにもよく分からないの。でもオフリスはわざわざあの剣を使って人を殺してる。あいつは人を殺すことを好むけど、殺したいだけなら他にいくらでも方法があるはず。八年前のクロノクレイドルで起こった出来事と関係しているような気がするんだけど……具体的には……」

　彼女は口をつぐんだ。オフリスは拓也にもなぜ女の子たちを殺しているのか話さなかった。よほど大事な理由があるような気がする。

「オフリスの動機は分からない。でも……場合によっては、ルスラン本人があの剣を取り返しに来るかもしれない。ルスランはクランテリオンで、裏切り者を粛しゆく清せいする役割を担になっている。もし、そこでオフリス・ペインキラーが抵抗して、ルスランがこのあたりで本気で戦い始めたとしたらどうなると思う？」

　拓たく也やは思わず想像してしまった──この町は消えるかもしれない。家も、学校も、人間も、何もかも。とにかく一刻も早くオフリスを見つけ、倒さなければならない。

　日ひ向な子こは拓也の目を見つめた。迷いのないまっすぐな視線だった。拓也も彼女から目をそらさなかった。

「だから、君には是ぜ非ひ……」

　拓也は最後まで聞く前にうなずいていた。もちろん俺も戦う、と言いかけた時、

「……手を引いてほしい」

　と、日向子はきっぱり言った。彼は自分の耳を疑った。

「はあ？　な、なんだよそれ。何言ってるんだよ？」

「手を引いてほしい。聞こえなかった？」

　日向子は硬い表情で言った。

「その……俺だって一応はその……アルカミレスだろ？」

　そう言った途と端たん、ぴくっと彼女の唇くちびるが震えた。なにか必死で感情を抑えこんだように見えたが、表情は変わらなかった。

「拓也にはナンバーがある？　左肩のところ」

「え……ナンバー？」

　日向子は患かん者じや衣ぎの襟えりに手をかけると、ぐいと押し広げた。つややかな白い肌はだがあらわになり、拓也は目と口を開けたまま動けなくなった。

「見て」

　彼女は不自由な体を動かして左肩を拓也の方に晒さらす。拓也はくっきりとした胸の谷間をなるべく見ないようにしながら、肩の方だけに視線を集中する──確かに「Ｒ─９」という黒い刻こく印いんがあった。

「これがナンバー。アルカミレスの正式な証あかし。これがなければ、認められてないということ」

　拓也は何も言えなくなった。自分にはそんなものはないし、礼れ菜なにもないはずだ。もしそんなものがあったら、とっくに気が付いている。

「やっぱり」

　と、日向子は言った。

「アルカミレスにも個性があるし、使える戦器オニクスを特化するために調整されている場合もある。でも、私が使っている百視剣アルゴスガノンは誰でもそこそこ使うことが出来る、初心者用ようの戦器オニクス。あれが全く使えないなんて、正式なアルカミレスだったらまずありえない。外殻クラスタの調整が狂っているか、全く才能がないかのどちらかだと思う」

　拓也は包ほう帯たいでぐるぐる巻きにされた自分の右腕を見下ろした。「初心者用の戦器オニクス」でこの結果だ、と思うと情なさけなかった。

「君は足手まといなの。一緒にいられたら、こっちが迷めい惑わくする」

　彼女の言葉がぶすりと胸に突き刺さる。

「で、でも、さっきは日ひ向な子こを助けただろ」

　あまり恩おんを着せるようなことは言いたくなかったが、そこまで言われて黙っている気にはなれなかった。

「それには感謝してる。でも、あれはまぐれだと思って。反転リトウルネ出来ないアルカミレスがこれからどうやって戦っていけるの？」

　本ほん音ねでは彼女の言うとおりだと思った。オフリスが真剣に攻撃してきたら、生き残れるとは思えない。外殻クラスタを身にまとえなければ、ただの人間と変わらない。でも──。

「じゃあ、俺もその調整とかをすれば戦器オニクスを使えるかもしれないだろ？　どこかでそういうことが出来るんだったら、俺」

「それは無理」

「無理って、やってみなきゃ分からないだろ」

「もう誰も、アルカミレスにはなれない」

　と、彼女は静かに言った。

「もう『方舟アルカ』という組織はほとんど壊れているから」
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「え……」

　拓たく也やは絶ぜつ句くした。

「主要な施設はほとんど破壊されてしまったし、新しくアルカミレスを作り出せる人間も、調整出来る人間も残っていない。情報網もうもまともに機能していない。私を含めて、生き残っている現役の戦士は五人もいないし、みんな散り散りで連絡も取れない……テリオンと戦う任務を遂すい行こうしているのも、もうわたし一人」

　日ひ向な子こは言葉を途と切ぎれさせた。

「わたしたちはもうテリオンに負けたの。後は彼らに狩られるのを待つだけ。近いうちに、多分、殺される、と思う」

　拓也ははっと息を吞んだ。学校の屋上での彼女の言葉──。

（なにが起こるか分からない……すごく遠くに行って、戻ってこないかもしれない）

　それはそういう意味だったのか、と彼は思った。彼女は死を覚かく悟ごしているのだ。

　だとしたら、ますます彼女を一人にする気にはなれなかった。

「あの、俺……」

　その時、病室のドアが開いた。顔を覗のぞかせたのは白はく衣いを着た世せ津つ子こだった。少しまぶたが腫はれぼったいのは、寝ね不足のせいだろう。

「ごめんなさい。話し中に……拓也くん。今、篠しの宮みやのおじさまから電話があったの」

「なんかあったんですか？」

「安全対策庁ちようの人が来てて、拓也くんから話を聞きたいって言っているそうよ。テリオンのことみたい。今すぐ戻ってほしいって」

　それだけ言うと、世津子はドアを開けたまま立ち去った。

　拓也は日向子のベッドを振り返る。まだ話したいことはあったが、いくらなんでもその電話を無視するわけにはいかない。

「……俺、一度家に帰らなきゃいけなくなった。すぐここに戻ってくるから」

「来なくていい」

　寒々しい声で日向子は言った。一瞬、拓也と彼女の目が正面からかちりとぶつかった。しかし、彼女はすぐに視線を避けてしまう。

　拓也は黙って病室の外へ走り出した。
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　有線放送からはうるさいほど「テリオンに気を付けて、無用な外出は控えましょう」という注意が流れている。拓也は診しん療りよう所じよから自分たちの家へ続く国道を歩いていた。警察の車両がひっきりなしに通り過ぎていくが、トラックや乗用車もいつものように走っている。この一帯が封ふう鎖さされたり、非常線が張られている様よう子すはなかった。

　どうやら警察は古こ滝たき市にオフリスはいないと考えているらしい──さっき警察で事情聴ちよう取しゆを受けた時に聞いた話では、隣となりの四よツ宮みや市の方で厳げん戒かい態勢を取っているようだった。

　拓たく也やは礼れ菜なのことを考えていた。

（……もし知ったら、ショックだよな）

　ただの人間ではなく、テリオンと戦うために「調整」されたアルカミレスだ──などと言われても混乱するに違いない。しかし、これだけ重要な秘密を知ってしまった以上、話さないわけにも行かない気がする。

　答えが出ないうちに、見慣れた自分の家が見えてくる。門の前には制服姿すがたの礼菜が立っていた。携帯の時計を見ると、まだ少し登校時間には早かった。

　声をかける前に礼菜がこちらに気付いた。

「お、拓たくちゃん」

　礼菜が軽く手を挙げた。拓也が近づくのを待って、彼女は言った。

「……久く慈じさんは？」

　彼女には自分たちがテリオンに襲おそわれたことと、知らない女の子が亡くなったことしか話していない。

「うん……とりあえず大丈夫だよ。さっきはありがとな」

「別に……」

　礼菜は奥おく歯ばにものが挟まったような言い方をする。

「お前はこんなところでなにやってんるだよ」

「友とも典のりくん待ってるの。一緒に学校行こうって」

「学校？　こんな日に？」

「あたしも友典くんにそう言ったんだけど、『うちの学校が一番安全だ』って」

　確かに友典の言うとおりかもしれない──このあたりでは藤とう堂どう学園が一番テリオンに侵しん入にゆうされにくいだろう。

「拓ちゃんと久慈さんはさあ」

　ふと、礼菜が口を開いた。いつになく真剣な目つきに、拓也は身構えた。

「いつから名前で呼び合っちゃってるの？　『日ひ向な子こ！』『拓也！』とか言って」

　まるっきり似ていない物もの真ま似ねで礼菜は言った。

「昨日の夕方にこそこそ出てったのも、久慈さんとデートだったんだね……」

「はあ？」

　彼は呆あきれて言った。

「お前、そんなどうでもいいこと気にしてたのかよ？」

　途と端たんに礼菜は不満げに唇くちびるを尖とがらせた。

「じゃあ、なにがどうでも良くないのか教えてよ。なんか分かんないけど、あたしに隠かくしてるでしょ？　それともあたしには言えないようなこと？」

　拓たく也やは言葉に詰まった。やはり礼れ菜なにも自分の日ひ向な子こから聞いたことを話した方がいいかもしれない。オフリスはクロノクレイドルの出身者に殺意を抱いていた。拓也たちと同じように、礼菜も危険であることには変わりないのだ。

　彼は覚かく悟ごを決めた。

「礼菜、あのさ……」

　拓也は話し始めた。




　拓也はここ数日で自分が知ったことを礼菜に伝えた。

　日向子がテリオンと戦うアルカミレスであること、自分たちも彼女と同じクロノクレイドルの出身者で、八年前のテリオンの襲しゆう撃げきの時に逃げ出してきたこと──。

　礼菜は無表情に拓也の話を聞いていた。ほとんど相づちも打たない。あまりにも反応がないので、拓也は途中から心配になってきた。

「……あの、礼菜？」

　おおよその説明をした後でおそるおそる呼びかけると、礼菜はハッと我に返ったように拓也を見た。

「あ、話終わった？」

「うん……だいたい……」

「あ、そう。分かった」

　沈ちん黙もく。礼菜は両手を組んで大きく伸びをしてから、ふと二階の自分の部屋を振り返った。

「あ、あたし部屋にバッグ置いてきちゃったな」

　礼菜は独り言をつぶやいた。緊きん張ちようして礼菜の反応を窺うかがっていた拓也はじりじりしてきた。

「…………おい」

「ん？　なに？」

「……それだけ？」

「それだけって？」

「他になんか感想ないのかよ？　もっと訊ききたいこととか？」

「ない」

　彼女は胸を張って即そく答とうする。なんのためらいもなかった。

「ないんだ…………」

　拓也は啞あ然ぜんとした。

「だってもうどうでもいいじゃん。昔のことはもう忘れちゃってるし、あたしたち関係ないところで生活してるし」

「関係ないって……オフリスがこのへんにいるんだぞ？　それで昨日は死んだ人も……」

「それ、拓たくちゃんが目の前で見ちゃったからショック受けてるだけじゃないの？」

「え……」

「確かに大変なことだったと思うけど、それってあたしたちがどうにかするもんなの？　結局、はっきりしてんのって拓ちゃんとあたしがなんにも出来ないってことだけでしょ。ナンバーのない人はなんとかミレスとしては落ちこぼれって話だったじゃん。久く慈じさんにもはっきり言われたんでしょ？　足あし手でまといだって」

　落ちこぼれ。足手まとい。

　拓たく也やはなにも言い返せない自分に気付く。礼れ菜なの言うことは正しい──と認めざるを得なかった。

「あたし、この世界がどうとか、テリオンがどうとかよく分かりません！　明日の授業とか日曜どこ行こうとかあの服ふく欲しいとかそういうのでいっぱいいっぱいだし、それで満足なんだよ。それじゃダメなのかな」

　ふと、礼菜は拓也を見つめる。どこか憂うれいを帯びた目だった。

「……拓ちゃんは、そういうあたしを守ってくれないのかな」

「礼菜……？」

　その時、どこかから軽いエンジン音が聞こえてくる。顔を上げると、自分たちが歩いてきた道を傷だらけのスクーターが走ってきた。

「よう、拓也、礼菜」

　乗っているのは友とも典のりだった。スクーターは拓也の手前で停まる。

「友典くん、おはよう」

「もう出られるか？」

「うん……っていけね。バッグ取ってくるっ」

　礼菜は門を開けて玄関へ走っていってしまった。拓也と友典はなんとなくその背中を見送った。

「お前の親父おやじさん、大変じゃないのか？」

　と、拓也は言った。テリオンがこの町に現れたのだ。今まで古こ滝たき市の「安全」を売りにいくつかの事業を行っていた剛たけ広ひろは大打撃を被こうむっているはずだ。

「どうだろうな……一昨日おとといの晩から顔見てないからさ」

　吐き捨てるように友典は言った。一昨日友典は久しぶりに父親と食事をしたが、そのまままたホテルに戻ったらしい。

「……少しは酷ひどい目に遭あった方がいいんだよ、父とうさんも」

　暗い目で彼はつぶやく。

「え？」

　拓たく也やが聞き返すと、友とも典のりは話題を変えた。

「そういえば、さっき世せ津つ子こおばさんの診しん療りよう所じよに寄ったら久く慈じがいたけど？」

「うん。ちょっと怪け我がしてさ」

「ふ────ん」

　友典は「色々訊ききたいことはあるけれどとりあえず何も言わないでおく」という顔をした。拓也は「悪いけどそういうことだからよろしく」という風ふうにうなずいた。

「それで、お前は学校行かねーの？　あ、また警察に行くのか？」

　どうやら友典も「拓也がテリオンを見た」ということは知っているらしい。

　拓也は首を横に振った。

「今、安全対策庁ちようの役人が来てるんだって。これから話さなきゃいけないんだ」

　安全対策庁、と言った途と端たんに友典の顔が曇った。彼は拓也に顔を近づけて、低い声で言った。

「……高たか橋はしって奴やつだったら、あんまり信用すんなよ」




　拓也が居間に入ると、和かず男おと背の低いスーツ姿の男が座ざ卓たくを挟んで向かい合っていた。どうも、と拓也はお辞じ儀ぎをする。相手は高橋です、と名乗った。

　拓也は和男の隣となりに座る。なぜか和男は苛いら立だっている様よう子すだった。

「ですから、どうしてこの町にもっと警察を寄よ越こして検けん問もんなりなんなりをしないのかと聞いとるんです」

　和男が言うと、高橋は肩をすくめた。

「さっきからご説明しているように、我々と警察との合同捜そう査さ本部は、オフリスは四よツ宮みや市へ逃げた可能性が高いという判断を……」

「しかし、うちの土地は古こ滝たき市の中にありますが。古滝市にテリオンが出たということには変わりない。第一、テリオンが四ツ宮へ逃げたとは限らん。あの山を四ツ宮の側へ降りたとしても、少し下ったところにぐるっと古滝方面に回れる山道もありますからな。この町におる者なら、誰でも知っとることです」

　高橋は取り合う様よう子すもなく、目を細めてかすかに笑った。

「……ちょうど彼も戻ってきたところですから、彼に聞きましょうよ」

　彼は拓也の方に向き直った。

「君が見たというテリオンは、四ツ宮の方から来て、四ツ宮の方へ逃げたんだよね」

「え、まあ……そうですけど」

　拓也は曖あい昧まいにうなずいた。確かにオフリスが現れたのも、帰っていったのも四ツ宮の方角だった。

「でも、そっちの方角へ行くのを見ただけですから」

　一瞬、高たか橋はしは鼻はな白じろんだような表情を浮かべた。

「君はテリオンと話していないんですよね」

「…………はい」

　警察にはそう言わざるを得なかった。もし「話した」と言えば、どうしてオフリスから逃げることが出来たのかを聞かれるに違いない。それを説明すれば、アルカミレスについて触れないわけにはいかなかった。

「テリオンが古こ滝たきにいると話したのなら話は別ですが、そうではないんですよね」

　拓たく也やは黙っていた。オフリスはどこにいるとは言っていなかった。そもそも、話したとしても、相手が自分の居い場所をべらべらと喋しやべるはずがない。この高橋はそれを知っていて拓也に尋たずねているのだ。

「それじゃ、やっぱり四よツ宮みやへ逃げこんだと考えるのが妥だ当とうではないですかねえ？」

　拓也と和かず男おはちらりと顔を見合わせた。なんとなくこの役人はこの町にテリオンがいないことにしたがっている気がした。高橋を信用するな、という友とも典のりの言葉を拓也は思い出した。

「あの、俺もこの町にいないって言い切れない気がするんですけど」

「どうしてそう思うんですか？」

　不ふ機き嫌げんそうに高橋が言う──と、その時、

（あんた、ただの人間じゃないか）

　オフリスの言葉が拓也の脳のう裏りに蘇よみがえった。

「…………え？」

　拓也はかすかに声を洩もらした。どうしてあの時オフリスは拓也が人間だと分かったのだろう？　どうして日ひ向な子この仲間のアルカミレスだと思わなかったのだろう？　彼女の戦器オニクスを持っていたというのに。

（あいつ、俺がこの町に住んでるってもともと知ってたんじゃないのか）

　ただの高校生だと思っていたからこそ、拓也が外殻クラスタをまとった時にあんなに驚いたのではないのか。

「……どうかしましたか？」

　高橋と和男が拓也をじっと覗のぞきこんでいた。

（あいつはこの町の中にいる……それも、俺たちのすぐそばに）

　オフリス・ペインキラーはあらゆる人間に擬ぎ態たい出来る。拓也の周りにいる人間になり変わっているかもしれない。

「ちょっと出てきます！」

　拓也は立ち上がる。和男の制止を背中に聞きながら、彼は家から飛び出していった。




　拓也は東とう堂どう診しん療りよう所じよにとって返した。

　人ひと気けのない待合室に入ると、ちょうど紙かみ袋ぶくろをぶら下げた世せ津つ子こが奥の病室から現れたところだった。

「あ、拓たく也やくん」

　世津子は笑顔で彼の方に近づいてきた。

「あの……日ひ向な子こは？」

「今、着替えてるわ……無理しないでって言ったんだけど。どうしても寝ていられないって」

　彼女は紙袋を床に置くと、かけていた眼鏡めがねを拭ふいた。

「たった今、篠しの宮みやのおじさまから電話があったわよ」

　途と端たんに拓也は緊きん張ちようする。

「あの……なんて言ってました？」

「心配してらしたわ。多分、そっちへ行ったからよろしくって言われちゃった」

　世津子は長なが椅い子すの一つに腰を下ろして、拓也にも座るよう促うながした。彼は向かいにある別の椅子に座った。

「拓也くん、どうして自分の名前が『拓也』なのか、聞いたことある？」

「なんですか、急に」

　しかし、世津子はただ無言で拓也を見つめている。彼は戸と惑まどいながら首を横に振った──聞いたことがなかった。

「おじさまのご夫ふう婦ふには、子供が授さずからなかった……それは知っているわよね。でも、お二人でどういう名前を付けるか、よく話し合ってらしたみたいなの。『拓也』というのはね、男の子が生まれたら付けるおつもりだった名前なのよ」

　世津子は手を伸ばして、拓也の腕を軽く叩たたいた。

「いい名前だと思わない？……わたしは好きよ」

　あなたは和かず男おの息子むすこのようなものなのだと遠回しに言われた気がした──だから、あまり心配をかけないように、と。

「礼れ菜なも俺のじいさんが付けた名前なんですか？」

　と、拓也は尋たずねた。

　世津子は目を瞠みはった。

「あら、それも知らないの？……礼菜ちゃんはね、自分で名乗ったのよ」

「え？」

　拓也は自分の耳を疑った。

「あいつ、名前憶おぼえてたんですか？」

「いえ、ちょっと違うの……あれは最初に意識を取り戻した後だったかな。わたしが名前を訊きいたら、イレーナ……なんとかって答えたのね。外国の名前だったから、きっと本当の名前じゃなくて、なにかのお話に出てくる名前を憶えてたんじゃないかしら。でも、響ひびきがいいからって、おじさまが漢字を当てたの。『礼れ菜な』も可愛かわいい名前よね」

　世せ津つ子こは同意を誘うように小首をかしげる。拓たく也やは考えこんでいた。礼菜がそういうことを憶おぼえていたのは気にならない。

　しかし、どうして今までそれを拓也に一度も言わなかったのだろう？　名前すら記き憶おくにない拓也に気を遣つかったのかもしれない──それにしても少し気になる。

「あ、そうそう。拓也くん、これを憶えてる？」

　世津子はさっき床に置いた紙かみ袋ぶくろから中身を取り出すと、長なが椅い子すの上に広げる。飾りのない白い上うわ着ぎが二着出てきた。大きさからすると子供用らしい。

「これって……」

　拓也は指で触れた。もちろん見覚えがある。

「そう。あなたたちがこの町に来た時、着ていた服よ。おじさまがここにあなたたちを運んできた時、わたしが着替えさせたでしょう？　その後洗せん濯たくして、わたしもそれっきり忘れてたの。さっき、奥の彼女と話した時、拓也くんたちも最初ここに来たって言ったら、もし服が残ってたら見せてほしいって言われて……」

　日ひ向な子こがなにをしたかったのか拓也には分かった。本当に拓也と礼菜が自分と同じ施設にいたか確かめたのだろう。

「……彼女も同じところにいたんですって？」

　拓也はうなずいていいものか迷っていると、世津子は笑いかけてきた。

「大丈夫よ。わたしは誰にも話さないから」

「……すいません」

　拓也は自分たちの着ていた二枚の服を見比べた。あれから、ずいぶん長い時間が経たってしまった。

「……あれ？」

「どうしたの？」

「これって両方とも本物なんですか？」

「ええ、もちろん。こっちが拓也くんで、こっちが礼菜ちゃんだったかな。いいえ、逆だったかしら。とにかく、二人ともまるっきり同じ服で……」

「礼菜は赤い服だったと思うんですけど」

　拓也は雪の中に倒れている礼奈の姿を今でもはっきりと思い出せる。一面の白の中でも、くっきり浮かび上がるような赤い服を着ていた。

「それは……」

　世津子はかすかに眉まゆをひそめた。奇き妙みような沈ちん黙もくが流れ、拓也は戸と惑まどった。

「いいえ。二人とも同じ服よ」

「でも、間違いないです。色が違う。礼菜の方は赤かった」

　世せ津つ子こは言いにくそうに付け加えた。

「礼れ菜なちゃんの服だけ、血だらけだったの」

「血？　でも、あの時とき礼菜は怪け我がなんか……」

「いいえ、あの子の体にはどこにも傷はなかったわ。きっと、他の誰かの血でしょうね」

　日ひ向な子この話では、クロノクレイドルでは大おお勢ぜいの人間が死んだらしい。きっと、その犠ぎ牲せい者たちの血に違いない。

「あなたたちは大変な目に遭あったのね」

　拓たく也やは無言で立っていた。確かに大変な目には遭っているのかもしれない。ただ、どうして礼菜の服にだけ血がついてるのか、それだけは分からなかった。
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　日向子はベッドから降りると、深く息を吸った。制服のスカートの上に世津子から借りたブラウスを着ている。

　左手には百視剣アルゴスガノンを手にしている。

「反転リトウルネ」

　その言葉を合図に白い鎧よろいが全身を包んでいった。彼女は怪我をした右肩に手を添える。傷はむろん塞ふさがっていない。外殻クラスタの助けを借りれば動かせないことはないが、しばらく左手で剣けんを扱うことになりそうだった。

　変身したのは体力の回復を確かめるためだった。半日休やすんだおかげで、それなりには戦うことが可能だった。問題はこの戦器オニクスの能力を解放できるかどうかだった。今の状態ではもう少し待った方がいいかもしれない──。

　一人で戦わなければならないのだから。

　その時、病室のドアが開く。振り向くと拓也が立っていた。

「なにしに来たの」

　日向子は努めて冷れい淡たんに言った。心のどこかでほっとしている自分がいる。それが恥ずかしかった。

　拓也はドアを後ろ手に閉めて、日向子の方へ近づいてくる。

「来なくていいって言ったでしょう？」

　彼を拒むたびに胸が痛んだ。

　昨日の晩は仕方がなかった。ああしなければ全員殺ころされていただろう。しかし、戦器オニクスを扱えない拓也を、これ以上テリオンとの戦いに巻き込む気にはなれなかった。こんな風ふうに彼を拒み続ければ、彼女がいなくなった後も彼の中では「いい思い出」として自分を憶おぼえていてくれないかもしれない。しかし、かつて自分に誕生日をくれた彼を先に失うのは考えたくなかった。

　彼女は心を鬼おににした。

「……早く出て行って。わたしは忙しいの」

　拓たく也やはその場を動かなかった。強い意志の籠こもった目に彼女は気け圧おされた。

「オフリスは俺たちのすぐ近くにいるかもしれない」

「え？」

　日ひ向な子こは思わず聞き返した。




　拓也は自分が思い付いたことを話していった。

　オフリス・ペインキラーがもともと拓也を何者なのか知っていた──それはオフリス・ペインキラーが拓也や礼れ菜なに近い人物に擬ぎ態たいしていることを示し唆さしている。

「すぐ近くにいるとしたら、俺たちも無関係ってわけに行かないだろ？　それに、あいつはクロノクレイドルの生き残りを殺すって言ってた。だったら、俺たちも狙われる対象に入ってるはずだ」

　日向子は外殻クラスタを身につけたまま、身じろぎせずに聞いていた。確かに拓也の話は筋が通っている。むしろ気が付かなかった自分を日向子は恥じた。

「…………確かにそうね。そこまで考えなかった」

　日向子が沈んだ声で言うと、拓也は首を横に振った。

「別に日向子のせいじゃないよ……俺が気にしてるのは、礼菜のことなんだ」

　日向子ははっと胸を衝つかれた。拓也は迷いのない眼まな差ざしを彼女に向けている。

「礼菜は自分が誰かなんてどうでもいいし、このまま普通に暮らしてくことを望んでる……でも、オフリスは俺がクロノクレイドルの生き残りだって気が付いた。礼菜もそうだってすぐに気付くはずだろ。だから、一刻も早くオフリスを見つけて倒したいんだ」

　ふと、日向子の胸がかすかにうずいた。

（きっと、昔の拓也もこんな風ふうに、あの子と一緒に行ったんだ）

　あのクロノクレイドルで、拓也と礼菜の間になにがあったのかは分からない。きっと一晩話した日向子などよりも、二人はずっと親しかったのだろう。

「ああいう性格だけど、礼菜は俺の家族なんだよ。俺は日向子の役に立たないかもしれないし、かえって足あし手でまといかもしれない……でも、俺は礼菜を守るためになにかしたいんだ」

　八年前、彼は日向子ではなく礼菜と一緒に逃げ出した。その時もこんな目をしていたのだろうと彼女は思った。もしあの時、自分が彼と一緒に逃げ出していて、何年も一緒に過ごしたとしたら、自分のことを必死に守ってくれるのだろうかと彼女は思った。

　日向子はかすかな苦にがみを切り捨てるように決心した──礼菜の望みのために、礼菜の望みを叶かなえようとする拓也のために、自分が二人を守る。

「分かった。君にも手伝ってもらう。二人で協力して、なるべく早くオフリスを倒そう」

　拓たく也やの顔が明るくなった。彼の笑顔が見られるのは嬉うれしかったが、同時にちくりと胸が痛んだ。

「まず、昨日亡なくなった彼女が誰か調べるところから始める。オフリスは彼女の周囲にいたはずだから、彼女の身元が分かればあいつの居い場所も特定しやすくなる」

「調べるってどうやって？」

　と、拓也は尋たずねる。日ひ向な子こは自分の額ひたいを人差し指で指した。

「わたしはこの何日か、オフリスを捜さがすためにこの付近一いつ帯たいを歩き回っていた。駅や学校や病院のような、人が多く集まるところでなるべく多くの人の顔を見てきた。二万人ぐらいは見たと思う。どこかで彼女の顔も見ている可能性が高い」

「二……万？」

　拓也は呆あきれたように聞き返した。

「そんな大おお勢ぜいの人の顔なんかいちいち憶おぼえていられるワケないだろ」

　日向子は首を振った。

「わたしの脳は一定期間の視覚と聴覚の情報を全て記憶出来るように『調整』されている。フォトグラフィックメモリーのようなものだけど、人格に影えい響きようが出ないように普段はその大たい半はんを封ふう印いんされているの。戦器オニクスによって能力を引き出せば、その記憶から必要な情報だけを探し出すことが出来る……それが『検索エグザミネ』」

　日向子の能力は「脳の情報処しよ理り能力を極限まで高める」ことだ。これも能力の一いつ端たんだった。

　彼女はまず探すべき情報──この場合はあの少女の容よう姿しをしっかりと思い浮かべた。髪かみ型がたと服の情報はカットする。身長と体型。顔の輪りん郭かくや目め鼻はなの位置。それにほくろなど。

　目を閉じて精神を集中させていると、拓也が話しかけてきた。

「あのさ、それって危なくないのか？　なんか心配になってきた」

「大丈夫」

　日向子は短く答えたが、体調が万ばん全ぜんでない状態で行わないようにと言われている。

（でも、時間が惜しい）

　こうしている間にもオフリスが礼れ菜なを見つけてしまうかもしれない。なんとしてもあのテリオンよりも先に行動しなければならないのだ。

　日向子は呼吸を整えて、鼓こ動どうの高鳴りを抑える──そして、低くはっきりとつぶやいた。




「検索エグザミネ」




　突とつ風ぷうに似た衝しよう撃げきに襲おそわれて脳が軋きしむ。極ごく彩さい色の情報の壁が彼女の視し界かいいっぱいに広がった。「壁」は無数の人間の顔で成り立っていた。老ろう若にやく男なん女によ、表情の異なるさまざまな顔が彼女の周囲を激しく回転していた。

　日ひ向な子こが少女の容よう姿しを強く思い浮かべるたびに、膨ぼう大だいな数の「顔」はふるいにかけられて取しゆ捨しや選択されていく。まず大人おとなと子供が消え、次に男性が消え、さらに容よう姿しに合がつ致ちしない「顔」が消えていく。

　やがて、暗くら闇やみに浮かんでいる「顔」は一つだけになった。




　突然、一つの記き憶おくが「再生」され始める──バスケットゴールと金かな網あみの向こうに校舎の二階の窓が見える。ほどなく、三階から女子生徒が急ぎ足で降りてきた。色の白い女の子で、目元にはぼんやりと泣きぼくろらしいものが見える。髪は肩にかかる程度だった。ブックバンドでまとめた教科書やノートを胸の前に抱えている。

　金網のせいで少し見えにくいが、日向子が最初に思い浮かべた容姿とほとんど一致していた。もちろん、この時の日向子は女子生徒の存在など意識していない。視し界かいに「映っている」だけだった。

　彼女は二階の廊下を歩いていく。どこかに行く目的があるのか、足取りはしっかりしている。不意に日向子は空に視線を移す──完全に少女の姿が視界から外れたところで、唐とう突とつに「再生」は終わった。




「日向子……日向子？」

　肩が遠えん慮りよがちに揺さぶられている。目を開けると、拓たく也やの顔がすぐそばにあった。彼女はいつの間にか床に膝ひざをついて、大きく肩で息をしていた。

「大丈夫か？」

「……大丈夫」

　足下が波打っているようで、平へい衡こう感覚がうまく摑つかめない。脳に負ふ担たんをかけたせいだった。しばらく待つと、「揺れ」は少しずつ治まっていった。

「どうだった？」

　と、拓也が尋たずねる。日向子はうなずいた。

「……あの子は東とう堂どう学園の生徒だった……昨日の放課後、バスケットコートから彼女を見た。校舎の廊下を歩いていた」

「何年生？」

「そこまでは分からないけれど……」

「制服のリボンの色は？」

「……紺こん色いろ」

「じゃあ、一年だ。その時間に制服で校舎を歩いているってことは、運動部じゃないと思う。他には？」

「後は大したことは……あ、教科書とノートをブックバンドに挟んでいた」

　拓たく也やの顔から血の気が引いた。ぎりっと歯を食いしばる音が聞こえた。

「……どうしたの？」

「ブックバンド使ってるのは、寮りよう生せいに多いんだ。うちの寮は学校の敷しき地ち内にあるし、近いのに教科書をわざわざバッグに入れるのが面めん倒どうくさいからって……外に遊ぶところがないから、うちの寮生はあまり外出しない。それなのに、その子が狙われたってことは……」

　日ひ向な子こもはっと息を吞んだ。

「…………オフリスはあの学校の中にいる」

　──礼れ菜ながいる学校に。二人は同時に立ち上がった。
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　オフリス・ペインキラーが古こ滝たき市に出現したことは、東とう堂どう学園の生徒たちを不安に陥おとしいれた。もともと生徒の多くは「安全」な環かん境きようを求めてこの町へ引っ越してきたつもりだった。それが一晩明ければ日本中を騒がせている凶きよう悪あくなテリオンがこの近辺にいるかもしれない──。

　生徒たちはこれから自分たちがどうなるのか、どうするべきなのか、という結論の出ない話を休み時間にえんえんと話し続けていた。

　しかし、すぐに遠くへ行くべきだ、という意見はごく少数だった。なぜならこの学園には外部の侵しん入にゆう者を阻そ止しするための様々な設備がある。ここにいれば安全だ、と大たい半はんの生徒たちは思っていた。

　校舎の一いち隅ぐうに「中央警けい備び室しつ」というプレートがかかった部屋がある。壁かべ一面にモニターが並んでいて、校内の様々な場所を映し出している。むろん、「不ふ審しん者」を発見するためのものだったが、今それを利用しているのは当の「不審者」だった。

　オフリス・ペインキラーは背もたれつきの椅い子すに座り、頭の上で手を組みながらモニターの一つを眺ながめていた。

　この学園に入りこんでからまだ二日目だったが、生徒資し料りようを無む断だんで閲えつ覧らんすることで、彼は多くの生徒について把は握あくしていた。むろん、誰も彼を擬ぎ態たいしたテリオンだと見破っていない。

　彼は今、二年生のとある教室の風景に見入っている。淡い色の髪を伸ばした少女が窓まど際ぎわの席に座っている。向こうはこちらが凝ぎよう視ししていることに気付いていない。

「こんなところにいたのか、イレーナ」

　あのクロノクレイドルから逃げ出した少女。

　オフリスは喜びにうちふるえた。今日は日向子も拓也も学校にいない。

　彼は拓也に感謝していた。あのクロノクレイドルの生き残りの、出来損そこないの闘士ミレス。彼が現れて自分の正体を晒さらさなければ、礼菜が何者かもうしばらく気が付かなかったかもしれない。

（さて、どうするかな）

　今日中に全ての決着をつける。どんな手を使ってでも、彼女を逃すつもりはなかった。




『……だから、すぐに礼れ菜なを連れ出してほしいんだよ』

　携帯から拓たく也やの声が聞こえる。友とも典のりは神しん妙みように聞いていた。すぐ後ろの席──拓也が普ふ段だん使っている席には礼菜がいる。礼菜は友典たちのクラスに遊びに来ていた。一時限目めの授業は始まっていたが、どのクラスも自習だった。職員室で今後の対策会議を行っているらしい。

　礼菜と話しているところに携帯が鳴ったのだった。

「今の話って本当だよな？」

　友典は小声で聞き返した。

　学校のどこかにオフリスがいて、礼菜が狙われるかもしれない──。

「信じられないかもしれないけど……」

「いや、信じる」

　友典はきっぱり言った。拓也が噓うそをつくはずがない。こう言うからにはなにか理由があるはずだ。彼は普段の態度を保つよう努力していた。こうして話している瞬間にも、自分たちは人間に擬ぎ態たいしたテリオンに観察されているかもしれない。

『……俺たちも今そっちに向かってる。だから、怪しまれないように動いてくれよ』

「分かった分かった。任せろ」

　友典は電話を切って、深しん呼吸をする。

「友典くん、どしたの？」

　礼菜が不ふ思し議ぎそうに言った。とにかく、自分の使命は礼菜を無ぶ事じ拓也たちに引き渡すことだ。それも、誰にも怪しまれずに。

「あー、礼菜。購こう買ばい部ぶちょっと付き合ってよ。俺、喉のど渇かわいたから」

　なるべくいつも通りの声で言って、彼は立ち上がった。




　授業が行われていないせいか、廊下には生徒の姿が多かった。

　礼菜たちは生徒たちの間を縫ぬうようにして急ぎ足で歩いていた。友典からは本当に最低限の話だけを耳打ちされただけだった。おそらく、彼自身も詳しく知らないのだろう。

（どこかにオフリスがいる）

　まるで実感が湧わかなかった。

　考えれば考えるほど、拓也たちの思い過ごしのような気がした。

　そもそもさっきの拓也の話も半はん信しん半はん疑ぎなのだ。お前はテリオンと戦うために調整されたアルカミレス──の出来損そこない、と言われて「そうだったのか」と素直に納なつ得とく出来るはずがない。とにかく自分には無関係なものとして処理してしまった。

（まったく、拓たくちゃんたちも人ひと騒さわがせだよ）

　間違いだと分かったら、思う存ぞん分ぶん拓たく也やをとっちめてやろうと思った。この前みたいに抱きついてやるのもいいかもしれない。

（あたしをこんな風ふうにヘンなことに巻きこんだ罰なんだから）

　あの時の拓也の慌あわてっぷりは楽しかった。

　今度はもうちょっと長い時間抱だきついて──出来れば、抱きしめ返してもらうんだ。

　不意に校内放送のチャイムが鳴って、礼れ菜なは我に返った。

『二年Ｃ組の、篠しの宮みや礼菜さん』

　少しおっとりした女子生徒の声が名前を告げた。思わず礼菜は立ち止まった。

『至急、職員室に来て下さい。繰り返します。二年Ｃ組の、篠宮礼菜さん。至急、職員室に来て下さい』

「……なんだろう、今の」

　礼菜は友とも典のりの顔を見上げた。

「無視していいんじゃないの。何の用事か知らないけど」

　二人は再び廊下を歩き出し、一番端はしの階段まで来た。その時、再びさっきと同じチャイムが鳴った。

『あー、二年Ｃ組の篠宮礼菜』

　今度は聞き覚えのある男性の声だった──礼菜のクラスの担たん任にんだ。

「先生……？」

『今すぐ自分の教室に戻りなさい。繰り返す。今すぐ自分の教室に戻りなさい』

　担任は少し面めん倒どうくさそうに早口で喋しやべり終えると、放送をぶつっと切った。

　足を止めようとする礼菜の腕を、友典がぐいっと引きずった。

「行こう、礼菜」

「え、でも……」

「いいから！」

　友典の声に緊きん張ちようがみなぎっている。礼菜は首を傾かしげながら彼に従った。

　階段を降り始めるとすぐ、三度目のチャイムが鳴り響ひびいた。

『篠宮先せん輩ぱいですか？　この前、鍵かぎをお借りした新聞部の者ですけど』

　今度は生徒会室の前で会ったあの女の子だった。

『すいませんけど、生徒会室まで来てもらえませんか？　それ以上先に進まないで下さい』

　礼菜の背せ筋すじが冷たくなった。

　二人はほとんど階段を駆け下りていった。一階の廊下に辿たどり着く。その時、さらにチャイムが鳴った。彼女は耳を塞ふさぎたい気持ちになった。

『よう、礼菜。どこに行こうとしてるんだ？』

　今度は友典の方が足を止めた。彼は真まっ青さおになって、天てん井じよう近くのスピーカーを見上げた。

　それは友とも典のりの声だった。

『また授業サボるのか？　だったらちょっと付き合ってもらえないかな。それ以上行かないで、すぐに戻ってきなよ』

「なんだ……これ……」

　震える声で友典はつぶやいた。もう疑いようがない──さっきから彼女に呼びかけているのは人間ではなかった。

　オフリス・ペインキラー──次々と違う人間に「擬ぎ態たい」して喋しやべっている。

「友典くん、行こ」

　礼れ菜なは彼の手を摑つかんで走り出した。もう一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。

　恐怖が体の奥からせり上がってくる。

　礼菜たちは昇降口についた。靴を履はきかえる時間も惜しい。二人ともそのまま靴箱の前を通りすぎて、開いたままのドアから外へ出ようとする。

　そこへチャイムが鳴る。礼菜は心の中で身構えた。もうどんな声で呼びかけられようと、足を止めるつもりはなかった──。

『……礼菜』

　しかし、その声を聞いた途と端たん、二人とも凍り付いたように動けなくなった。

『ここから逃げようとしても無む駄だだぞ。絶対にな』

　それは拓たく也やの声だった。聞き慣れた拓也の声が彼女を恫どう喝かつする。足がすくんで今にも座りこみそうだった。そんな彼女の心を見み透すかすように、拓也の声が告げた。

『もう逃げるな。もし逃げても、俺はどこまでもお前を追うぞ……イレーナ』

　耐えられなくなった礼菜は固く耳を塞ふさいだ。

（拓たくちゃん、助けて）

　と、心の中で叫んだ。




　先に我に返ったのは友典の方だった。耳を塞いで縮こまる礼菜の腕を強ごう引いんに取ると、彼は必死に走り出した。彼は必死に顎あごを食いしばっていた。そうしないと歯が鳴ってしまうからだ。

　今にもテリオンが追ってくるはずだと思っていた。グラウンドの半なかばまで来ても背後からは何の気配もない。彼はためらった末に背後を振り返った。グラウンドには誰もおらず、校舎からも出てくる者もいなかった。

　ただ、校舎の窓から大おお勢ぜいの顔が自分たちを見下ろしている。あの異い様ような校内放送が礼菜を呼んだことは誰でも分かっているはずだし、礼菜を知っている者も多いはずだ。それなのに、ただ呆ぼう然ぜんと見ているだけだった。

　礼菜を気き遣づかうどころか、声をかけさえしない。

（……あいつら）

　友とも典のりは舌した打うちする。肝かん心じんな時に頼りにならない。友典は礼れ菜なを連れてさらに走った。

　二人は「正門」まで来た。常時勤きん務むしているはずの警けい備び員たちの姿はなぜかどこにもなく、警備室の扉も完全に閉ざされていた。友典はいくつか並んでいる金属製せいの扉の一つに飛びついた。礼菜も隣となりの扉の前に辿たどり着く。ここを抜ければ外へ出られる。

「カード持ってるか？」

　礼菜に呼びかけると、うなずいてスカートのポケットからカードを出した。

　東とう堂どう学園は入る時は面めん倒どうだが、出る時はさほどではない。ＩＤカードをカードリーダーに読み取らせれば、指し紋もんの照しよう合ごうなどをしなくても出られる仕組みになっていた。

　友典はセンサーにカードを押しつける。しかし、端たん末まつは反応しなかった。

「ふざけんなこのクソ扉！」

　友典は力一いつ杯ぱい金属の扉に拳こぶしを叩たたきつけたが、ぴくりともしなかった。

（中から出られないってことは……外からも入れないな）

　ようやく彼はオフリス・ペインキラーの意図を悟さとった。

　礼菜を中に閉じこめ、外からの妨ぼう害がい者を閉め出すつもりだ。この学園の堅けん固ごなセキュリティシステムを逆さか手てに取るつもりなのだ。




　礼菜と友典は呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいた。
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　これからどうすればいいのだろう──。

　その時、礼れ菜なの携帯の着メロが鳴った。彼女は震えながらポケットから携帯を取り出した。画面を見るとかけてきたのは拓たく也やだった。

『礼菜？　今どこだ？』

　本物の拓也の声だ。涙がこみ上げてくるのを必死にこらえた。一度泣き出したら話が出来そうにない。

「た、拓たくちゃんのバカ！」

『バカってなんだ！　まだ学校の中か？』

「今いま門のとこ！　カードが使えなくて学校から出られないの！」

『分かった。もうすぐそっちに着く。今、オフリスはどこ……る？』

　突然、ザリッという雑音が混じる。礼菜の不安がかきたてられた。

「分かんない。ここにはいない」

『とにかく……に捕まらな……』

　突然、友とも典のりが礼菜の携帯をもぎとって叫んだ。

「拓也、裏門に回れ！」

　ぶつ、と唐とう突とつに通話が切れた。

「裏門って？」

　礼菜はリダイヤルをかけながら言った。

「うちの親父おやじが車で来る時に使ってる門だよ。あっちからなら出られるかも」

　ふと、礼菜は携帯が反応していないことに気付いた。画面を見ると「圏けん外がい」の二文字が出ていた。

「……噓うそ」

　この学校の屋上には、鉄てつ塔とうのような携帯電話のアンテナが立っている。だから学校内で携帯が使えないということは今まで一度もなかった──。

　ぎいい。

　どこかから金属の軋きしむ音が聞こえた。

　礼菜は思わず周囲を見回した。なにかの聞き違いかと思った時、ぎいいいい、とさっきよりも大きな金属音がした。

　彼女ははっと校舎の屋上を見上げる。

　柄えの長い武器をかついだ異い様ように手足の長い男が、鉄塔とフェンスの間に立っていた。

　上半身は何も着ていない──その肌はだは深い緑色だった。

「なんだ……あいつ……」

　友典が大きく目を見開いていた。

　オフリスはくるりと振り向いて背中を晒さらす。そこには遠とお目めからもはっきりと分かる深い傷きず跡あとが走っていた。

　そのままオフリスは金かな網あみから遠ざかって、礼れ菜なたちの視し界かいから消えた。

　ぎいいいいいい。

　悲鳴のような軋きしみは激しさを増し、絶え間なく響ひびきはじめた。

　その時、礼菜は気付いた──三つ叉またの槍やりのように空に向いたアンテナの先せん端たんが、ゆっくりと傾きだしていた。

「あ……」

　その傾きは徐々に大きくなる。屋上から突き出した鉄てつ塔とうが、今まさに基部から倒れようとしていた。校舎の中にいた生徒たちも、何事かと窓を開けて頭上を確かめる。ほとんど水平になったアンテナの黒々とした影かげが、校舎の最上階の窓にかかった。

　友とも典のりがはっと息を吞んで、校舎に向かって大声で叫んだ。

「みんな窓から離れろ!!」

　次の瞬間、倒れた鉄塔はまるで折り紙をつぶすように金網のフェンスを押し倒した。横よこ倒だおしになったアンテナは屋上の縁へりを支点にして、さらにぐるりと九十度回かい転てんした。そして鉄てつ片ぺんをまき散らし、校舎の窓を叩たたき壊しながら、鉄塔の残ざん骸がいは真まっ逆さかさまに地面に落ちていった。

　ずうん、と礼菜の下した腹はらに衝しよう撃げきが響いた。

　昇降口のすぐ脇あたりに、鉄てつ塊かいがうず高く積み上がった。同時に校舎の中からいくつもの金切り声が響き渡る。誰かが怪け我がを負ったのかもしれなかった。

『あー、こんにちは』

　呆ぼう然ぜんと立ちつくす礼菜の耳に、男の軽い声が聞こえた。

　誰かが校舎内に放送を流しているらしい──はっきりと男は言った。

『俺は、オフリス・ペインキラー』







　　　第四章　炎と黄金







　　　　１




「俺は、オフリス・ペインキラー」

　オフリスは再び中央警けい備び室しつに戻ってきていた。モニターを見ながら校舎内に向かって放送していた。

「あんたたちも聞いたことがあるだろう？　……全国各地で人を殺しているテリオンだ。二十人、と警察では発表されているが、実際はその倍ばい以上殺してる。死体が見つかってないだけでね」

　オフリスは含み笑いをしながら言った。

「ここからあんたたち人間がよく見える。一いち応おう説明しておくが、外部への連れん絡らく手段は全て破壊した。電話回線、その他ほか通信回線、警察機き関かん等などへの通報システムも全部。今の携帯電話のアンテナがその仕上げだ。高い塀へいに囲まれたここは外からも見えない。完全に陸の孤こ島とうになった」

　そう言った途と端たん、校舎の至る所から山やま彦びこのように悲鳴が聞こえてきて、オフリスは満足した。

「ああ、もちろん警備員も全員殺ころした。あんたたちに助けは来ない」

　彼の周囲には制服姿すがたの男たちが折り重なるように倒れている。彼が足を組もうとすると、持ち上げた靴がべり、という音を立てた。床ゆか一面が乾きかけた血で赤黒く染まっていた。

「今、あんたたちの命は俺の手の中にある。あんたたちが今まで抱えこんできたものも、これから手に入れたいと願うものも、俺がその気になれば肉体ごと土に返る。分かるか？」

　緊きん張ちように耐えられなくなったのか、教室から飛び出した男子生徒をカメラのうちの一台がとらえた。

「あー、今三年Ａ組から廊下に出たそこの少年。俺の許可なく校舎から出たら瞬しゆん殺さつするから、そのつもりで努力しろ」

　そう言った途と端たん、少年はその場にがっくりと膝ひざを突いた。

「どっちにしろ、あんたたちはそこの正門から外には出られない。俺がこの部屋から許可しない限り、『正門』の端たん末まつがあんたたちのＩＤカードを認にん識しきしないように細さい工くした。そこのグラウンドに突っ立ってる二人。そいつらがなんでそこでぼんやりしているかというと、今言ったような事情で外に出られないからだ」

　窓の近くにいた生徒や職員は一いつ斉せいにグラウンドを見下ろした。礼れ菜なはうつむいたまま唇くちびるを嚙かんでいる。彼女の悲しげな佇たたずまいを見ているうちに、ぞくぞくとオフリスの背中の傷きず跡あとに戦せん慄りつが走った。それが快感なのか、恐怖なのか、彼自身にも分からなかった。

「とりあえず、お前らは全員人ひと質じちだ」

　次の瞬間、校舎中の窓や昇降口のシャッターが閉まり始める。これも外敵に備えてのものだった。非常口はあらかじめ出られないように細さい工くしてあった。

　これで、完全に校舎全体が牢ろう獄ごくと化した。




　シャッターの完全に閉まった校舎は、閉へい鎖さされた廃はい墟きよのようにも見えた──しかし、中からは無数の悲鳴や足音が聞こえる。おそらく、閉じこめられた生徒たちがパニックに陥おちいっているのだろう。

「裏門へ行こう」

　と、友とも典のりは言った。拓たく也やと日ひ向な子こもそちらへ向かうはずだ。二人と合流しなければならない。友典が礼れ菜なの手を引こうとした瞬間、

『イレーナ、そこから動くな』

　スピーカーからオフリスの声が流れた。

『校舎内の人間が人質だとまだ気が付かないのか？　お前が一歩動いたら、この建物の中の百人が死ぬと思え』

　二人は一歩も動けなくなった。

『あと、東とう堂どう友典。あんたは邪じや魔まだ。消えろ』

　突然呼よびかけられて、友典は背せ筋すじを震わせた。テリオンに名前で呼び捨てにされる筋すじ合あいはない──第一、どうして名前を知っているのだろう。

　彼は礼菜と顔を見合わせる。彼女の顔は真まっ青さおで、かたかたと歯を鳴らしていた。拓也たちを校内へ入れるには、裏門を開けなければならない。しかし、ここにいる礼菜を放っておくわけにも行かなかった。

　突然、礼菜が友典の手を放した。

「なにやってんの、友典くん。早く拓たくちゃんたち呼んできて……あたしが死んじゃったらどうすんのよ」

　最後は消え入りそうな声になっていた。友典は深くうなずいた。

「絶対、あいつらをここへ連れてくるから」

　一瞬、礼菜は今にも泣き出しそうな表情になったが、どうにか持ちこたえた。

「……当たり前でしょ。早くしてよ」

　彼は後も見ずに走り出した。




　友典は走っていた。人ひと気けのない校舎の裏を通って、バスケットコートを駆け抜けて、高い塀へいに沿って走った。

　オフリスはこちらに現れる気配がない。彼がどこへ向かおうとしているか、監かん視しカメラで動きを追えばそのうち見けん当とうがついてしまうはずだが、何もしてこないということは既にモニターの前を離れて、礼れ菜なの方へ向かっているのだろう。

　ますます急がなければならなかった。

　彼は東とう堂どう学園の広い敷地をほとんど端はしから端に走っていた。もともと体力には自信はあるが、緊きん張ちようと恐怖のせいか四し肢しに力が入らない。今にも足がもつれそうだった。

　やがて彼は裏門の見える場所までたどり着いた。

　裏門には自動車が通れる大きさの鉄製の扉があり、正門と同様すぐ脇に警けい備び室しつがある。しかし、中にはやはり誰もいなかった。オフリスの言った通り、ここの警備員もすでに殺されてしまったのかもしれない。

　あともう少し、と彼は思った。

　裏門のすぐ近くに大きなガレージが建っている。跳ね上げ式の扉は開いており、父の白いスポーツカーが停めてある。いちいち学校に入った後も、ＩＤカードを持ち歩くような性格ではない。ということは、カードは車の中に置きっぱなしになっているはずだ。

　友とも典のりはガレージの隅すみの工具用のロッカーを開けて、長いバールを取り出した。そして助走を付けて走っていき、かけ声とともに運転席の窓に先せん端たんを叩たたきつける。

　窓に放ほう射しや状じようのヒビが入るのと同時に、けたたましく防犯ブザーが鳴り響ひびく。もちろんここに駆けつける人間はいない。友典は何度もバールを振るった。普段、父は家族にも使用人にもこの車にさわらせようとしない。今、自分がやっていることを知ったらどんな顔をするだろうと思った。

　やがて腕が通るほどの穴が開き、友典は手を突っ込んでドアを開けた。身を乗り出してダッシュボードを探ると、案あんの定じようカードが出てきた。何も印刷されていない、真っ白なカードだった。

（……よし）

　友典は車から離れようとして、ふと動きを止めた。

　かすかだがはっきりとした異い臭しゆうが鼻を突いた。よどんだ溝どぶのような、生ゴミのような臭におい。車の中にはなにも見あたらない──だとすると、トランクかもしれない。

　ごくりと友典は唾つばを吞みこんだ。

　急がなければならないのは分かっていた。しかし、どうしてもこれだけは確認しなければならない。震える手でトランクオープナーを引くと、かすかにトランクの蓋ふたが持ち上がる。

「うっ」

　途と端たんに異臭が濃くなった。友典はふらつく足取りで車の後部へ回る。頭の中はほとんど真っ白になっていた。膝ひざが今にも崩れ落ちそうだった。視し界かいにあるすべてのものが薄っぺらになった気がした。

（……いつからだろう）

　答えは出なかった。自分はホテルにいて、家にはちっとも戻らなかった。彼はトランクに手をかけて、一気に開いた。

　家に帰っても家族はいない。校内のどこに現れても不自然ではない。安全対策庁ちようにもコネがあり、情報の攪かく乱らんを図ることも出来る──。

　オフリス・ペインキラーの擬ぎ態たいの対たい象しようとして、これ以上適した人間は他にいなかった。

「……父とうさん」

　絞しぼり出すような声で友とも典のりは言った。

　少しは酷ひどい目に遭あった方がいい、というのは馬鹿げた考えだった。

　十分、残ざん酷こくな目に遭っていたのだから。

　トランクの中には青黒く変色した東とう堂どう剛たけ広ひろの死体が入っていた。




　裏門が完全に開かないうちに、拓たく也やと日ひ向な子こは中へ飛びこんだ。友典が門のそばでポケットに手を突っ込んで立っていた。

「礼れ菜なは？」

　勢いこんで拓也は尋たずねる。友典の顔は紙のように白くなっていた。急に何歳さいも年を取ったように見えた。

「グラウンドにいる」

　彼はかすれた声で答えた。

「……早く助けてやってくれ」

「分かってる」

　拓也は走り出そうとして、激しく鳴っている警けい告こく音おんの方を見た。剛広の車の窓ガラスが割れている。カードを取るために友典がやったのだろう。

「お前の親父おやじさんにも謝らないとな」

　ぴくっと友典は肩を震わせた。拓也と日向子は走り出そうとする。

「拓也！　久く慈じさん！」

　突然、悲鳴に近い声で友典が叫んだ。二人は思わず立ち止まって振り返った。

「……オフリスを殺してくれ」

　彼は歯ぎしりをしながら、低い声でつぶやいた。

「必ず、必ず、殺してくれよ……頼む」

「……分かった」

　日向子は戸と惑まどい気味にうなずいた。拓也は初めて友典の様よう子すがおかしいことに気付いた。しかし、日向子に促うながされて急いでグラウンドへ向かった。




　まるで階段を降りるように、気軽にオフリス・ペインキラーは屋上から飛び降りた。

　地面の上で表情を変えずにどすんと着地すると、礼れ菜なの方へまっすぐに歩いてきた。

「……俺のことを憶おぼえているか？」

　オフリスは緑色の髪が陽光に輝いていた。さっきも見た黒い戦せん斧ぷを右肩に担かつぎ──そして、左手には金色の大たい剣けんの鞘さやを握りしめていた。

　礼菜の目はその剣けんに吸い寄せられる。

　夢の中に出てきた、あの不ふ吉きつな剣とそっくりだった。

「なるほど。この剣には見覚えがあるみたいだな。それもいいだろう……この戦器オニクスの名は憶えているか？」

　彼女は首を横に振ろうとしたが、体がこわばって動かない。この剣が自分に近づいてくるだけで恐ろしい。彼女の様よう子すを見て、オフリスの笑みがさらに深くなった。

「金色の戦器オニクス第二の位くらい・金きん焰えんイグニス・アウルム──炎が黄金をイグニス・アウル証明するム・プロバツト。この剣を抜く者にすべからく試し練れんを与える。それに見合わない者は死ぬこともある」

　礼菜は息を吞んだ。この剣を抜いた女の子は、無む惨ざんな死を遂とげたと聞いた。もし、自分も抜くことになったら──。

「あんたは大丈夫だ」

　オフリスは自信たっぷりに言った。

「なにしろ、あんたがこの剣のたった一人の使い手だからな」

「え…………？」

　礼菜は自分の耳を疑った。

「礼菜！」

　その時、拓たく也やの声が響ひびき渡った。拓也と日ひ向な子こが校舎の角を曲がって、礼菜のほうへ走ってくる。

「拓たくちゃん！」

　と、彼女は叫んだ。




「反転リトウルネ」

　走りながら日向子は唱えた。たちまち彼女の体が白い甲こう殻かくに包まれていった。

　オフリスは礼菜を剣ごと突き飛ばすと、一歩下がって戦斧を構えた。そして、日向子の胸を狙って横よこ薙なぎに払った。その瞬間、日向子は口の中でつぶやく。

「加速ヴイテ」

　脳のう内ないの時間の流れが遅くなった。日向子は体を沈めて刃やいばをやり過ごし、相手のふところに踏みこもうとする。オフリスはさらに一歩下がりながら斧おのを振り下ろした。日向子は真ま横よこに避けながら短剣の刃で斬ざん撃げきを受け流す。

　オフリスの攻撃を彼女は巧みにかわしていく。

　日ひ向な子こは自分から攻撃を仕掛けようとしていない。完全に防御に徹していた。横よこ目めでは視し界かいの端はしで拓たく也やが礼れ菜なを助け起こすのを見ている。オフリスをそう簡単に倒せるとは思っていなかった。まずは拓也が礼菜をここから遠ざける──それを確認するまで攻撃を仕掛けないつもりだった。

　もし完全に遠ざけることが出来なくとも、礼菜を助け出そうとすればオフリスの動どう揺ようを誘い、その隙すきを突くことが出来るかもしれない。

　その時、オフリスの唇くちびるがゆっくりと引き締まった。いつになく緊きん張ちように満ちた表情だった。オフリスは日向子の背後に視線をやっていた。そこには礼菜を連れだそうとする拓也がいるはずだった。

「……っておい、せっかく人が見つけたものを持って行くなよ」

　──注意が逸それた。

　日向子の恐怖は治まらない。しかし、それ以上に背後にいる二人を強く意識していた。自分が負ければ、この二人も負ける。

（わたしは二人を守る）

　その思いに背中を押され、彼女は渾こん身しんの力をこめて大地を蹴けった。飛び上がった雪花鎧アルヌワ・ブランは空中で一瞬静せい止しし、オフリスめがけてまっすぐに落下する。相手はまだ気付いていない。突然消えた日向子に戸と惑まどっているらしい。

（勝った）

　日向子はテリオンの脳のう天てんに戦器オニクスを突き立てる──。

　その瞬間、オフリスが顔を上げた。日向子は目を疑った。

（拓也？）

　そこにあるのは拓也の顔だった。オフリスの擬ぎ態たいだと頭では分かっていた。しかし、気が付くと寸すん前ぜんで剣けんを止め、彼女はオフリスの眼前に無防備に着地していた。

　オフリスの戦せん斧ぷが彼女に突き出される。彼女は体をよじったが、左胸の外殻クラスタに三み日か月づきの刃やいばが深々と食いこんだ。彼女は反射的に背後へ飛ぶ──。何度もごろごろと回転し、拓也と礼菜の足下で止まった。

　彼女は倒れながら拓也と礼菜を見る。二人は立ちつくしたままだった。

　逃げて、と言おうとしたが、それはもはや言葉にならなかった。




　地面に倒れるとすぐ、日向子の外殻クラスタが消えた。後には左胸を血に染めた日向子の体が残った。

「日向子！」

　拓也は彼女を助け起こそうと膝ひざを突く。その瞬間、触しよく手しゆが絡みついたオフリスの戦斧が彼に向かって飛んでくる。体を開いて避けようとしたものの、鋭い刃が腹を軽くえぐった。

「う……あ……」

　拓たく也やは地面の上で体を二つ折りにしてうめいた。傷はさほど深くはなかったが、熱い痛みで体に力が入らなかった。

「拓たくちゃん！」

　礼れ菜なの悲鳴が聞こえる。息が詰まってものを言うことが出来ない。

「それじゃ、後は見ててもらおうか」

　と、オフリスは言った。

「イレーナが狂うところを、な」




　　　　２




　礼菜はその場に立ちつくしたままだった。あっという間に拓也も日ひ向な子こも動けなくなって、残るは自分一人になってしまった。

「逃げ……ろ……」

　拓也の声がかすかに聞こえる。

「いや、もう逃げられない。それは分かっているだろう？」

　と、オフリスは言った。

「ようやくあんたを見つけた……あんたに出会うために、俺は何十人もの人間の娘を殺してきたんだ。あんただけが、この剣けんを使えるんだ」

　歓かん喜きに満ちた緑の視線が礼菜を貫つらぬいた。彼女は体を震わせながら首を振った。

「そんな……ちがう……」

　彼女は必死に拓也の言葉を思い返した。礼菜の肩にはナンバーがない。ナンバーがない者は出来損そこないで、武器を使えない。そんな話だったと思う。

「あ、あたし……なんとかミレスの出来損ないだから……その、武器なんか……つ、使えない……」

　消え入りそうな声で言うと、オフリスは訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。

「……まさか、アルカミレスのことを言っているのか？」

「そ、そう……多分……」

　突然、彼はぷっと噴ふき出した。興こう奮ふんのせいかその体は小こ刻きざみに震えている。

「あんたがアルカミレスだと？」

　オフリスは天を仰いで哄こう笑しようした。その声は太く、大きく、まるで泣き叫んでいるようにも聞こえた。礼菜は思わずその場にうずくまりそうになった。

（……あたし、殺される。拓ちゃん）

　彼女はぎゅっと目を閉じて顔を背ける──しかし、いつまで経たってもなにも起こらなかった。相手の息づかいが聞こえるばかりだった。

「安心しろ。あんたはアルカミレスなんかじゃない」

　オフリスの声におそるおそる目を開ける。

　目の前に立っているテリオンは、いたわるような笑顔で彼女を見下ろしていた。

「あんたはテリオンだよ」

　と、優しく諭さとすように言った。

　礼れ菜なの全身が凍りついた。

　テリオン、と確かに聞こえた。人間でも、アルカミレスでもなく。

　混乱する彼女を気にも留めずに、オフリスは静かに片かた膝ひざをついた。

　そして、左手に持った剣けんの柄つかを彼女に向けて差し出す。

「俺の狂きよう乱らんの姫よ、どうかこの剣を受け給たまわんことを……イレーナ。イレーナ・ヴォルク」

「……え」

　彼女はかすかに声を上げた──ヴォルク。どこかで聞き覚えがある名前だった。どこで聞いたのだろう？

　オフリスは膝を突いたまま、怯おびえ切った彼女の顔を見上げた。

「まだ思い出せないようだな……あんたはクランテリオンの『災さい厄やくの絶ぜつ星せい』、ルスラン・ヴォルクの妹だ」

　礼菜の目の前が真っ暗になった。

　昔、東京を破壊したテリオン。何十万人もの人間の命を、一瞬にして奪った魔ま人じん。




「八年前、俺を含む四人のテリオンがクロノクレイドルへ向かった。あんたを迎えに行くためだ」

　オフリスは地面に膝を突いたまま、礼菜に語りかけていた。

「迎え、に……？」

「そうだ。俺たち四人に与えられた任務は二つあった。一つはこの剣を取り戻すこと。そして、もう一つはあんたを取り返すことだった……かつてテリオンの最も古い一族から奪われた姫。あんたは下か等とうな動物のように閉じこめられ、連れん中ちゆうの施設をたらい回しにされていたんだ」

　あの古い記き憶おく──真っ暗な部屋にうずくまっている自分の姿が礼菜の脳のう裏りをよぎった。

「あんたとこの剣がクロノクレイドルに収容されたという情報を得た俺たちは、夜を待ってあそこを襲おそった。制圧は順調で、この剣もすぐに回収出来た……しかし、地下にあんたを迎えに行った奴やつが、あんたにこの剣を抜かせたんだ。戯たわむれのつもりだったか、あんたと一緒に暴れたかったのか、どちらなのかは分からない。ところがあんたが斬きったのは同族の俺たちだった。俺もあんたに背中から割られたんだ」

「そんなこと……あたししない……」

「いや。俺は長い剣を持ったガキの影を見てる。あんた以外にあんな真ま似ねが出来る奴はあそこにいなかった。ルスランの妹であるあんた以外にはな」

　ぎらぎらと光る緑の双そう眸ぼうに彼女の全身が映っている。そこに宿る怒りの色に礼れ菜なは体を震わせた。

「あんたのその虫も殺さない仮か面めんの下にも、あの魔ま人じんと同じ殺意と狂気が漲みなぎっているはずだ。どんな相手でも殺し、血をすすり、肉を喰らうおぞましい獣けものの血がな」

「ちがう……あたし、そんなんじゃ……」

　礼菜は震える声で言った。

「いや、違わない。その剣けんを抜けばきっとあんたの本ほん性しようが蘇よみがえる。あんたならあの男に対たい抗こう出来る。かつて俺たちを斬きったように、ルスラン・ヴォルクを殺してくれ。あんたがその剣を抜いて暴れ始めれば、嫌でもルスランはここに現れる。このイグニス・アウルムで是ぜ非ひあいつと戦ってくれ。いくらあのルスランでも、無事というわけには行かないはずだ。その隙すきを衝つけば、きっと俺でも奴やつを殺せる」

　オフリスは頰ほおに笑みを浮かべた。

「ルスランを殺せば、俺がルスランの座に得ることが出来る……『災さい厄やくの絶ぜつ星せい』の称しよう号ごうも俺のものだ。そうすれば、クランテリオンの王の座も夢ではなくなる」

　ぞっと背せ筋すじが凍った。オフリスが狙っているのは、礼菜とルスランの共とも倒だおれだ。自分にそんな恐ろしい力があるとはどうしても思えない。しかし、もしルスランがここに現れれば、この町にどんな破は壊かいと破は滅めつがもたらされるか想像も出来ない。

「出来ない……あたし……篠しの宮みや礼菜、だから」

　オフリスは乾いた笑い声を上げた。

「あんたにはもう人としての生活など要いらないだろう。人ならざる者の世界に戻ってくるといい」

　オフリスの片腕が触しよく手しゆに変化する。地面に落ちていた大剣の鞘さやに触手を巻きつけ、静かに礼菜へ近づけてきた。そして彼女を待ち望むように、柄つかを向けてぴたりと静止する。

「あんたが従わなければ、そこに倒れている二人は俺に殺される。あんたを助けようと必死に努力したこの二人がな」

　オフリスは拓也と日ひ向な子こを顎あごで示しながら、奇き妙みように穏おだやかな声で告げた。目の前で金色の戦器オニクスが彼女を誘っている。

「この戦器オニクスを取れば、俺を倒してこの二人を助けられるかもしれない。そうだろう？」

　手の震えがいっそう大きくなった。恐怖のあまり思し考こうがぼやける。しかし、拓也たちに死んでほしくない。それだけははっきりしていた。

　彼女は冷たい金色の柄をしっかりと握りしめる。

　その途と端たん、オフリスは肩を震わせてにたりと笑った。

「……もっとも、勢いあまってこの二人も殺してしまうかもしれないが」

　礼菜は思わず手を引こうとする。しかし、オフリスの触手がその両手に絡みつき、彼女を大剣に縛しばり付けた。彼女は必死に力を入れたが、どの指もぴくりとも動かなかった。

「前の時は俺たち以外はほとんど死んでいたから、人間を殺す機会はなかったが……今回はどうかな？　俺たちを斬きったように、そこの二人も斬るかもしれないよな」

　オフリスはくっくっと喉のどを鳴らして笑った。礼れ菜なの全身が凍り付いた。オフリスがどうして拓たく也やと日ひ向な子こにとどめを刺さなかったのか、彼女にもようやく分かった。

　礼菜に殺させるつもりなのだ。

　もし拓也を殺してしまったら、今度こそ生きていけない。本当に心が壊れてしまう。

（助けて、助けて、助けて……）

　彼女はそれだけを繰り返した──しかし、もう助けは現れなかった。

　オフリスが感かん極きわまったように叫ぶ。

「さあ、抜いてもらおうか！　このイグニス・アウルムを！　真の姿を現せ、イレーナ・ヴォルク！」

　礼菜の意志に反して両手と鞘さやが同時に動く。

　そして、彼女は大剣クレイモアを抜いた。
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　一瞬にして礼菜の視し界かいは灰色にくすみ、すべての音が消えた。ただ、剣けんだけが金色に輝いている。

　オフリスも拓也も日向子も微び動どうだにしていない。

　彼女とイグニス・アウルムを除いて、この世界すべてが静止していた。

　どこからか海鳴りに似た音が聞こえる。

　礼菜は剣を見下ろした──それは刀とう身しんの中から聞こえてくる誰かの声だった。声は徐々に大きくなり、やがてはっきりとした言葉に変わった。

『イグニス・アウルム・プロバット、イグニス・アウルム・プロバット……』

　呪じゆ文もんのように重々しく繰り返しているのは、奇き妙みようなことに彼女自身の声だった。と、同時に彼女の右腕にも変化が生じ始める。

　見み慣なれた細い腕にくっきりと筋肉が隆りゆう起きし、鋭く長い爪つめが生はえ、あちこちに角つののような節ふしが立っていく。そして、光こう沢たくのある銀色の体毛が皮ひ膚ふを覆おおっていった。

（けものの、うで）

　それはどこか懐なつかしく、そして目を背けたくなるほどおぞましかった。彼女の右腕は肩まで完全に姿を変え──しかし、なぜかそこで変化は止まった。

『イグニス・アウルム・プロバット！　イグニス・アウルム・プロバット！』

　剣からの声がさらに大きくなる。ふと、彼女は問いかけられているような気がした──お前にこの剣を取る資格があるのか、と。

　次の瞬間、剣けんから発する凶きよう暴ぼうな光が彼女の全身を包みこんだ。




　気が付くと礼れ菜なは暗い部屋の中でうずくまっていた。膝ひざの上で軽く組んでいるその手は幼い子供のものだった。外からは泣き叫ぶ声がいくつも聞こえる。同時にどこか聞き覚えのある男の哄こう笑しようも。

　しかし、彼女は身動き一つしなかった。周囲の何物も彼女の興味を引かなかった。

（これはあたし）

　頭の一部で彼女は思った。

（これは八年前の、あの夜のあたし）

　ここは彼女が最後に入った暗くや闇やみ──あのクロノクレイドルの地下の部屋だ。

　不意にドアの鍵かぎがせわしなく鳴った。彼女がゆっくりと振り向いた途と端たん、大きくドアが開いて白い服を着た少年が入ってきた。

　暗がりのせいで顔ははっきり見えないが、声ですぐに誰なのか分かった。

（……拓たくちゃん）

　これはあの夜の拓たく也やだ。しかし、八年前の彼女はぼんやりと彼の顔を見上げただけだった。

「やっぱり、ここだったんだ」

　礼菜を見た彼はほっとしたように言った。

「会いに来たよ」

（……え？）

　拓也はなにを言っているのだろう。八年前の彼女も不ふ思し議ぎそうに首をかしげた。

「昨日の夜、約束しただろ。明日の夜もここで会おうって。だから来た」

　彼女はただ彼の顔を眺ながめていた。なにか大変なことが起こっているのに、彼は誰かと会う約束を果たすためにわざわざここへ来たらしい。

「あれ……昨日の晩ぼくと会ったの、君だよね？」

　ふと、訝いぶかしげに彼は言った。彼女はそれでも黙っていた。

「……誕生日の話、憶おぼえてるでしょ？」

　それから、彼はなぜか意味ありげに笑った。

「君の誕生日は、六月十六日」

（ああっ…………）

　彼女は声にならない悲鳴を上げた。

　六月十六日。今け朝さ、病院のベッドの上で日ひ向な子こがそう言っていた──日向子の誕生日。だとしたら。

（あたしじゃ、なかった）

（あの夜、拓ちゃんは、久く慈じさんに、会いに来たんだ）

　ばたん、と地下へのドアが開く音が聞こえた。誰かが上から降りてこようとしている。拓たく也やはまっすぐに礼れ菜なに手を差し伸べてくる。その手がかすかに震えていることに、今の礼菜は気付く。

「一緒に行こう……ここにいると危ないみたいだから」

　それは礼菜ではない別の人に差し出されるはずの手だった。

　しかし、八年前の礼菜は心を動かされたように彼の手を見つめていた。なにかがおかしいと心のどこかで分かっている。誰かと間違えられているのではないかと。

（……違うって言わなきゃ……あたしじゃないって）

　しかし、初めて自分に差し出されたその手に彼女は魅み入いられている。

　助けに来て──八年前の彼女が抱えていた願いだった。それが唐とう突とつに形となって目の前に現れている。彼女はためらった末、すべての疑問を心の奥底に沈めた。

「……うん。一緒に行く」

　その手を握り返すと、拓也は彼女を助け起こし、明るい外へ向かって歩き出した。

「大丈夫」

　拓也は前を向いたまま言った。

「ぼく、君を守るよ」

　礼菜は笑顔を浮かべ、こくりとうなずいた。

　その瞬間、強い光がどこかからあふれ出し、すべてが白の世界に沈んだ。

『イグニス・アウルム・プロバット！』

　耳を聾ろうせんばかりの叫びが聞こえ、彼女は光に弾はじき飛ばされた。




　礼菜の手からぽとりと剣けんが落ち、切きっ先さきから地面に突き刺さった。

（なんだったんだ……今の……？）

　すぐそばで見ていた拓也にも、なにが起こったのか理解出来なかった。突然、礼菜の腕が人ではないものに変化したように見え──そして、その途中で突然刀とう身しんの発する光が強くなり、彼女の指が剣から外れた。

　礼菜は虚うつろな表情を浮かべて立っていた。

「…………礼菜？」

　痛みに耐えながら拓也は声を絞しぼり出す。

　礼菜の体がびくっと震えて、そして顔を覆おおって座りこんでしまった。細い肩が小こ刻きざみに震えている。泣いているらしい。

　拓也はよろめきながら立ち上がる。自分の痛みよりも彼女の様よう子すが心配だった。礼菜の肩に触れようとすると、

「……ないで」

　低い声で彼女は言った。

「……え？」

「あたしにやさしくしないで」

「礼菜？」

　明らかな拒絶に拓たく也やは戸と惑まどった。

「どういうことだ、これは？」

　と、オフリスが言った。このテリオンは礼菜が戦器オニクスを抜いた瞬間に触しよく手しゆを収め、彼女からも距離を置いていた。なにが起こるか見み極きわめようとしていたらしい。

「なんであんたがイグニス・アウルムを使えないんだ？」

　沈ちん黙もくが流れた。礼菜はただうずくまっているだけだった。

「答えろ、イレーナ・ヴォルク！」

　オフリスの右腕から何十の蔓つるが一いつ斉せいに飛んだ。礼菜の手にも足にも首にも、ところかまわず絡みついて彼女を縛しばり上げていく。首から下はほとんど見えなくなった。

「やめろ……」

　拓也は彼女から触手を引きはがそうとする。しかし、武器を持たない彼には動かすことさえ出来なかった。

「……あたしじゃ、なかったんだ」

　と、礼菜はつぶやいた。その疲れ切った声に拓也はぞっとした。

「あたしには、資格がなかったの」

（なにがあったんだ？）

　拓也の胸に疑ぎ念ねんが兆きざした。ただ恐ろしい目に遭あったというだけではない。もっと深いところで何かが彼女を苛さいなんでいる気がした。

「この剣けんがあたしに教えてくれた……あたしには試練に耐える勇気がないんだって……だからあたし……」

「……もういい」

　と、平板な声でオフリスは言った。

「要するに、あんたは役立たずだった。そういうことだな」

　礼菜は答えない。オフリスの緑色の目にくっきりと軽けい蔑べつが浮かんだ。

「人間の生活に埋まい没ぼつしすぎて、テリオンとしての本性を見失ったんだろう。高こう貴きな一族の姫がただの薄うす汚ぎたない人間の小こ娘むすめに成り下がったってワケだ」

　ぎちっと音を立てて礼菜を締め付ける力が強くなった。礼菜はそれでも悲鳴一つ上げず、人形のように動かなかった。

「悪いけどあんたをこのまま殺させてもらうよ。俺に手間をかけさせた報むくいに、せめてもの慰なぐさめになってくれ」

　その時、二人のそばに倒れていた日ひ向な子こが体を立ち上がった。既に外殻クラスタはなく、切り裂かれた服から血がにじんでいる。

「……オフリス」

　拓たく也やを押しのけるようにして、礼れ菜なの体に絡みついた触しよく手しゆを切り落とそうとした。

「ああ。あんたも本っっっ当にうっとうしい女だなあ」

　オフリスの左腕も触手に変化し、日向子に向かって殺さつ到とうした。彼女の戦器オニクスははるか遠くへはじき飛ばされる。そして、礼菜と同じように彼女の体にも蔓つるが食いこんだ。

　二人の少女がテリオンの手の中に落ちていた。緑色の両りよう眼めが拓也に注そそがれる。

「どうだろう。そこの出来損そこない。このまま同じように力をこめたら、どっちが先に死ぬだろうな？」

「くそ……オフリス……」

　悔くやしさのあまり拓也は泣き出しそうだった。ぎりぎりぎり、と二人の全身の骨が軋きしむ。出来ることなら耳を塞ふさぎたかった。その時、日向子が顔を上げた。意識がもうろうとしているのか、ぼんやりと虚うつろな目つきだった。彼女の視線はゆっくりと動いて、やがて拓也に注がれた。

　彼女の唇くちびるがやっくりと動く。まるで子供のように彼女はつぶやいた。




「……助けて」




　日向子は自分の言葉で我に返った。

　子供の頃のように、誰かに助けを求めてしまっていた──彼女は目を開く。

　目の前に拓也が立っていた。

　顔面は蒼そう白はくだったが、くっきりとした明確な意志を湛たたえた目で彼女を見み据すえていた。

「…………分かった。助ける」

　拓也は低く、きっぱりとした声でつぶやいた。

（……え？）

　どくん、と日向子の心臓が鳴った。彼はあたりを見回している。なにを探しているのか彼女には分かる──武器だ。日向子の縛いましめを解くための武器を探している。

「待っ……」

　再び口を開きかけたが、その時には新しい蔓が猿ぐつわのように彼女の口を塞いでいた。

　ふと、拓也は動きを止める。

　彼が見つめているのは、地面に突き刺さっている金色の大剣クレイモアだった。

　日向子は声にならない悲鳴を上げた。

　拓也の考えていることが手に取るように分かる。仮にもアルカミレスならば、イグニス・アウルムを手に取ったとしても、即そく死しするとは限らない。少なくとも一瞬の猶ゆう予よはあるはずだ。その一瞬のうちに日ひ向な子こに絡まっているオフリスの触しよく手しゆを切る──。

（やめて……）

　彼女の言葉は声にならず、拓たく也やには届かない。

　彼が見ているのは剣けんだけだった──己おのれに死をもたらすかもしれないイグニス・アウルム。

　彼は迷いのないしぐさで右手を伸ばし、

　金色の戦器オニクスイグニス・アウルムをしっかりと握りしめた。
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　戦器オニクスを握った瞬間、世界がぐにゃりと歪ゆがんで色彩も形も失ってかき消え、ただの灰色の空白と化した。

（これ……）

　なんだろう、と思いかけた瞬間、拓也は弾はじかれるようにどこかの場所に飛び出していた。

　彼は壁を背にして固い床に座りこんでいる。そこはどこかの薄暗い廊下のような場所で、目の前には白い服を着た見覚えのある少女が立っている。淡い色の髪かみと華きや奢しやな体つき──。

（……礼れ菜な？）

　拓也は気付いた。おそらくここは過去の記き憶おくの中だ。おそらく自分たちはクロノクレイドルという施設の地下にいる。
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「…………いや」

　礼れ菜なは怯おびえた目で首を振った。彼女の目の前にはあの金色の剣けんが差し出されている。

　黒服を着た背の高いテリオンが、その鞘さやの端はしをおざなりに握りしめている。光を背にしているせいかそれ以上の容よう姿しははっきりしない。ただ、腰には細い刀とう身しんの長ちよう剣けんを左右に二本差していた。

「そうおっしゃらないで下さい。必ず剣を抜かせろ、と言いつかっておりますので」

　それでも礼菜は動かなかった。

　拓たく也やは階上から激しい物音や悲鳴が聞こえることに気付いた。今まさに大おお勢ぜいの人間が上で死んでいるところだった。

　彼はぐっと拳こぶしを握りしめた。彼がこうして座りこんでいるのは、このテリオンに突き飛ばされたからだろう。頰ほおが焼けるように痛んだ。

「さあ早く。わたしも上の祭りに参加したいですから」

　礼菜はおそるおそる手を伸ばし、柄つかを握りしめる──。

　しかし、熱いものにでも触れたようにすぐに引っ込めてしまった。突然、テリオンは真ま横よこの壁に拳を叩たたきつけた。拓也が背中を預けている壁がぶるっと振動した。

「…………抜け」

　うって変わって簡かん潔けつにテリオンは命令した。

　礼菜は胸の前で両手を抱えたまま動こうとしない。その両手は小こ刻きざみに震えていた。

「殺すぞ」

　拓也の心はその言葉に反応する。全身に新しい血が注そそぎ込まれた気がした。

（この子をまもらなきゃ）

　そう感じているのが八年前の拓也なのか、この記き憶おくを回かい顧こしている今の拓也なのか、どちらなのかよく分からなかった。

　礼菜は目に涙をためて、悲しげにつぶやいた。




「……たすけて」




　鞘を持っていない方のテリオンの手が腰の帯たい剣けんにするりと伸びた。拓也は弾はじかれたように跳ね起きる。ほとんど無意識のうちに礼菜の体を押しのけると、彼は金色の戦器オニクスの柄を握りしめた。

「あ……」

　拓也以外の二人が息を吞むのが分かる。

　しかし、彼は止める間もなくイグニス・アウルムを抜きはなっていた。




　八年前の拓たく也やが剣けんを抜いた瞬間、その記き憶おくはかき消えた。

　気が付くとなにもない灰色の世界で、今の拓也が金色の戦器オニクスを握りしめていた。

『イグニス・アウルム・プロバット……』

　刀とう身しんの奥から彼自身の声が聞こえる。拓也はその後について同じ言葉を唱え始める。

　炎が黄金をイグニス・アウル証明するム・プロバツト──自分はこの剣に試されたと彼は感じた。使い手として相応ふさわしいかどうか。

　きっと八年前も同じように、自分はこの剣の試練に答えたはずだ。

　この剣が求めているのは、この言葉の続きだ。

　拓也は大きく息を吸いこむと、ゆっくりとその言葉を唱えた。




「炎は黄金イグニス・アウルを証明しム・プロバツト、苦難は勇者ミセリア・フオルを証明するテース・ウイロース」




　その瞬間、言葉の繰り返しがぴたりと止まる。

『黄金なる世界を求めんがため、苦く難なんを受け入れる勇ゆう者しやの名は何か？』

　誰のものとも分からない静かな声が響ひびいた。

「……俺は」

　拓也は心の奥から湧わき出る言葉をそのまま唱えた。




「赤のアルカミレス……血刃の王ロワ・デ・ルジエ」




　輝く刀とう身しんから凶きよう暴ぼうなほどの力が漲みなぎってくる。拓也の心臓が高鳴った。彼は剣の柄つかに両手を添える。そして目を閉じ、今度こそはっきりとした確信を持って叫んだ。




「反転リトウルネ！」




　目を閉じた日ひ向な子この耳に、拓也の力強い声が響く。彼女はおそるおそる目を開けた。

　拓也はイグニス・アウルムを握りしめたまま、まだ立っていた。

　その右手に彼女の目は吸い寄せられる。彼の右手は赤く染まっていた。

　しかし、それは鮮せん血けつではない──赤い光こう沢たくを放つ外殻クラスタだった。

　次の瞬間、右手から全身へとその赤い色彩は一気に広がっていく。彼の頭も、胴どう体たいも、手足も、全身がその赤い装そう甲こうに覆おおわれていった。

　気が付くと日向子の目の前には、今まで見たことのない真しん紅くの外殻クラスタを身にまとい、金色の戦器オニクスを携たずさえたアルカミレスが立っていた。




　ぶるっと日ひ向な子この体が震える。

（拓たく也やだったんだ……礼れ菜なさんじゃなくて）

　彼がこのイグニス・アウルムの本当の所有者だった──。

（でも……）

　彼は百視剣アルゴスガノンですら扱えない不完全な戦士だったはずだ。それがなぜ最強の戦器オニクスを──。

（外殻クラスタの調整が狂っているか、全く才能がないかのどちらか）

　彼女は大きく目を見開いた。拓也は才能がないのでも、調整が狂っているのでもなかった。最強の戦器オニクスだけを装備するよう調整されている。そうとしか思えない。

　拓也はくるりと体を反転させ、荒っぽい動きで触しよく手しゆ全てを一いち撃げきで断ち切り、日向子と礼菜を解放した。彼の全身を見た日向子に戦せん慄りつが走った。

　人じん為い的に作り出すのは不可能だと言われていた、人間と外殻クラスタの完全な融ゆう合ごう体たいが彼女の目の前にあった。

（ありえない……こんな……）

　最強の戦器オニクスを装そう備び出来る、完かん璧ぺきなアルカミレス。

　その時、彼女の胸を満たしたのは、驚きと──そしてかすかな恐怖だった。
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　オフリス・ペインキラーは断ち切られた触手の残りを元の両腕に戻し、己おのれの戦せん斧ぷを握りしめた。古い傷きず跡あとから憎ぞう悪おと歓かん喜きがわき上がってくる。

「あんたなのか？」

　彼の声は興こう奮ふんのあまり裏うら返がえりそうになっていた。

　赤い戦士は無言で剣けんを構え直す。明らかに素人しろうとの構えだった。

「あんたが俺を斬きったのか？」

　相手を睨ねめ付けていたオフリスの背中がぶるっと震えた。このアルカミレスの外殻クラスタはおそらく堅けん固ごだろう。しかし、不利だとは思わなかった。このテリオンにとって、それはいくら傷つけても死ににくいということである。存ぞん分ぶんに嬲なぶり殺すことが出来る。

「ウオオオオオオ！」

　彼は歓喜の雄叫おたけびを上げながら一直線に走った。

　しかし、近づくと見せたのはフェイントで、戦せん斧ぷを摑つかんだ触手を走りながら一気に伸ばし、地面すれすれの位置から右足に斬りつける。まずは動きを止めるつもりだった。

　拓也は軽く空中へ飛んでこの斬ざん撃げきを避ける。これも予想済ずみの動きだった。オフリスの操あやつる戦せん斧ぷは直角に曲がり、標ひよう的てきに向かって一気に上昇した。三み日か月づきの刃やいばが右足の外殻クラスタに食いこむ。ぴしりと音を立てて装そう甲こうに亀き裂れつが入った。

　彼は地面に落ちて片かた膝ひざをついた。さらにオフリスはそれを戦斧で狙ったが、今度は相手が大剣クレイモアで荒っぽく打ち落とした。

　オフリスは再び拓たく也やと距離を置いて、腕も元の状態に戻す。

「やっぱり、実戦の経験値ちが低すぎるね」

　と、オフリスは言った。このミレスの潜せん在ざい能力は間違いなく高い。しかし、その能力を活かしきる技術がまったく欠落している。

「これなら、俺の戦器オニクスでも十分──」

　ふと、オフリスは凍り付いた。彼は戦斧の刃を見つめていた。三日月のちょうど真ん中あたりに、小さな亀き裂れつが入っていた。

（ほんの一度打ち合わせただけで……）

　戦器オニクスの材ざい質しつ自体が違う。オフリスはしっかりと戦器オニクスを握り直す。経験不ぶ足そく、などと相手を侮あなどるのはやめることにした。

　ここからは「本気」で行くつもりだった。




　突然、踵きびすを返して校舎に向かって走り出すオフリスを、拓也は一瞬あっけに取られて見送った。

（逃げる……のか？）

　彼は慌あわてて後を追った。オフリスは壁の手前まで来ると、頭上に触しよく手しゆを長く伸ばして屋上の金かな網あみを摑つかむ。そして、腕の伸しん縮しゆくを利用して一気に屋上へと上がった。

　拓也は両足をそろえて屈かがみ、力一いつ杯ぱい跳ちよう躍やくする。たちまち地面から体が引き離された。

「うわっ」

　予想以上の脚きやく力りよくに驚いて目をつぶりそうになる。楽々と校舎よりも高く飛んでいた。

（これが俺の力……？）

　彼はそのまま屋上へと着地する──はずだった。しかし、彼の体は空中に静止したままだった。外殻クラスタに覆おおわれた四し肢しに、オフリスの細い触手が絡みついている。

　屋上の縁へりに立ったオフリスが拓也を空中に固定させていた。

（くそ……）

　彼は剣けんの向きを変えて触手を切り落とそうとする。その瞬間、ぐにゃりと風景が歪ゆがんだ。自分の体が振り回されていると気が付くまでしばらく時間がかかった。オフリスは屋上よりもさらに高く放り投げるように拓也を頭上へ掲げる。拓也の視し界かいに映るものは空と太陽だけになった。

　首を動かして地面を見下ろすと、まるで空中写真のように学園の敷地の全景が見えた。

　そして、一気にグラウンドが彼に向かって迫ってきた。拓たく也やの口から抑えようのない悲鳴が洩もれた。思わず目を閉じて体を丸める──どすん、という鈍い衝しよう撃げきが全身に走った。

　痛みではなく驚きで気が遠くなった。

　我に返ると彼は地面に体をめりこませたまま、うつぶせに倒れていた。

（死んで……ない）

　心臓が胸を突き破りそうに脈みやく打うっていることを除けば、どこにも支し障しようはなかった。これも外殻クラスタの力なのだろう──しかし、いつの間にか右手から剣けんが消えていた。




　オフリス・ペインキラーは拓也が慌あわてて体を起こすのを見ていた。彼の体からほんの三メートルほど先の地面にイグニス・アウルムが突き刺さっていた。無ぶ様ざまに体を動かして剣を取りに行こうとしている。

「遅い！」

　その声にようやく拓也は振り向く──オフリスは彼の上空にいた。すでに彼の振り下ろす戦せん斧ぷは赤いアルカミレスの額ひたいに届こうとしていた。

　テリオンは歓かん喜きの雄叫おたけびを上げる。すでに刃やいばの先せん端たんは拓也の両目の間の外殻クラスタに触れる寸すん前ぜんだった。避けることはもはや出来なかった。

　アルカミレスの赤い両手がのろのろと急所を庇かばおうとしている。しかしなにもかも手遅れだ。オフリスの唇くちびるにかすかな嘲ちよう笑しようが浮かんだ。

　三み日か月づきの刃は確実に拓也の眉み間けんに食いこんでいった。

　オフリスはこの忌いま々いましい敵が真っ二つに分ぶん断だんされるところをありありと思い浮かべ──。

　突然、刃がぴたりと止まった。

「なに！」

　オフリスが声を上げた。拓也の両方の拳こぶしが戦斧の刃をしっかりと挟んで受け止めていた。こちらの力ではぴくりとも動かない。

　次の瞬間、ぴしりと不ふ吉きつな音が走る。戦斧の刃に走っていた亀き裂れつが音を立てながら深くなっていった。

　オフリスは驚きよう愕がくの表情を浮かべる。まさか素す手でで戦器オニクスの刃を割るとは。

　彼は渾こん身しんの力をこめて戦斧を引いた。その瞬間、拓也がこちらの武器から手を放す。オフリスが一瞬よろめいた隙すきに、地面を転がった拓也が再び大剣を摑つかんでいた。

　そして、立ち上がると同時に猛もう然ぜんとオフリスに斬きりかかってくる。オフリスは反射的に戦斧でその斬ざん撃げきを受ける──完全に折れた三日月の刃が空中に飛んだ。

「くそ……」

　オフリスの顔が初めて恐怖に歪ゆがんだ。大きく飛び退のいて彼は背中を向けようとする。

　しかし、赤いアルカミレスは己おのれの剣の間合いにまで距離を詰めていた。

　オフリス・ペインキラーが最後に見たものは、頭から胴どう体たいまで一直線に切り裂かれた己おのれの体と──そして、彼の返り血を浴びた、赤いアルカミレスの姿だった。

　オフリス・ペインキラーは大地に崩れ落ち、そして二度と動かなくなった。




　拓たく也やはテリオンが息いき絶たえたかどうか確かめる。完全に肉体の活動は停止していた。

　突然、その死体から血が地面に流れだし、しばらくすると乾いた砂の塊かたまりのようなものが地面に残った。

　その残ざん骸がいも彼の眼前で風と共に崩れ、一ひと山やまの塵ちりとなって流れていく。




　オフリス・ペインキラーの最期だった。




　拓也の体から赤い外殻クラスタがすっと消えた。元に戻ってみると、体にも服にも返り血は全く残っていなかった。

（……だから返り血がなかったんだ）

　拓也は世せ津つ子こが持っていた子供の頃の服を思い出す。

　礼れ菜なの服に血がついていたことではなく、拓也の服に血がついていなかったことを不ふ思し議ぎに思うべきだった──この剣けんを持って反転リトウルネし、テリオンを斬きったのは拓也だったのだ。おそらく、礼菜はテリオンを斬る拓也のそばにいただけだ。

（全部、俺の外殻クラスタのせい、だったんだな）

　彼は立ち上がり、日ひ向な子こと礼菜の方へと戻ろうとする──。

　不意に激しい疲労を感じて彼は膝ひざをついた。しばらくの間、その場にうずくまったまま立ち上がることも出来なかった。
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「その疲れは強い力の代だい償しようじゃないかな……外殻クラスタを装備出来る時間がすごく短いのもそのせいだと思う」

　と、日向子は言った。彼女の傷はさほど深くはなかった。出血はかなりあったが、意識を失うほどではない。

　拓也たち三人は正門のそばにいる。礼菜は先ほどと同じように地面にうずくまったままだった。特に深い傷はないようだが、あのイグニス・アウルムを抜いた時のショックからまだ立ち直れないらしい。拓也も重い疲労と脇わき腹ばらの傷のせいで、体が自由にならない。

　彼はシャッターが降りたままの校舎を見つめた。まだ中にみんな閉じこめられているはずだ。出来れば早く助けたかったが、ここにいる三人は動くことが出来なかった。

（友とも典のりの奴やつ、どこに行ったんだろう）

　色々頼たのみたいことがあったのだが、裏門のそばで別れてから姿が見えなかった。

　ふと、日ひ向な子こと目が合った。

「拓たく也やはこれからどうするの？」

「どうって……」

　金色の戦器オニクスをふるうアルカミレス──自分が何者か知ってしまった以上、もう後戻りは出来ない。

「ここにいるの？　それとも……」

　日向子は言いよどんだ。彼女に協力してテリオンと戦う。出来ればそう答えたかった。しかし、拓也には礼れ菜ながいる──ルスラン・ヴォルクの妹が。

　今日はオフリス・ペインキラーを倒すことが出来た。しかし、今後もオフリスのような迎えが現れるかもしれない。その時に自分の力が必要になるはずだ。これからも礼菜が普通の生活を送っていけるように、守らなければならないのだ。

「……ここにいなくていい」

　その時、礼菜がつぶやいた。いつのまにか泣きはらした目を上げて二人を見つめていた。

「拓たくちゃんは久く慈じさんと一緒にいればいい」

「え？」

　二人は同時に聞き返した。

「だって、本当は二人が一緒にいなきゃいけなかったんだから……」

　彼女は言葉を詰まらせる。また、涙が頰ほおを伝った。

「何言ってるんだよ」

　さっきから礼菜の様よう子すがおかしい。拓也は肩に触れようとしたが、彼女は立ち上がってそれを避けた。

「礼菜？」

　拓也の呼びかけを拒むように礼菜は首を振った。

「あたしは人間の中にいちゃいけなかったんだ……あの時、帰らなきゃいけなかったんだよ」

　その時、巨大な氷の割れるような鈍い音が響ひびきわたった。拓也たちは正門の方を振り返る。

「えっ？」

　正門がばらばらに壊れていた。金属とコンクリートの無数の破は片へんに切り分けられ、地面に転がっている。爆発によって破壊されたのではない。破片の一つ一つはまるで子供の積み木のように、きれいな多た面めん体たいとなっている。

　斬きられたんだ、と拓也は直ちよつ観かんした──なにかの武器で。

　青いスーツを着た細ほそ身みの男が門の残ざん骸がいを避けながら、こちらへやって来る。淡い色の巻き毛。肌はだの色は白く、すっきりと通った鼻はな筋すじはどこかで見たことがあるような気がする。十代のようにも、三十代のようにも見えた。

「本気で帰らなければならないと思うかい？」

　と、彼は言った。男性にしては甲かん高だかい声もどこかで聞いたことがあった。

「……誰？」

　日ひ向な子こが拓たく也やに小声で言った。

「分からない」

　拓也は首を振ろうとした時、男は完全に門を通り抜けて、グラウンドへと足を踏み入れた。初めて男の全身が拓也たちからも見えた──男は金色の大剣クレイモアを持っていた。

　拓也の持つイグニス・アウルムに形はそっくりだったが、さらに強い光を放っている。

　男は唇くちびるの端はしを上げて笑う。

「知らないってことはないんじゃないのかな。さんざん僕のことを話していただろう？」

　拓也ははっとした。

　どうして見たことがあるような気がするのか分かった──礼れ菜なに似ているのだ。

　その時、地面をさっと黒い影がよぎった。拓也は空を見上げる。そこには見たこともない大きな猛もう禽きんが翼つばさを広げて旋せん回かいしていた。

「レディ……バレット……」

　日向子がぽつりとつぶやく。その名前には聞き覚えがあった。確か、クランテリオンの内部で裏切り者の探たん索さくを行う役目を担になっている。

「なんだ、バレットの名前は秘密なんだがな……オフリスの奴やつが洩もらしたのか？」

　拓也はごくりと喉のどを鳴らした──裏切り者が見つかれば、次に呼ばれるのはその者を殺す刺し客かくだ。目の前にいるのは、クランテリオンの粛しゆく清せい者なのだ。

「ぼくとしてはオフリスを始し末まつ出来れば良かったんだけど……まさか、あいつが本当に妹を見つけてくれるとはね」

　男は拓也たちの手前で立ち止まり、両手に持った剣けんを地面に突き立てた。

「……正式に名乗らせてもらおうか」

　突然、男の声が威い厳げんに満ちたものに変わった。

「ぼくの名はルスラン。ルスラン・ヴォルクだ」
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　男は右手で軽々と大剣を一振りする。その途と端たん、刃やいばからあふれる光がさらに凶きよう暴ぼうさを増した。まるで爆発の閃せん光こうのようで、拓也の背せ筋すじが凍った。

「そして、この剣は金色の戦器オニクス第一の位くらい・昴こう陣じんアストラ・カストラ」

「拓也！」

　日ひ向な子こが叫びながら自分の戦器オニクスを握りしめた。拓たく也やもそれに倣ならう。そして、二人同時に叫んだ。

「反転リトウルネ！」

　二人の体にそれぞれ赤と白の外殻クラスタが浮かび上がる。

　拓也にはもうなにかを考える余よ裕ゆうはなかった。考えたら足がすくんでしまう。相手は災さい厄やくを引き起こしたテリオンなのだ。

「拓也は右から。わたしは左から」

　日向子が囁ささやいた。拓也は指示通りに右からルスランに斬きりかかる。日向子も左から逆さか手てに構えた短たん剣けんで突きを繰り出した。

　しかし、二人の刃やいばは同時に空くうを切る。ルスランは瞬しゆん時じに数メートル後ろに飛び退のいていた。

「……少し遊んでやるとするか」

　金色の剣を握りしめたルスランの手に力がこもる。

「お前たちも力の差を思い知るのは悪くないだろう」

　突然、男の体が大きく弾はじけるようにふくらんだ。よじり合う縄なわのような太い筋肉が全身を走り、皮ひ膚ふは黒い体毛に覆おおわれていく。同時に顔の形状も変化し始めた。耳と顎あごが尖とがり、かみ合わせから白く長い牙きばがはっきりと覗のぞく。

　拓也の全身が凍り付いた。それは狼おおかみの姿だった。

「ヴォルクは狼。高こう貴きなる古き血の一族……ぼくは人じん狼ろう族ぞくの末まつ裔えいだ」

　しかし、その肉体の変化は左右非ひ対たい称しようで、ほぼ完全に獣けものと化している右側に比べると、左側は人間の部分が多かった。

　その時、日向子が拓也の肩を叩たたいた。

「あいつが変身していない側から攻める。次はわたしが足を狙う。拓也は首から上を」

　そう言って彼女は走り出す。拓也も無む理り矢や理りに地面を蹴けった。彼女はぎりぎりまで背を屈かがめて、体毛に覆われた足首に横からの斬ざん撃げきを加えようとする。拓也は彼女の背中を飛び越えるように跳ちよう躍やくし、ルスランの首に突きを放つ。上下の同時攻こう撃げきだった。

　しかし、ルスランはその場から一歩だけ足を引いた。そして右手の大剣クレイモアを上段に構え、拓也たちが上下に重なった瞬間に一気に振り下ろした。

「くっ」

　拓也は突きの体勢を崩して、頭上に掲げた剣でその力任まかせの斬撃をかろうじて受け止めた。二人は大地に向かって一気に押しつぶされ、折り重なって倒れた。日向子は拓也の体の下でぴくりとも動かない。体が地面に半なかばめりこんでいた。

「日向子？」

　気を失ったのか、彼女の外殻クラスタは消えてしまっていた。拓也は彼女を背後に隠かくすようにして立つ。かちかちと歯が鳴るのを必死にこらえて、彼はルスランを見上げた。

（こいつは体半分しか反転リトウルネしていない……「出来損そこない」なんだ）

　彼は自分に言い聞かせた。自分の外殻クラスタは完かん璧ぺきなのだ。うまく隙すきを突けば戦えるかもしれない。

「……ぼくを出来損ないだって思ってないか？」

　拓たく也やは冷水を浴びせかけられたような気がした。しかし、両手はしっかりと剣けんを握りしめる。ルスランは感心したように目を瞠みはった。

「ぼくの方が強いのは分かっているはずなのに、まだ戦意を失わないのか……お前には絶対にぼくを斬きることは出来ないよ。なぜなら」

　拓也はルスランの言葉を最後まで聞かずに、強ごう引いんに地面を蹴けった。動かなければ恐怖に押しつぶされそうだった。

　渾こん身しんの力をこめてイグニス・アウルムを振る──狙っているのはルスランの黒い毛に覆おおわれた首くび筋すじだった。いくら「災さい厄やくの絶ぜつ星せい」でも、首を切り離せば死ぬはずだ。

　しかし、ルスランは微び動どうだにしなかった。

（……え？）

　拓也の斬ざん撃げきはあっさりとテリオンの首に命めい中ちゆうした。次の瞬間、拓也の両手の外殻クラスタごしに強い衝しよう撃げきが伝わってくる。危うく剣けんを落としそうになった。

　ルスランの首はまだそこにあった。金色の刀とう身しんは剛ごう毛もうに覆われた首筋にわずかに食いこんだだけだった。血の一いつ滴てきもにじんでいない。

「そんな……」

　拓也は啞あ然ぜんとした。

「だから言っただろう？　斬れないって」

　人じん狼ろうの牙きばの隙すき間まから嘲ちよう笑しようが洩もれる。拓也はよろけながらルスランの間合いから離れ、倒れている日ひ向な子このそばに戻った。

「不完全な変身しかしない僕ですら、お前は斬ることは出来ない……力の差がありすぎるんだよ。それに、お前はその戦器オニクスの使い方を分かっていない」

　ルスランは拓也に大たい剣けんの切きっ先さきを向ける。抑えようもなく膝ひざが震える。こちらの武器で斬れない以上、勝てるはずがない。殺されるだけだ。立っているのがやっとだった──が、それでも剣を手放さなかった。自分が戦うことをやめてしまえば、日向子や礼れ菜なを守る者はいなくなる。

「どうしてこの二人をそこまで守るんだ？　イレーナは人間じゃないし、そこのアルカミレスの女も知り合ってから間もないだろう」

「……そんなのは関係ない」

　かすれた声で拓也は言った。

「俺が守るって自分で決め……」

　突然、肩にも背中にも異い様ような重みがのしかかってきた。体を見下ろすと、赤い外殻クラスタが消えていくところだった。拓たく也やは地面に腰を下ろし、日ひ向な子この体を隠かくすように座りこんだ。

「お前が連続して変身するのは無理だよ。オフリスと戦ってから、そう時間も経たっていないだろう？」

　ルスランのどことなく優しい声が上から降ってきた。拓也は先ほどに倍する疲労に苛さいなまれて、息をすることもつらい状態だった。

「人の子がイグニスを扱えるだけでも、本来あり得ない奇き跡せきだ」

　人じん狼ろうはさっきよりも高く大剣クレイモアを振りかぶった。拓也は自分たちが真っ二つにされるところをありありと思い浮かべた。

「……奇跡を起こしたという幸福と共に昇天するといい」

　拓也は日向子に覆おおいかぶさったまま、かろうじてルスランに顔を向ける──まるで相手の視線を跳ね返すように。それは八年前、礼れ菜なを庇かばった時と同じ目、同じ気持ちだった。

（……守るんだ）

　その時、拓也の首に誰かの両腕が回された。

（え……？）

　それは礼菜の腕だった。彼女は拓也の頭をしっかりと胸に抱いて、ルスランを見上げた。

「……やめてよ」

　彼女は涙なみだ声ごえで言った。
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「この人を殺さないで」

「…………なぜ？」

　ルスランは攻こう撃げき体勢のまま、おだやかな声で尋たずねた。

「今まで、わたしを守ってくれたから」

「これからはぼくが守るよ」

　礼れ菜なは子供のように首を横に振った。流れ落ちた涙が拓たく也やの頰ほおを濡ぬらしている。拓也は指ゆび一本動かせなかった。

「一緒にいる間ずっと、わたしを幸せにしてくれたの……だから、お願い」

　沈ちん黙もくが流れた。

「ぼくが放っておいても、他のテリオンが彼を殺すよ？」

　と、ルスランは言った。

「クランの中でもイグニス・アウルムを欲しがっているテリオンは大おお勢ぜいいる……自分たちで使えもしないのにね。ぼくに取って代わろうとするテリオンたちが、彼を八つ裂きにするだろう」

　それでも礼菜は動かなかった。

「……拓たくちゃんはそんなのに負けない」

　ルスランはなぜか嬉うれしそうに目を細めた。妹のわがままを聞く兄、という風ふ情ぜいだった。

「お前が憎にくいな、人の子」

　拓也は耳を疑った。

「お前は妹を守ってくれた。しかし、こんな風ふうに妹を魅み了りようしたお前が憎い」

　ルスランは低く笑った。

「実はぼくもいちいち金色の戦器オニクスを欲しがる連れん中ちゆうを相手にしていられないんだ……しばらくお前に連中の相手をさせるのもいいかもしれない。こちらとしては、なにも失うものがないし」

　ルスランは剣けんを下ろし、片腕で軽々と礼菜を抱き上げた。

「あ…………」

　礼菜の瞳ひとみが拓也から遠ざかっていく。彼女の表情が凍りつき、そして次の瞬間に子供のように歪ゆがんだ。

「助けて！」

　その声に拓也は全身を震わせる。大きく目を見開いて──ただ、見ていることしか出来なかった。地面についた彼の二つの拳こぶしが固く握りしめられる。

「イグニス・アウルムはお前に預けておく。また会おう、人の子」

　ルスランは剣を収め、礼菜を抱えたまま右手を頭上に高く掲げた。

「レディ・バレット！」

　一いち陣じんの風が拓也の頰ほおを撫なでた。低空飛行ですり抜けていく黒い猛もう禽きんの脚あしをルスランがつかんだ。その鳥はルスランと礼菜を軽々とぶら下げ、一直線に飛び去っていった。

　拓たく也やはルスランたちが黒い点となり、山の峰の向こうに隠かくれてしまった後も、その方角を凝ぎよう視ししていた。最後の礼れ菜なの声が耳の奥に刻みこまれている──助けて、と。

「……必ず、助けに行く」

　食いしばった歯の間から、拓也はつぶやいた。







　　　エピローグ







　三日後。




　校舎の前に積み上がったアンテナの残ざん骸がいを解かい体たい業者が撤てつ去きよしている。拓也と友とも典のりはグラウンドの隅すみからそれを眺ながめていた。その場所からは校舎がよく見えた。

「親父おやじは俺のためにこの学校を作ったって話してくれたことがあるよ」

　と、友典が言った。

「俺が安心して学校に通えるようにしてやるってさ……学校経営より、楽な金かね儲もうけなんかいくらでもあるんだって笑ってた」

　二人は東とう堂どう剛たけ広ひろの告こく別べつ式しきの帰りだった。友典が学校を見ておきたいと言ったので、二人でここへ来ていた。

　オフリス・ペインキラー事件はオフリスの謎なぞの死によって表面上は終しゆう結けつしていた。他のテリオンも現れたという目もく撃げき証言から、「クランテリオン内部での粛しゆく清せいによる死」という方向で落ち着こうとしているらしい。

　剛たけ広ひろは犠ぎ牲せい者のうちの一人だったが、その死を待ち構えていたかのように彼に関するよからぬ噂うわさが噴ふん出しゆつしている。間違いなく古こ滝たき市の有力者でありながら、葬そう儀ぎに参列した人の数は決して多くなかった。この東とう堂どう学園も理事長の死によって存そん続ぞくが危ぶまれている。

「俺は別に学校なんか建てて欲しくなかった……分かるだろ」

　拓たく也やは黙ってうなずいた。

「でも、じゃあなにが欲しかったのか言ったこともなかったよ。話せなくなる日が来るなんて思っても見なかったからさ」

　友とも典のりは唇くちびるを嚙かみしめた。日焼けした頰ほおに、拓也が初めて見る涙が伝った。

「拓也、礼れ菜なを取り返してくれよ」

　と、彼は涙なみだ声ごえで言った。

「親父おやじもいなくなって、礼菜も戻ってこなかったら、俺は……」

「分かってる」

　と、拓也はつぶやいた。

「必ず、礼菜は助け出す」




　もうすぐ日が暮れようとしていた。

　踏み切りのそばに日ひ向な子こが立っている。彼女は携帯で話をしていた。

『あんたには篠しの宮みや拓也を守ってもらう』

　と、鮫さめ石いしが電話の向こうから言った。

『彼があたしたちの最後の切り札になるからね……たとえ、ルスランの気まぐれでも、こっちが金色の戦器オニクスを取り戻して、それを使えるアルカミレスが出来たのは変わりがない。その子からは片時も離れないで。分かった？』

「……分かりました」

　日向子は努めて冷静に答えた。

　本心では彼と一緒に行動出来るようになったのは嬉うれしい──。

　しかしその気持ちを決して表おもてに出さないつもりだった。

　拓也には礼菜がいる──彼の助けを待っている礼菜が。

（わたしは礼菜さんを助けようとする拓也を助ける）

　それが彼女の決意だった。




　電話を切ってすぐ、学校の方から拓也が現れた。彼一人だけだった。

「……東堂くんは？」

「まだ学校にいる。しばらく一人にしてほしいってさ」

　二人は線路沿ぞいの道を並んで歩き始めた。

　拓たく也やはアルカミレスになった。おそらく、彼が最後の戦士になるはずだ。

　彼女はちらりと彼に視線を走らせる。黄昏たそがれの日の光に照らされて、彼の横顔はまるで外殻クラスタを身にまとっている時のように赤く染まっていた。

（赤のアルカミレス。血刃の王ロワ・デ・ルジエ）

　日ひ向な子こは心の中でつぶやいた。彼女と一緒にテリオンと戦いつつ、礼れ菜なとルスランの居い場所を探る──それが拓也の当面の目的だった。

「日向子」

　と、拓也が言った。

「なに？」

「色々ありがとう」

「どうして？」

　驚いて日向子は言った。

「日向子がいなかったら、なにも分からなかったし、なにも出来なかったと思う」

　日向子は慌あわてて首を横に振った──赤せき面めんしないように必死だった。

「俺は日向子になにもしてないな」

　彼女は一瞬ためらってから、彼女は小さな声でつぶやいた。

「……そんなことない」

　彼にはもうずっと昔にもらったものがある。形のないものだったが、それはずっと彼女の支えになってくれた。

　二人の間に沈ちん黙もくが落ちた。日向子はただ拓也の足音に耳を傾けていた。

「拓也」

　ふと、日向子が言った。

「なに？」

「おめでとうって言ってくれない？」

　彼女は前を見つめたままだった。相手の顔を見る勇気がなかった。

「いいけど……なんで？」

「……誕生日が、過ぎたから」

　今日はもう六月十九日だった。

「あ……」

　拓也は気まずそうに言った。

「おめでとう……でも、ごめん。プレゼントがないな」

「それはいい」

　日向子はうつむいた。笑顔を見られないようにするためだった。

「でも……悪い」

「本当にいいの。どうもありがとう」

　一瞬、彼女は目を閉じる──今はこれで、十分だと思った。





〈了〉　　









　　　あとがき







　こんにちは。三み上かみ延えんです。

　これが十五冊目の僕の本になります。

　そして、この本の出る六月でちょうどデビュー四周年になります。




　四年という年月は人生の中ですごく長いわけでもないですが、かといってすぐ過ぎてしまうほど短くもないと思います。

　四年前に生まれた子供は幼稚園へ通い始めているでしょうし、中学生はもう高校生になっていることでしょう。大学に入学した人も立りつ派ぱな社会人になっているはずです。

　人が成長するには十分な年月。

　僕も四年前、デビューした頃はとにかくああでもないこうでもないとキーボードの前であがき・のたうち・苦しむ日々でした。

　ですが、四年後の今は……今は…………？

　…………あれ、何も変わってないな……

　相変わらずキーボードの前であがき・のたうち・苦しむ日々です。「初しよ心しん忘るべからず」という言葉もありますけど、忘れたくても忘れようのない人間がここにいます。




　ともかくも謝しや辞じを。

　まずは『シャドウテイカー』から二度目のコンビになるイラストの純すみ珪けい一いちさん。今回はイラストだけではなく内容について重要なサジェスチョンまで頂きました。これからもよろしくお願いしますー。

　そして担当の鳥とり居いさん。締め切りのことはあとがきで毎回のように書いていますが、決して反省していないわけではなく。年末ギリギリに第一稿が上がったのみならず、大晦日おおみそかに打ち合わせというのは……もう、なしにします……

　この本が世に出る上で携たずさわって下さった皆さん、そして何よりも読者の皆さんにお礼を申し上げます。ありがとうございます。

　あまり間を置かずに二巻もお届け出来る……はずです。
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三み上かみ 延えん

１９７１年生まれ。神奈川県出身。東京都在住。昔からイベントには裏切られがちです。まともに目的を果たせたことはめったにありません。最近はそういうものだと諦めています。写真は桜島の展望台に行った時のもの。心の目で見ました。
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イラスト／純すみ 珪けい一いち

黒が大好き黒い絵師。

またまた三上氏と組んで作品を作る事になりました。

今回はいっぱい甲冑（ちょっと違う？）を描けそうなので甲冑好きな自分は気合十分で取り組んでおります。

「俺のココロに鎧が奔る！」










天てん空くうのアルカミレス








三み上かみ 延えん





電撃文庫





2016年3月17日　発行





ver.002





©2006 EN MIKAMI





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『天空のアルカミレス』

2007年6月5日　3版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		プロローグ



		第一章　安全な町



		第二章　最後の休暇



		第三章　六月十六日



		第四章　炎と黄金



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p081.jpg





item/image/p263.jpg





item/image/p285.jpg





item/image/p161.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY<WALKER





item/image/p139.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/photo.jpg





item/image/p195.jpg





item/image/hyou4.jpg





item/image/p069.jpg





item/image/p121.jpg





item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-005.jpg
SSEEIED oovoeoeoeso0orgaiiae oo oo MR IO
; —Ig _Hw é Nf.,‘ m .......... 20000 Pﬂ.&....‘Pr.s.\..xc..oooooooooooooooooo@

>

RZ--O-KNAFNKL X £ M1 KhDYN* km.©





item/image/kuchie-002.jpg





item/image/p027.jpg





item/image/kuchie-003.jpg





item/image/p229.jpg





